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プロローグ　目指せ第三層！









　二十八歳の会社員、哀あい川かわ圭けいは子どもの頃に大好きだったアニメ【バーチャルモンスター】のコラボイベントに心こころ惹ひかれ、ＶＲＭＭＯＲＰＧ『ジェネシス・オメガ・オンライン』をヨハンという名前でスタートした。

　バーチャルモンスター、略してバチモンへの愛が強すぎるあまり、超強力なユニーク装備【カオスアポカリプス】を手に入れた圭は、ゲーム初心者であるにも拘かかわらず、今や全プレイヤーが注目する存在となっていた。




　ゴールデンウィーク明け。

　妹や甥おいっ子こと遊び十分にリフレッシュした圭は、爽さわやかな気分で仕事に臨んでいた。

　涼しい顔でテキパキと仕事を片付けていく。そんな様子を憧あこがれのまなざしで見つめる若い社員たちには目もくれず、黙々と目の前のタスクに集中する。

「ん～！」

　仕事が一段落ついた圭は軽く背筋を伸ばす。そしてコーヒーを片手に時計を眺める。

（今日は定時上がりコース。バチモンと遊ぶ時間も長くとれそうね）

　圭は静かに笑うと、再び仕事に戻ろうとする。

　だが、その時。

「哀川さん、部長が呼んでるよ」

　と先輩に言われた。はて、何かミスをしただろうか？　顔色は変えずに内心で焦る。

「うわ～哀川先輩怒られる～かわいそ～。泣いちゃったら私が慰めてあげますぅ」

「なぁに？」

「ぴえっ……なんでもないですぅ」

　横から煽あおってきた後輩に笑顔で対応すると、部長のデスクに向かう。

（部長のいる島って、なんか空気中の酸素濃度が低くなっている気がするのよね……息苦しいわ）

　会社ではクールなキャラで通している圭であるが、この時ばかりは緊張して体が強こわ張ばっている。背中には変な汗までかいてきた。

　以前同期が「部長職の覇気だよ、アレは……」とうつろな目で言っていたことを思い出す。元ネタを知らなかったが、それでもなんとなくわかると心の中で同意する。

　部長は非常に厳しい人間で、圭も新人の頃にミスをしてよく怒られていた。未いまだに苦手意識がある相手なのだ。

「アメコミのスーパーヒーローか何かですか？」と言いたくなるような分厚い筋肉に包まれた強面こわもての男性がどっしりと座るデスクの前に立つ。

「うむ、来たか哀川」

「はい。何か私の仕事に不備が？」

「ん？　お前の仕事は完かん璧ぺきだよ。何も文句はない。いや何……ゴールデンウィーク明けでこんな話もなんだが。哀川、うちのフロアで、お前だけまだ一日も有休を使ってないのでな」

　表情を崩さないまま（あ～なんだそんな事か～ビックリした～！　もう、何かと思ったじゃない）と安あん堵どする圭。

「立派だと褒めてやりたいが、時代は変わるものでな。そういうのは評価の対象にはならんのだ。最低でも五日は使ってもらわないと困る。何かないのか？　旅行とか趣味とか」

「いえ……特に何も。使おうにも、別段やることもありませんので」

「別に予定なんてなくてもいいんだぞ？　家でのんびりするのも立派な休日だ。まぁ、今すぐ使えという訳じゃない。だが、考えておいてくれよ」

「はい……失礼します」

　そう言って、自分のデスクへ向かって歩き出す。

「有休か……」

　圭は他人が働いている時に自分が休むのが苦手である。だから風邪を引いた時くらいしか、有休は使わないのだ。

（こういうのって、もったいなくて使えないのよね。あ、そういえばゼッカちゃんが、前にこの現象には名前があるとか言っていたわね。なんとか症候群だったかしら？）

　そんなことを考えながら圭がデスクに戻ると、後輩が涙目で電話応対をしている。これはまたトラブルの予感と覚悟しつつ席についた頃には、圭の頭から「有休」の二文字は見事に消滅していた。




　　　　＊＊＊＊＊




「ギャオオオオオオス」

　氷の巨大なドーム内に、白い恐竜の鳴き声が響く。ＧＯＯ第二層のダンジョン【クリスタルラビリンス】のゴール地点を守るボスモンスター【ブリザードン】の咆ほう哮こうだった。

　その咆哮を全身で受けてしまったヨハン、ゼッカ、レンマ。三人の頭上には状態異常【氷結】を示すアイコンが表示された。

　解除用のアイテムまたはスキルを使うか、炎属性の攻撃を食らうまで体の動くスピードが半分になるという、厄介な状態異常である。

「レンマちゃん、解除をお願いします！」

「……任せて──【エクストラヴェール】」

　白いゴリラの着ぐるみに身を包んだ少女レンマがスキルを発動すると、虹にじ色いろの光が三人を包み込む。

　そして、状態異常を示すアイコンが消滅した。

「ナイス！　さぁ、次はこちらの番ですよ！」

　元のスピードを取り戻した青い装備の剣士セイバーゼッカが、自慢の二刀流で敵に駆け寄る。

「新スキルの性能、試させてもらいますよ──【イカヅチブレイド】!!」

　剣に電流を纏まとわせ、ブリザードンの足に二太刀。

　すかさず尻尾しつぽを振り回し反撃に出るブリザードン。

　だが遅かった。

　その太い尾が地面を掠かすめる頃には、ゼッカは既に離脱済みだった。

　それもそのハズ。

「ギ……ギャギャギャ」

「ようやく効いてきましたね！　【イカヅチブレイド】の真の能力が！」

　十秒の間、自分の剣に電流を纏わせ、切った敵に【痺しびれ】状態を付与するスキル【イカヅチブレイド】。敵を切った回数だけ【痺れ】が解けるまでの時間は長くなる。第三層の実装と同時に追加された新スキルの一つである。

「【痺れ】させてやりました！　これで敵の行動速度が30％ダウン。さぁ、今ですヨハンさん！」

「ありがとうゼッカちゃん」

　ゼッカの声に、魔王のような漆黒の鎧よろい【カオスアポカリプス】を身に纏った女性──哀川圭ことヨハンが「待ってました」とばかりに答える。

「まずはスキル発動──【フラワー・オブ・ライフ】！」

　ヨハンは【カオスアポカリプス】の能力によって、自分が召喚可能な召喚獣のスキルをすべて発動させることができる。

　その恐るべき能力により発動させたのは【プレレフア】のスキル。自身の魔力ステータスを三倍にするという強力なスキルだ。

　しかも、ただ三倍にしたのではない。

　ヨハンの魔力ステータスは召喚獣【マジックゴーレム】の持つスキル【魔力放出】10個分の効果によって＋５００の強化を受けている。そこからさらに三倍。そして──

「ヨハンさん、氷属性モンスターの弱点は炎属性です」

「……炎のスキルだよ、お姉ちゃん」

「ありがとう、炎は得意だわ。──【ブラックフレイム】！」

　ヨハンは自分の相棒とも言える召喚獣【ヒナドラ】の必殺スキルを発動。

　手の平から黒い炎が放たれた。

「ギ……ギギ……ギャアアアアアス」

　まだ【痺れ】の切れていないブリザードンに、攻撃を回避する術すべはない。悲鳴と共にその体が黒い炎に包まれる。

　凶悪なまでに増強されたヨハンの魔力ステータスで放たれた攻撃に、耐えられるモンスターは殆ほとんど居ない。

　ブリザードンも例外なく、光の粒子となって消滅した。

「……やった！　勝ったよ！」

「楽勝でしたね」

「ふぅ……なんとか勝ててよかった。あ、またレベルが上がったわ」

　ヨハンの耳に、レベルアップを告げるＢＧＭが流れた。ヨハンのレベルは、先日のトレジャーイベントの海賊王戦で25に。そしてこの【クリスタルラビリンス】での戦いで28まで上がった。

「【上級召喚術】まであと七つですね！」

「……このペースならすぐだね」

「ええ。早く【上級】のバチモンたちを召喚したいわ」

　ヨハンは現在【中級召喚術】までを習得している。それにより、【中級】までの召喚獣を召喚することができる。そして、それを超える【上級】の召喚獣を召喚するためには【上級召喚術】というスキルが必要となる。

　その入手条件の一つが『レベル35以上』なのである。

「……お姉ちゃん。【竜宝玉】の中に【真竜秘宝】が交じってる」

「どれどれ。あら、本当だわ！」

　ブリザードンの残した宝箱を漁あさっていたレンマがとある素材アイテムを掴つかんでみせた。

【真竜秘宝】とは、ドラゴン・恐竜系統のボスモンスターを倒した時、低確率でドロップするレアな素材アイテムである。

【竜宝玉】というアイテムは沢山出るのだが、この【真竜秘宝】はなかなかドロップすることはない。

　そして、ヨハンが何故なぜこの素材を求めていたのかというと。

「ゼッカちゃん、レンマちゃんから貰もらった分を合わせて３個。これでようやくクロノドラゴンのスキルを解放できるわ」

　召喚獣は、最大で三つのスキルを持っている。

　だが【中級】以上の召喚獣は二つ目以降のスキルが封印されていて、すぐに使うことはできない。

　使うためには要求された素材を消費し、封印を解除する必要があるのだ（クワガイガーなど、隠し条件により手に入れられるものは例外とされている）。

　そして【中級】よりも【上級】。【上級】よりも【超級】の召喚獣の方が使えるスキルが強力になっていく関係上、スキルを解放するために必要な素材はより貴重でレアなものになっていく。

　クロノドラゴンの第二スキルを解放するために必要な素材は先ほど手に入れた【真竜秘宝】を３個。そして【時の鏡】を５個と【竜の骨】が48個だ。

「でも本当にいいの？　貴重な素材を貰ってしまって」

　ヨハンは二人に尋ねる。

　素材アイテムは召喚獣のスキル解放の他ほかにも、様々な用途に使われる。その使い道は武器防具の生産や強化などだ。

　そして、仮に今必要なかったとしても、今後新しく実装される装備の生産に必要になったりすることもあるため、普通のプレイヤーは持ったままにしていることが多い。

「いいんです！　私たちもクロノドラゴンの新しいスキルを見たいですし！」

「……必要になったら、また三人で集めようよ」

「二人とも……！」

　ヨハンは目頭が熱くなるのを感じた。本当に良いい子たちだと抱きしめたくなる衝動をなんとか抑える。

「あら、第二スキルは【時空転生】なのね！　ここで来るか～」

　そして、第二スキルの解放を終えたヨハンは興奮した様子で頬ほおを赤らめた。

「……じくうてんせい？」

「あれはアニメの四十九話。ラスボス、カオスアポカリプスとの闘いで全滅しかけた子どもたちを守るために……」

「わわわわわ！　待ってくださいヨハンさん。私、まだ二十五話までしか見てないんです。ネタバレ禁止でお願いします」

　ヨハンの影響でバチモンのアニメを見始めたゼッカ。だが、まだ最終回までは到達していないようだ。

「あら、二十五話だとメタルブラックドラゴンに進化した回ね」

「流石さすが、即答ですね。はい。初進化の回です。熱い回でした！」

「……ほらほら二人とも。お話は後にして。早く先に進もうよ」

　レンマに促され、三人は氷のドームを出る。長かった迷宮を抜けると、そこには氷で出来た山がそびえ立つ。

　右手に見えるのは城じよう塞さい都市へと一瞬で戻るワープゲート。

　そして、正面には第三層実装と共に設置された氷のダンジョンへの入口があった。

「さぁ、ようやく【クリスタルラビリンス】クリアです。これでヨハンさんもレンマちゃんも、第三層へ行くための【氷のダンジョン】に挑戦できます！」

　はじまりの街を中心にさまざまな場所に行けた第一層とは違い、第二層は各ダンジョンや街が一本道に続いている。

　なので、以前ヨハンがやったように、いきなり階層ボスのいるダンジョンに挑むようなことはできない。

　順番にダンジョンを巡り、クリアしていく必要がある。そしてこの【クリスタルラビリンス】クリアをもって、ようやく第二層の階層ボスが支配する【氷のダンジョン】に挑戦できるようになった。

「……でもさ。難しいダンジョンって聞いて身構えていたけれど、案外簡単にクリアできちゃったね」

　ゴリラアーマーから可愛かわいらしい顔だけを出したレンマは氷の塊を椅子代わりにしながら言った。

「そうねぇ。第三層実装までは、この迷路が一番難しいダンジョンだったのよね？　その割には、あっさりクリアできちゃったわね」

　レンマの言葉にヨハンも頷うなずく。

　そんな二人にゼッカは人差し指を立て「ちっちっち」と舌を鳴らす。

「それは私のおかげです」

「……ゼッカの？」

「そうです。思い出してみてください。このダンジョンの名前を」

「……ええと、このダンジョンの名前は」

「【クリスタルラビリンス】よね？」

　レンマとヨハンが自信なげに言うと、「その通りです」とゼッカが頷く。

「ラビリンスとは迷宮という意味。ここに来るまで、いくつもの分かれ道があったのをお忘れですか？」

「そう言えばあったわねぇ」

「そして今日この日、誰が先陣を切っていたかを考えれば自然と答えにたどり着くはずです」

「……つまり、ゼッカがゴールまでの最短ルートを知っていたから、こんなに早くクリアできたということ？」

「そういうこと！」

　ゼッカはふふんと胸を張る。

「凄すごいわゼッカちゃん！」

「いやいやそんなことないです……いやあるかも！」

　言って、鼻の下を指でこするゼッカは自慢げだった。

　だが、似たような景色が続く上、立体迷路のようなこのダンジョンの道を覚えるのは容易なことではない。

　修行がてらに何度もこのダンジョンをクリアしているゼッカだからこそできる道案内だった。

「……そっか、何度も周回してたんだね。どうりでスムーズに進めたと思ったよ」

「じゃあこの綺き麗れいな景色も、ゼッカちゃんにとっては見慣れたものなのね」

「そうですね。私にとってここは、ただのダンジョンのゴール。そんな場所でした。ですが行き止まりでしかなかったこの場所に、第三層へ行くためのダンジョンの入口が開いている。んん～ワクワクする！」

　テンション爆上げのゼッカを見たヨハンは微笑ほほえみながら「この調子なら階層ボスも倒せちゃうかもね」と口にした。

「……」

「……」

「え、どうしたの二人とも？　急に黙っちゃって。なんだか怖いわ」

「あっ、いえすみません。そうですね、一度見ておいた方がいいかもしれませんね」

「え？　え？　何!?」

「……行こうか、お姉ちゃん」

「だからなんなの!?」

　急にシリアスな雰囲気になった二人に連れられ、ヨハンは【氷のダンジョン】へ進んだ。




【氷のダンジョン】には多くのプレイヤーたちが犇ひしめき合っていた。

　敵を倒しながら山を登っていくコンセプトのダンジョンなのだが、人が多すぎる。まるで朝のラッシュ時間帯の駅のようだ。

　当然それだけプレイヤーが居れば雑魚ざこモンスターが残っているわけもなく、ヨハンたちはわずか二十分程度でボス部屋まで到着した。

「何これ？」

「……やっぱりこうなっているよね。予想通りだ」

　階層ボスの手前の部屋へとやってきたヨハンが見たのは、異様な光景だった。

【虫のダンジョン】では一つだけだったボス部屋への扉は五つあり、その前にはプレイヤーたちの長蛇の列がある。

　テーマパークのアトラクションの待機列を思わせる人の多さにヨハンが戸惑っていると、ようやくゼッカが口を開いた。

「みんなボスに挑戦するために並んでいるんですよ」

「……ちょっと懐かしい。【虫のダンジョン】ができたばかりの頃を思い出すよ」

「そうですね～昔は扉が一個だけだったから、これよりもっと凄い行列で。なかなか挑戦できなかったんですよ」

「……ボクは野良パーティー組むのが恥ずかしかったからソロで挑戦出来るようになるまで時間が掛かったな～」

　どうやらボスに挑戦する為ための順番待ちの列らしい。

　そして、これがゼッカとレンマの見せたい光景らしかった。

「このシュールさ。なかなか見られるものじゃないですよ」

「そうね……」

「……あまりの混雑っぷりに、初日は三つだった扉が二日目から五つに増設されたとか」

「ひっ」

　思わず悲鳴が出た。

「この混雑なので、私もまだ挑戦すらできてないです。でも二時間くらい並べば一回挑戦できるらしいので、回転は速い方ですよ？」

「……弱いパーティーはすぐ死ぬ。強いパーティーはすぐ勝つ」

「二時間待ちか……」

　ヨハンはメニュー画面の時計を見る。時刻は二十二時。明日仕事とはいえヨハン自身は問題ないが、若い二人にあまり夜更かしをしてほしくなかった。

　なので、ヨハンは解散を提案する。

「それもそうですね！　今日はもう解散しましょう。挑戦自体はいつでもできますから」

「……ボクはまだ眠くないから平気」

「ダメ！　寝ないと大きくなれないよ、レンマちゃん」

「……いや、ボクはもうゼッカより大き──うわぁあ離してえええ」

　生意気を言ったレンマを制裁だとばかりにモフモフしだすゼッカ。レンマも楽しそうに抵抗する。
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「それじゃ名残惜しいけど、そろそろ解散しましょうか」

　このままだとタイミングを逃すと思ったヨハンは、改めて解散を提案する。

「階層ボスには、明日あした挑戦しましょう！」

「……え、何を言っているのお姉ちゃん？」

　レンマが驚いたような顔でヨハンを見た。

「私、何か変なことを言っちゃったかしら？」

　あわあわするヨハン。

「ヨハンさん。明日はランキングイベントの開催日ですよ？　前に一緒の時間帯に参加登録したのを忘れちゃったんですか？」

「そ、そうだったわ！　あはは、みんなと遊ぶのが楽しすぎて、つい勘違いしていたわ」

「えへへ、なら安心です。ランキングイベントなら気兼ねなくヨハンさんと戦えるかもしれないって、私すごく楽しみにしてたんです！　前々から準備してたから、ヨハンさんが忘れていたらどうしようかと思っちゃいました！」

「ふ、ふふふ。私がゼッカちゃんとの約束を忘れるわけないじゃない」

　本当は忘れていたヨハンは背中に冷や汗をかいたような気分でごまかす。

　そして、遠足前日の子どものようなテンションではしゃぐゼッカを微笑ましく見つめる。

（私と戦うのがそんなに楽しみなんて……）

「私も……少しはゼッカちゃんに認めてもらえたということかしら？」

　ヨハンの呟つぶやきは、はしゃぐゼッカには届かない。

　聞いていたのは頭上の相棒、ヒナドラのみ。

　ヒナドラはヨハンの頭を撫なでるように優しく、ぽんぽん叩たたいていた。

「あーおったおった！　魔王はーん！」

　ゼッカとレンマのログアウトを見送り、今度こそログアウトしようとしたその時。それに待ったをかける声が響いた。

　銀色の狐きつね耳と尻尾しつぽがトレードマークのプレイヤー、コンがパタパタと駆け寄ってきた。

「コンさん」

「お久しぶりやね魔王はん。ゴールデンウィークは全然会えへんかったから、寂しかったわ。ずっと何してはったん？」

「ちょっと実家に帰省をね。コンさんは……階層ボスに挑戦？」

「階層ボスはええわ。もうちょっと情報が集まってからな。それより、今日は魔王はんに用があって来たんよ」

「私に？」

　自分に用事とはなんだろうと、ヨハンは首を傾かしげた。

「そうや。なぁ魔王はん。今日は階層ボスには挑まんのやろ？」

「ええ。今日はやめておくわ」

　列の方を見ながら言った。

「だったらうちと遊ばへん？」

「それは別にいいけど……何をするの？」

　どこかのダンジョンへ向かうのだろうか。それともレベル上げか。

「魔王はんにええ話があるんよ」

「いい話？」

「そう。必ず儲もうかるええ話。魔王はんも乗りまへん？」

　コンは人懐っこい笑顔で、物もの凄すごく胡う散さん臭くさい事を言い出した。








一章　ヒナドラ救出作戦!?









　ヨハンとコンは【氷のダンジョン】を出ると、メテオバードに乗って城じよう塞さい都市の入口まで戻ってきた。

「そういえば魔王はんは、もう自分の召喚獣を殺しはった？」

「な、何を言っているのよ!?　やる訳ないじゃないそんなこと！」

　城塞都市の入口で、ふと物騒な事を尋ねてきたコン。ヨハンは必死に否定する。

「なんや。なら殺した方がええよ」

　コンはなんでもないことのように言ってのけた。

　曰いわく、自分の召喚獣のＨＰを自分で０にすることで新しいスキルが手に入るらしい。

　だがそんな事は出来ないと、ヨハンは言う。

「いやいや。いやいやいやいや。あのね、コンさん。ゲームとはいえ、召喚獣には沢山お世話になっているのよ？」

　ヨハンはストレージを開く。

「そんな……いくら新しいスキルのためとはいえ、自分の召喚獣を自分で殺害するなんて……可哀かわい想そうだわ！」

　ストレージから【ダークエルフ】を取り出す。

「そんな酷ひどい真似まね、私に出来るわけないじゃないっ！」

「いや言葉と行動が一致しとらんやん。流れるように自然な動作で召喚石取り出してるやん」

　コンの突っ込みに少し照れながら、ヨハンは召喚石を起動する。

「召喚獣召喚──ダークエルフ！」

　幾何学的な魔法陣から、スタイルの良い、褐色のダークエルフが出現する。

　その顔は職場の可愛い後輩にそっくりだ。そして相変わらずのきわどい衣装で、横に居ると恥ずかしい。

「あー。あのエロいイベントのやつやね。よう持ってはるなぁ」

「この前のトレジャーイベントで手に入れたのよ」

「あのイベント復刻してたん？　なんや前は炎上して消された言うてたのに。まぁええか。じゃ、はよコイツを殺してや」

「うーん。あまりこういうのは、気乗りしないわねぇ……」




『スキル【フラワー・オブ・ライフ】を発動しました。魔力の数値が三倍になりました』




「バフまで盛って。メッチャ乗り気やん？　オーバーキルやん？」

「動かないでね。そう、じっとしてて。えっと、セーフティを解除して味方に攻撃を可能にしてっと──【ブラックフレイム】！」

　とてつもない火力の【ブラックフレイム】がダークエルフを襲う。どこか諦あきらめたような表情のダークエルフは黒い炎の中に消滅していった。

　何故なぜヨハンがダークエルフに対し、ここまでの攻撃を行ったのかは誰だれにもわからない。

　昼間、仕事中に後輩が犯した大きなミスのせいで定時上がりできなかったということがあったが、それは関係ないはずだ。




『新しいスキルを習得しました』






【ダムドチャージ】

　召喚した召喚獣を破壊し、プレイヤーのＨＰとＭＰを回復する。

《入手条件》

　召喚した召喚獣のＨＰを自分で０にする。








「本当！　新しいスキルが手に入ったわ！」

「あんま使わへんけどな。ないよりええやろ。ほな、行くで」

　新しいスキルを入手したヨハンは、コンの案内の下、銀行と呼ばれる施設へとやってきた。

　銀行とは、手持ちのアイテムやゴールドを預かってもらえる場所だ。

　ＧＯＯにおけるデスペナルティ──所謂いわゆるＨＰが０になって死んだ時の代償は、所持金が半分になることのみ。他のゲームに比べてかなり緩い。

　だがそれでもかなりキツいので、殆ほとんどのプレイヤーは余分なお金をここに預けている。

　また、アイテムストレージは無限であるため、アイテム預かり機能は必要ないように見えるが、なんでもかんでもアイテムストレージに入れたままにしておくと、肝心な時に探すのに苦労したりする。

　売りたくない、でも邪魔というアイテムを預けているプレイヤーも多い。

　だが、コンの狙ねらいはそんな基本的な使い方ではなかった。

　ヨハンは銀行の存在自体は知っていたものの、今まで利用した事はなかった。

　コンから「なんでもええから少し預けて」と言われ、使わない素材アイテムと海賊王レイドで入手した大量のゴールドを預けることにした。

「これ裏技って程でもないんやけどな。召喚石って10個までしか持てへんやろ？」

「ええ、そうね」

　ヨハンは以前、マジックゴーレムの11個目の召喚石をストレージに入れられず、そのままそこに置いてきたことを思い出した。

「でも銀行に物を預けてるとな、11個目を手に入れたとき、こっちに転送出来るようになるんよ」

「そ、そうだったの……」

　所持数の限界とは、あくまでストレージに入れられる数の限界の事である。銀行を駆使すれば、事実上無限に召喚石を集める事が出来る。

「でも、それに何の意味があるの？」

　ヨハンは疑問に思った。いくつ集めていようが、結局持って行けるのは一種類につき10個まで。しかも【中級】以上の召喚獣は、素材を使ってスキルを解放しなければならない以上、沢山持っている事に意味があるとは思えなかったからだ。

「意味？　意味なんてあらへんよ。うちが言いたいのは、こういうシステムがあるいうことだけや。でな、これを踏まえた上での相談なんやけど……海賊王レイドで大金手に入れたやん？」

「ええ、まあ」

「それ使って、召喚石を買い占めへん？」

「か、買い占め……？」

「そ。買い占めや」

　コンはにやりと笑う。

「私初心者だからよくわからないんだけど、それって他ほかの召喚師サモナーの人が困るんじゃ……」

「困る？　そんな事あらへんよ。なぁ魔王はん。今のＧＯＯに定期的にログインしとる召喚師サモナーが何人居てはるか知っとる？」

「えっと……」

　ヨハンは記憶を探る。ランキングイベントに参加した時のスタート順位が十万位くらいだったので、そこから想像してみる。

「一万人くらいかしら？」

「十人や」

「少なっ!?」

「しかも、イベントで結果を出せる程のプレイヤーとなると、うちと魔王はん入れても三人や。仕様変更前にやっとったプレイヤーは、うち以外は全員違うゲームに移動しはったわ」

　その時、少しだけコンが表情に悲しみを見せたことを、ヨハンは見逃さなかった。

「だからな、うちらが買い占めても、だーれも困らへん。むしろストレージの肥やし買ってやるんやから、感謝されてもええくらいの善行や」

「でも、善行じゃないんでしょ？」

「当然。お金かね儲もうけや。うちの掴つかんだ情報によると……」

　コンの言うことには、どうやら近々召喚石の需要が大幅に上がる機能が追加されるらしい。

　今、氷のダンジョン攻略でプレイヤーが金に困っている状況を利用して、大量の召喚石を集めておいた方がいいということ。

　コンの情報に信しん憑ぴよう性せいがあることは、ヨハンにはわかっていた。

　前回のイベントでも、彼女は【トランスコード】の情報を事前に掴んでいたからだ。

　だがその上で、ヨハンは彼女の話を断った。

「でも、やっぱり良くないわよ」

「なして？」

「だって、恩着せがましく安く買い叩たたいて、後で状況が変わって需要が上がったら、今度は高く売りつけようっていう事でしょ？」

「おおよそ社会人の言葉とは思えへんな。ええやん別に。それが経済ってもんや」

「そういうのを忘れたくてここに来ているのよ」

「けど魔王はん。お金、もっと必要なんやろ？　わかってるんやで？」

「うっ……」

　現在のヨハンの活動方針は【上級召喚術】の習得であるが、裏でもう一つ進めている目標がある。

　それは、自らの持つユニーク装備【カオスアポカリプス】を【トランスコード】で強化するというもの。

　海賊王レイドで大量のゴールドを手に入れたヨハンの現在の資産は約二億ゴールド。

　だが【カオスアポカリプス】を【トランスコード】で強化する場合に掛かるゴールドは二億五千万ゴールドで、さらに腕利きの生産職プレイヤーも必要であることがわかっている。

　もしコンの話が本当で、この作戦が上手うまくいけば、鎧よろいの強化は容易になるだろう。

　さらにゼッカやレンマの強化の為ための手助けにもなるかもしれない。

「で、でもダメよ……なんかイケナイ気がする」

「んもう、真面目まじめやね。そういう所も好きや。でもな、考えてみて」

　コンはヨハンにそっと近づくと、耳元でささやく。

　さながら、悪魔のように。

「バチモンコラボイベントの時にログインしとったプレイヤーはおおよそ十万人や」

「じゅっ……十万!?　そそそそ、それがなんなの？」

「ヒナドラは配布ログインボーナスやろ？　つまり今、この世界には最低でも十万体のヒナドラが眠っとる。最低でも……や」

「……ッ!!!?？？？」

　ヨハンは固かた唾ずをガブ飲みした。

「でもな。ヒナドラちゃんを召喚して可愛かわいがってあげられるのはたった十人の召喚師サモナーや。可哀想な話や思わへん？　ヒナドラは『もきゅうもきゅう』鳴きながら、ずっとストレージで寂しい思いをしてはるんや」

「……ヒナドラ……誰にも召喚されず……なんて可哀想なの……」

　ヨハンの頬ほおを涙が伝う。

「せや、可哀想なんよ。だからうちらで助けてあげへん？　その方がヒナドラも幸せやと思うんや、うちは」

「私もそう思うわ。手を貸してコンさん！　ストレージの肥やしとなっている全てのヒナドラを、私が助けてみせる！」

　コンはにやりとつり上がる口角を必死に隠す。

『計画通り』

　まさにそんな顔だった。

「ほな決まりや！」

「ええ、早速市場に行くわよ！」

　こうして、ヨハンとコンによる『ヒナドラ救出作戦』……ではなく『召喚石買い占め作戦』が開始されることとなった。




　　　　＊＊＊＊＊




　翌日。

　気合で仕事を片付けたヨハンは十九時という早い時間にログインすることができた。

「参加するランキングイベントは二十二時から……まだ時間に余裕はあるわね」

　ゼッカとの予定を無視するわけにはいかないが、まずはコンとの約束からだ。

　時間を確認したヨハンは、すぐに待ち合わせの場所に向かう。

　目指すは第一層のはじまりの街。

　約束の場所に到着すると、テーブルを広げたコンがいつもの胡う散さん臭くさい笑顔でニコニコしていた。

「おいでやす……ってなんや、魔王はんか」

　ヨハンが【カオスアポカリプス】を装備していなかったから、客だと思ったのだろう。営業スマイルでコンが話しかけてきた。

「こんばんはコンさん。早いのね」

「うちは社畜やないからな。時間には融通が利く」

「フリーランスだっけ？　憧あこがれるわ～」

「そない楽なことばかりやあらしまへんけど……まぁ。こういうときは便利やね」

　昨夜『召喚石買い占め作戦』を考えたヨハンとコンは、ログアウト直前にトレード掲示板に、次の書き込みをした。





　初級召喚獣……１０００ゴールド

　中級召喚獣……５万ゴールド

　上級召喚獣……20万ゴールド

　超級召喚獣、レアは１００万ゴールド！




　場所：はじまりの街中央広場

　時間：明日　19：00～24：00






　そして、お金目当てに集まってきた客の召喚石を、ヨハンの資産約二億ゴールドと、コンの資産五百億ゴールドで買い取っていく。

　こんな適当な価格設定で大丈夫なのだろうかと思ったヨハンだったが、案外多くの人が取引場所へとやってきていた。

　始めて間もない中学生くらいのプレイヤーから、歴戦の強つわ者もの感溢あふれるプレイヤーまで。

　だがこれは、コンの狙ねらい通りだった。

　初級、中級の召喚石はどの職業でもダンジョンを探索していれば自然と手元に集まってくる。

　仲間内に召喚師サモナーがいればいいが、召喚師サモナーは今や絶滅危き惧ぐ種しゆ。

　渡す人もいなければ、トレード材料にもならない。なぜなら需要が無いからだ。

　かといって、初級召喚石をＮＰＣの運営するショップへ持っていっても、初級は１ゴールド、中級は１００ゴールドで買い叩かれてしまう。

　少しでも金になればと売ってしまうプレイヤーもいるが『なんか勿もつ体たいない』『後で使えるかもしれないし』と、とっておくプレイヤーも多かった。

「それにな。今って新ボスで盛り上がっとるやろ？　こういう時はみんなお金が欲しいんよ」

　階層ボスを一発でクリア出来る人は少ない。

　攻略動画や攻略サイトが充実した昨今ではあるが、ゲーム画面を眺める従来のゲームとＶＲゲームは全くの別物。動画で見るのと実際に闘うのでは、得られるものに大きな違いがある。

　つまり、身体からだで学習していく事が求められる。

「一回負けて思うんよ。『あーあのアイテムがあれば』とか『あの装備が使えるかも』ってな。するとみんなお金が沢山必要になるんよ」

　そこでこの儲もうけ話だ。そんなに高く売れない召喚石をこれだけ高く買い取ってくれるという話があれば、誰だって普通は怪しむ。

　それこそ「近々何かしらのアップデートがあって、召喚石の需要が上がるのでは？」と勘繰る者も出てくる。

　だが、今はみんな第三層に早く行きたいのだ。今更ちょっとお金がないからといって、別のダンジョンに潜ってお金稼ぎなんてしたくない。

　手っ取り早く対策装備を整えて、ボスを倒したい。

「召喚石を集めるには、絶好のタイミングという訳ね」

「そのとおりや」

　そして、ヨハンが殆ほとんど持っていない上級召喚獣も、稀まれにではあるが集まっている。

　コン曰いわく、上級召喚獣は基本的には召喚師サモナーしか手に入れる事が出来ず、入手難易度も高いらしい。

　さらにその上の超級召喚獣になれば、見つけるのは至難の業だ。

　周回するだけで上級と超級の召喚獣が手に入ったバチモンイベントは、実は召喚師サモナーにとっては破格のイベントだったのだ。

「フレンドが引退する時に貰もらったんだが……金に困っててな」

　例の召喚師サモナー弱体化騒動で引退した召喚師サモナーとフレンドだったという大柄なプレイヤーが、どこか後ろめたそうにやってきた。

「ええやん。お兄さんのストレージで眠っとるより、全然ええ。今後の新人召喚師サモナーたちの為にも、一度うちらが預からせてもらいます」

　一応『新人召喚師サモナーたちをサポートするギルドを作りたい』という名目でやっているらしい。

　代金の３００万ゴールドを渡しながら、コンは相手の罪悪感を消し去るような言葉を言う。

　そのプレイヤーは「まぁ、役立ててくれや」と去って行く。

　そして中には、

「金は要らん。この前の海賊王戦を見て、こやつの居るべき場所はここではないと理解した」

　と、イベントを三十周したヨハンですら一回しかドロップしなかったレア召喚獣、超級召喚獣クロノドラゴンを置いていく老人もいた。

「何者やあのじいさん……」

「只ただ者ものじゃないわね……」

　強者のオーラ溢れる謎なぞの老人を見送った。

　そして、老人と入れ替わるようにすぐに次の客がやってきた。

「うっす……」

　引き攣つった顔で挨あい拶さつしてくるのは、以前【虫のダンジョン】で遭遇した小学生プレイヤーのオウガだ。

「君も召喚石を持ってきてくれたの？」

「い、いや、俺おれじゃねーよ。俺は何も用はない……です」

「……？」

　オウガは少し赤くなる。そして、自分を盾に身を隠す少女を促す。

　亜麻色の髪をツインテールにした少女が顔を真っ赤にしながら、意を決したように口を開いた。

「あ、あの……こんにひひゃ！」

（（（噛かんだ……!?）））

　どれだけ緊張しているのだろう。

　大事な挨拶を噛んでしまった少女はあわあわと慌てていた。

「お、落ち着いて……大人と話すのは誰でも緊張するものよ。だから慌てずに」

「いや別に。俺は大人と話しても緊張しねぇけどな～」

「緊張するわよね？」

「はい」

　横に居たオウガ少年の同意を得るヨハン。

　なんとか少女を元気づけようと頑張っていると、今まで後頭部に張り付いていたのだろう少女のヒナドラがよじ登ってきた。

　そして少女の頭をポムポム叩たたく。

　少女が勇気を出せるように、応援しているのだろう。

「もきゅ」

「なぁ、魔王はん。この子、新規の召喚師サモナーや……ん？　魔王はん？」

「なんて……尊い」

　とても素晴らしいものを見たヨハンに、コンの言葉は届いていなかった。

（なんだこの可愛い生き物は……ヒナドラと少女の組み合わせ、最高かよ）

　そしてこのカオスな状況を見かねたのか、オウガがため息をつきながら少女に言った。

「ほら、話があるんだろ」

「ま、待って。ちょっと待って。まだ心の準備が」

「ええと……？」

「コイツ、アンタのこの前の戦い……海賊王レイドを動画で見ていてさ。それでこのゲームを始めたんだよ」

　ヨハンとコンは顔を見合わせる。

「わ、私……ヨハン様……じゃなかった、ヨハンさんたちと海賊王の戦いを動画サイトで見て、それで召喚師サモナーで始めたんです。私もヒナドラと強くなりたい。クロノドラゴンと一緒に戦ってみたいって」

「ちなみにこのヒナドラをあげたのは俺な！」

「ちょっと待って、動画サイトとは？」

　少女はゴールデンウィークを利用して、一気に第二層までやってきたらしい。

「でも、クロノドラゴンがどうしても手に入らなくて……」

　クロノドラゴンはバーチャルモンスターコラボイベントの中でも、かなり排出率が低かった召喚石だ。

　三十周したヨハンですら、一つしか手に入らなかった。

　召喚師サモナー以外が周回をするメリットの少ないあのイベントで、手に入れた者が一体どれだけいたのか。

　今日は既に千個近くの召喚石を買い取った。だが、その中でもクロノドラゴンは先ほどの老人が持ってきた一つだけ。

　少女はトレード掲示板を駆使してみたものの、手に入らなかったらしい。

　なので今日、余っている分を持っていないか。持っていたら譲ってもらえないかと、ヨハンたちのところへやってきたのだ。

「クロノドラゴン、余ってないでしょうか？」

「まぁあるにはあるなぁ」

　難しい顔をして答えるコン。コンもヨハンほどではないが、バチモンイベントを周回していた。

　しかし、持っている個数は一個だけである。

「余っている」とは言えなかった。

「交換もええけど……条件次第やね」

「こ、これと交換してください。必死に集めた召喚石です」

　少女が差し出してきたのは、いくつかのバチモンの召喚石だ。

【イヌコロ】や【ソードエンジェル】、【メテオバード】など計６個。おそらくこれもトレードで入手したのだろう。

「だ、駄目ですか？」

「駄目じゃないけど……これじゃクロノドラゴンの価値には釣り合わないわね」

　正直、ヨハンはこんな女の子が現れて踊り出したいくらい嬉うれしかった。

　タダで渡してしまっても良かった。

　それでも、施しのような真似まねは、良くないと思ったのだ。

「貴方あなたが召喚師サモナーなら、この子たちはきっと貴方の力になる。それに、多分この子たちも、貴方のために戦えるのを楽しみにしているはずよ。だから持っていてあげて。沢山、色々なところへ連れて行ってあげて」

「……？　は、はい。でもそれじゃ、何も差し出せるものがないです……」

「交換するなら、別のアイテムがいいな。何かない？　自分じゃ使わないけど、ちょっと珍しいかなってアイテム」

「え……ええと」

「あれがいいんじゃね？　さっきイヌコロが拾ってきた素材。あれ結構レアだっただろ？」

「あ、そうか！」

　少女はツインテールを揺らしながら、アイテムを取り出す。

「こ、これはどうでしょうか。【竜の宝ほう鱗りん】というらしいです！」

「わぁ、聞いたことない素材アイテムだわ！　これならオーケーよ！」

　ヨハンは素材アイテムを受け取り、代わりに先ほど老人から譲り受けたクロノドラゴンの召喚石を手渡す。

「わぁ！」

　少女はその卵型の召喚石を宝物のように抱きしめる。

「あ、ありがとうございました！　一生の宝物にします！」

　少女は何度も何度もお辞儀をして、その後オウガの手を引いて去っていった。

「ほら、行くよオウガ」

「ちょ……離せってオイ！」

　頭上にヒナドラを乗せ、ツインテールをぴょんぴょんさせながら。

　ヨハンの前ではしおらしかったが、本当はかなり活発な子なのだろう。

　少年と少女とヒナドラ。

　遠くへと走っていくその背中を見て、まるで【バーチャルモンスター】のアニメを見ているようだとヨハンは思った。

「よかったん？　正直、価値は全然釣りおうてへんよ？」

「いいのよ別に。それにね。ほんのちょっとだけれど。これから始まるあの子たちの物語の登場人物になれたような気がして……嬉しかったわ」

「粋いきやね魔王はんは。うちには、あの子たちの真まっ直すぐさは……ちょっくら眩まぶしすぎるわ」

　どこか遠い目をしながら、コンが言った。

　あの光景の中に何か、もう手に入らない宝物のようなものを見ているかのようだった。

「ええなぁ。あの子らはこれから、いろんな人に出会って。いろんなものを見て。全部、全部これからなんやね」

「何言ってるのよコンさん。私たちだってまだまだこれからじゃない？」

「え？」

「私はもう大人だけれど。それでもこのゲームを始めてから得た感動は、あの子たちにだって負ける気がしないわ！　だから、私たちもこれからよ！」

「……。そうやね。そうやとええな」

　コンは少しだけ、力なく笑う。

　気づけば少女たちの背中はすっかり遠くなった。これからあの少女は、ヒナドラを連れどこに向かうのだろう。

　どんな仲間と出会い、どんな敵と戦うのだろう。

　どんな風に成長していくのだろう。

　思いを馳はせずにはいられなかった。








二章　恐怖のランキングイベント









　時刻はランキングイベント開始十分前。

　召喚石の取引をコンに任せたヨハンは第二層の城じよう塞さい都市の中央広場にやってきた。第三層実装で盛り上がっているＧＯＯではあるが、今日は不定期のランキングイベントが開催される。

　そのため、最近は過疎気味だった第二層の広場にも、かつての賑にぎわいが戻っていた。

　見るからに初期装備に毛が生えた程度の者からガチ装備の強つわ者ものまで。以前ほど緊張も前準備もしていなかったヨハンだが、彼らのやる気に当てられたのか、自然と闘志が燃え上がってきた。

　上級召喚獣であるバチモン【メタルブラックドラゴン】と【ワーフェンリル】の召喚のため。【上級召喚術】を取るポイント分を稼ぐため。

　ヨハンは改めて気合いを入れ直すと、最強装備【カオスアポカリプス】に着替える。

「前に獲得したランキングポイントの余りは３３０ポイント。【上級召喚術】獲得に必要なポイントは５００ポイントだから、あと１７０ポイントを稼ぐ必要があるわね」

　そして、ヨハンはステータスを開く。






　名前：ヨハン　Ｌｖ：28　職業：召喚師サモナー




　ＨＰ：30／30

　ＭＰ：80／50（＋３０）

　筋力：47（＋５００）

　防御：47（＋５５０）

　魔力：47（＋５００）

　敏びん捷しよう：47

　器用：47（＋５００）




【装備】

　頭　：カオスアポカリプス

　胴　：カオスアポカリプス

　右手：カオスアポカリプス

　左手：カオスアポカリプス

　足　：カオスアポカリプス

　装飾：マジックリングＺ　装飾：　装飾：




【スキル】

【初級召喚術】【シフトチェンジ】【視覚共有】【スタン耐性・小】【迅雷召喚】【中級召喚術】

【パートナー】【ダムドチャージ】








「よしよし。ステータスポイントはちゃんと振れているわね」

　昨夜のダンジョン攻略で、レベルは28まで上がっている。そこで獲得したステータスポイントを均等に振り分けたのだ。

「これでよしと」

　そして、待ち合わせをしていたゼッカを探す。

「ええと、ゼッカちゃんはどこかしら。人が多くて探しにくいわ」

「もきゅ！」

「あら見つけたの？　ナイス、ヒナドラ！」

「もっ！」

　頭上のヒナドラがヨハンよりも先にゼッカを見つけたようだ。

　ヒナドラが示した方を見てみると、そこにはゼッカともう一人。

　定期ランキングイベントで常にトップを維持するプレイヤー、ロランドがいる。

　白い聖騎士鎧よろいに身を包んだロランドは、ゼッカと何かを話しているようだった。

「あれは……ロランドくんね。あの二人、もしかしてそういう関係？　いや、違うわね……。どことなく不穏な空気だわ……ていうか」

　ゼッカが見たこともないくらい不機嫌そうな顔をしている。

　少なくとも、仲良くお話といった雰囲気ではなかった。かといって、揉もめているという感じでもない。

　あそこに自分が割って入っていっても良いいものだろうかと迷っていると、頭上のヒナドラが大きく鳴いた。

「もっきゅもっきゅ～！」

「あ、ヒナドラの声。ということは……ヨハンさああああん！」

　ヨハンを見つけたゼッカはぱっと顔を明るくして、こちらに手を振っている。その表情の変わりように笑いながら、ヨハンは二人に近づいた。

「こんばんはゼッカちゃん。今日も元気ね」

「はい！　さぁヨハンさん、今日のイベント、頑張りましょう！」

「ええそうね」

　もしゼッカに犬のような尻尾しつぽがあったなら、ブンブン揺れているのだろうなとヨハンは思った。そして、完かん璧ぺきに無視される形になったロランドは肩をすくめる。

「はぁ。どうやら、今日はここまでのようですね」

「あれロランドさん。まだ居たんですか？」

「流石さすがに酷ひどくないですか!?」

　ゼッカからのあんまりな扱いに涙目になるロランド。それを可哀かわい想そうに思ったヨハンは、一体何を話していたのかと問いかける。

「はい。実はゼッカさんにお願いしていたのです。ギルド【最果ての剣】に戻ってきてほしいと」

「戻ってって、ゼッカちゃん、【最果ての剣】に居たの!?」

「居ただけではありませんよ。なんとこちらのゼッカさん、【最果ての剣】の創設メンバーなのです。【最果ての剣】はゼッカさんと私の妹、そしてもう一人。仲良し三人組で作ったギルドなんですよ」

「仲良し三人組？」

　ロランドの言った言葉にゼッカの表情が少しだけ強こわ張ばる。その表情を見て、ゼッカにとって触れられたくない何かがそこにあることを察した。

「でも凄すごいわねゼッカちゃん。最強ギルドの創設者なんて！」

「べ、別にそれほどでもありませんよ。【最果ての剣】が最強になったのは私が抜けた後ですしぃ」

　言いつつ、ヨハンに褒められてまんざらでもなさそうなゼッカだった。それをチャンスと思ったのか、ロランドが畳みかける。

「ゼッカさん。我がギルドマスターも、貴方の帰りを待っています。何だったら、ヨハンさんやレンマさんが一緒でも問題ありません。みなさんで是非、【最果ての剣】に──」

「──戻りません」

　ぴしゃりと。ゼッカはロランドの誘いを断った。

　雑踏の中だというのに、一瞬だけ周囲の音が消えた気さえした。ゼッカの態度に明確な拒絶を感じたロランドは、諦あきらめたように小さく笑った。

「わかりました。ギルマスにはそう伝えます。しつこく言ってすみませんでした」

　そして、ロランドはヨハンの方を振り返り、「そういえば」と話を切り出す。

「ヨハンさんの耳に入れておきたい話があります。これは噂うわさなのですが……」

「噂？」

　ヨハンの問いに「はい。あくまで噂ですからね？」と前置きした上で、ロランドは口を開いた。

「実は最近、妙なプレイヤーたちが確認されているのです」

「妙なプレイヤー？」

「ええ。なんでもいきなり勝負を仕掛けてきては『ヨハンヨハン』と呟つぶやいているという不気味な連中らしく」

「なんで!?」

　意味がわからなすぎて涙目になるヨハンを慰めるように、ヨハンの肩に手を乗せて、ゼッカが口を開く。

「なんという不届き者。許せない。ロランドさん、そいつらの正体はわからないんですか？」

　正体がわかればすぐにでも斬きり殺しに飛んでいきそうな剣幕のゼッカ。

「残念ながらわかりません。本当に噂レベルなんですよ。ですが、絡まれたプレイヤーは日に日に増えているという」

「なんでしょう。海賊王レイドで有名になったヨハンさんを貶おとしめようとしているとか？」

「私も個人的に調査しているのですが……まだ謎なぞは多い。とにかく、相手の目的がわかりませんし、行動の意図も読めない。どうかくれぐれもご注意を。そして、何かあったら是非、私を頼ってください」

「ええ、その時は頼らせてもらうわね、ロランドくん」

「わ、私を！　困った時は私の方を頼ってくださいヨハンさん！」

　ヨハンとロランドの間に割って入り背伸びをして「自分も頼りになるよ！」とアピールするゼッカ。

　その様子が可愛かわいくて、ヨハンの口元が緩む。不安が消えていくようだ。

「はいはい。頼りにしているわ、ゼッカちゃん」

「おっと。もうこんな時間ですか。楽しい時間はあっという間ですね。それではお二方、私はこれで。もしバトルフィールドで出会ったら……いい勝負をしましょう」

「ええもちろん。それと、情報をありがとう。気をつけておくわね」

　ランキングイベント開始五分前。一応ギルドの仲間と待ち合わせがあるらしく、ロランドは足早に去って行った。ロランドの背中を見送ってから、改めてゼッカがヨハンに向き直る。

「ヨハンさん、ランキング戦が始まれば、まずは同じレベル帯のプレイヤー同士で振り分けられます。私たちはバラバラのエリアになるでしょう」

「まぁ、そうなるでしょうね」

　ランキングイベントの仕様は、前回と同じである。第一フェーズは近いレベルのプレイヤーが三十～五十人、同じエリアに転送される。

　そして第二フェーズ、最終フェーズは戦績によってエリアの振り分けが行われる。

「もし。もしですよ？　お互いに勝ち上がって同じエリアで戦うことがあれば……その時は本気で戦ってほしいんです」

「あはは、本気だなんて。私じゃまだまだゼッカちゃんには遠く及ばないわよ？」

「……」

「いえ、そうだったわね、私が間違ってた。もちろん。その時は本気で戦わせてもらうわ。私の……いえ、私たちの全力で」

「もきゅ！」

　真剣にこちらを見つめるゼッカの言葉に、謙けん遜そんをやめるヨハン。

　ゼッカの真剣な目を見て、思い出したのだ。何事も本気で遊ぶから、楽しいのだと。その事をゼッカから教わったのだと。

　だからこそ、本気で自分と戦いたいと言ってくれたゼッカの思いに、真まっ直すぐ応えたいと思った。

　そして、頭上に居る相棒も、どうやらゼッカとの戦いを楽しみにしているようだ。

「とても楽しみです！」

「ええ、私もよ」

「もきゅきゅ！」

　二人と一匹が不敵に笑う。

　そして、イベント開始の時間になると共に、二人は別々のエリアへと転移していった。




「バスタービートル──【バグ】！」

「ジュッ！」

　第一フェーズが終わり、現在第二フェーズ。

　今回は木々に覆われた森がバトルフィールドだ。

　ヨハンの指示を受け、バチモン召喚獣のバスタービートルは敵プレイヤーに向かってスキルを発動する。

　甲殻の隙すき間まから、黒い昆虫が出現。敵目掛けてカサカサと進む。触れれば即爆発という非常に凶悪なスキル【バグ】。

　だが槍やりを構えた相手プレイヤーはニヤリと笑うと、攻撃スキルを発動した。

「──【サウザンドスピア】！」

　空間に向かって槍を一突き。すると無数の斬ざん撃げきが雨のように降り注ぎ、黒い虫たちは爆発してしまう。

「フッ、ヘラクレスオオカブト型バチモンのバスタービートル。強力なスキルを持った召喚獣だがその攻略法は既に知れ渡っているぜ」

　槍使いランサーのプレイヤーは細長いランスを振り回しながらドヤ顔で語る。

「【バグ】は広範囲の攻撃スキルを先に当ててしまえば無効化できるんだよ。残念だったなヨハン」

「はぁ……またなのね」

　ヨハンはうんざりしたようにため息をついた。

　なぜならば、第一フェーズからこのようなことが多くあったからだ。

　ヨハンが以前参加したランキングイベントやトレジャーイベントの時は、バチモン召喚獣はプレイヤーたちにとって未知の存在だった。召喚師サモナーが少なかったのも原因だろう。

　だが、現在はバチモン召喚獣たちのスキルの詳細も明らかになっている。

　そうすれば、対策も容易たやすい。ランキング上位を目指すようなプレイヤーの間では、すでにバスタービートルたちの情報は広まってしまったのだ。

　そのため、第一フェーズからバチモンと共に戦っていたヨハンは苦戦を強いられていた。

「なら次は──【テラーズブラスター】よ！」

「ジュッ！」

　次は高火力スキルで攻めようとするヨハン。バスタービートルの上下の角の間にエネルギーが収束していく。

「ふっ……！」

　その様子を見た槍使いランサーのプレイヤーは笑った。

「そのスキルも見切っているぜヨハン。【テラーズブラスター】の弱点は発動から発射までのタイムラグと、発射角度を急には変えられないことだ！　だから──」

　言いながら、槍使いランサーのプレイヤーは横にステップする。

「こうして横移動しながら射線軸をずらせば簡単に回避でき……な、なんだこれは!?」

　横に二メートルほど飛んだところで槍使いランサープレイヤーの動きが止まる。その足下には白いネバネバした糸が張り巡らされていた。

「中級召喚獣【トラップスパイダー】のスキル【ネバネバトラップ】よ。貴方あなたが【バグ】の対応をしている内に仕掛けさせてもらったわ」

　スキル【ネバネバトラップ】。あらかじめ地面に設置する必要があるが、踏んだ相手の動きを封じることができるスキルである。

「くっ……こんな糸、断ち切ってやる」

　必死に足下の糸を切り裂こうとする槍使いランサーのプレイヤー。

「無駄よ。何かの攻撃を食らうまで、その糸からは逃げられない」

「ジュッ」

「くっ……」

　エネルギーチャージ中のバスタービートルがゆっくりと槍使いランサーのプレイヤーの方を向いた。

「は……はは。俺はこう見えて防御重視のステータス振りをしている。中級召喚獣の攻撃一発で、はたして倒せるかな？」

「それなら。【インフェクションモス】のスキル【インセクトチャージ】。昆虫系召喚獣の攻撃スキルの威力を上昇させる」

「何っ!?」

　ヨハンの支援を受けたバスタービートルの体がオレンジ色のオーラに包まれる。

「ちょ……待って」

「ジュウウウウ！」

「ぐあああああああ」

　威力が上昇した【テラーズブラスター】の直撃を受けて、槍使いランサーのプレイヤーは消滅した。

　そして、連続でスキルを使用したバスタービートルもＭＰを使い果たし、消滅してしまった。

「お疲れ様。それにしても、本当にバチモン対策が広まってしまったみたいだわ」

　頑張ったバスタービートルを労ねぎらいつつ、ため息をつくヨハン。

　第一フェーズ開始から、今の槍使いランサーのようなプレイヤーに襲われ続けている。

　だが、バチモンの情報が知られているならば、逆にそれを利用しようと考えた。

　買い占め作戦で手に入れた新しい召喚獣のスキルを色々試しながら、バチモンと相性のいいスキルを探し出し、上手うまく組み合わせることで勝利を収めてきた。

「所謂いわゆるシナジー効果ってヤツね。さて、次はどんな召喚獣がいいかしら……」

『残り十分で～す』

「ええ、もうっ!?」

　ヨハンが召喚獣を選んでいると、時間が半分過ぎたことを告げるアナウンスが流れた。色々試行錯誤していたが、そのせいで思うようにキル数を稼げなかったようだ。

「少し悠長過ぎたかしら。もっと効率よく大量に敵を倒せるスキルは何かないかしら」

　恐ろしいことを言いながら新しい召喚獣の能力を確認していると、一つの召喚獣に目が留まった。

　注目したのは【中級】のレギアンデッドという召喚獣。そのスキルの説明を読んでみる。






【ゾンビ作成】

　ＭＰをすべて消費することでレギオンゾンビを生み出す。このレギオンゾンビは命令できず、ＡＩで自立行動する。ステータスは召喚師サモナーのステータスの半分の数値となる。

　また、生み出されるレギオンゾンビの数は消費したＭＰの量によって決定される。








「私のステータスの半分の強さってことは、結構強いわよね？　しかも勝手に動いて戦ってくれるなんて、最高なんじゃない？」

　スケープゴートの【増殖】で自分を増やす場合、その分身の操作は自分で行わなくてはならない。以前隠れて練習してみたものの、ヨハンの腕では棒立ちでスキルを使わせるのがやっとだった。

　それを思えば、ＡＩで動いてくれるのはありがたいかもしれない。

「早速使ってみましょう──【ゾンビ作成】！」

　ヨハンのＭＰがすべて消費され、それと同時に地面に五つの魔法陣が輝いた。そして、地面を突き破り姿を現したのは……。

「カ、カオスアポカリプス？」

　ヨハンが現在装備しているユニーク装備【カオスアポカリプス】のモデルとなったアニメ【バーチャルモンスター】のラスボスであるカオスアポカリプスにそっくりなゾンビが五体姿を現す。

　だが、よく見てみれば鎧よろいの隙間から覗のぞく肉体は腐っており、鎧自体もどことなくボロくさい。マントなんて、ほぼ腐り落ちている。

　兜かぶとの奥から見える青白い光がゆらゆらと不気味に揺れていた。

「私の姿を参考に作成されたってことかしら？」

　観察していただけなのだが、レギオンゾンビたちはコクコクと頷うなずいた。よくよく見てみれば、見た目こそゾンビっぽいものの、姿勢だったり動きだったりが妙に機敏だ。

「まぁいいわ。有用そうなら、後でクロノドラゴンにコピーさせて使ってみましょう」

　そんなことを考えつつ、ヨハンはゾンビたちに指示を下す。

「さぁ。まずは、ここに集まった他ほかのプレイヤーを倒してきて頂ちよう戴だい。あ、命令できないんだっけ？」

「おっ、アンタはヨハン！　一度戦ってみたいと思っていた！　いざ……しょう……ぶ？」

　そこへ運悪く、他のプレイヤーが現れた。ヨハンだと思って勝負を仕掛けてきたプレイヤーは目の前の恐ろしい光景に一瞬怯ひるんでしまう。

「ひっ!?」

　その一瞬の隙をレギオンゾンビたちは見逃さない。一体がプレイヤーの背後に回り込み、羽交い締めにする。

「くっ……離せっ」

　脱出しようと足をバタバタさせるプレイヤーの足を、二体目のレギオンゾンビが押さえた。

　完全に動きを封じられた無防備なプレイヤーの胴体に、残り三体のレギオンゾンビが殴なぐる蹴けるの暴行を開始する。

「あの……貴方たち。もうちょっとこう……」

　ヨハンが弱々しく言うものの、レギオンゾンビたちにそもそも命令はできない。

「な、何よこれ……只ただのリンチじゃない」

　ヨハンですらドン引きだった。

「くっ……ヨハン……なんて恐ろしい戦術を……やはり貴様はラスボ……ガクッ」

「待って誤解だわ！　ゾンビたちが勝手に……」

　弁明しようとするが時既に遅し。運の悪いプレイヤーは光の粒子となって消滅した。

「グルッヒュー」

「ヴェーイ」

　一方レギオンゾンビたちは声なき声でハイタッチ。完全にウェーイ系のノリで勝利を祝っている。

「ゾンビの癖に妙に楽しそうね……。このスキルは強力だけど、ゾンビたちの戦い方がエグすぎて私の悪い評判が立ちそうだわ」

　ゾンビたちの【カオスアポカリプス】は男性版になっているものの、バチモンに詳しくないＧＯＯプレイヤーが見ればヨハンと勘違いする可能性は十分にある。

　世のお母さん方が特撮とアニメのロボットの違いがわからないのと同じである。

「スキル解除──のボタンがないわね……え、これどうやったら消えるの？」

「グルウウウウ」

　青ざめるヨハンを無視し、レギオンゾンビたちはそれぞれバラバラな方向へ散っていった。

　ある者は短距離選手のような華麗なフォームで。

　ある者はあり得ない方向に関節を折り曲げ四よつん這ばいで。

　ある者はドリルのように回転しながら地中へ。

　ある者はチンパンジーのような軌道で木の上へ。

　ある者は宙高く跳躍し空へ。

　それぞれが獲物を求めて去っていった。

「待って……待ちなさい！　……ああ。どうしよう」

　完全にゾンビたちを見失ったヨハンは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。そして天を仰ぎ、ぽつりと呟つぶやいた。

「このスキルは自主規制ね」

　どうか自分の悪名が広まりませんように。そう願うしかないヨハンだった。








　掲示板

【ＧＯＯ】ランキングイベントＲＯＭ専の集い２【雑談】




　４５.名無しの冒険者

　今日もろちんさんのイベ配信見てたんだがやばいプレイヤーが居た




　４６.名無しの冒険者

　詳しく




　４７.名無しの冒険者

　魔王みたいな鎧とマントつけて分身を五体生み出して他のプレイヤーをリンチさせてた




　４８.名無しの冒険者

　ヨハンじゃねーか




　４９.名無しの冒険者

　ヨハンじゃねーか




　５０.名無しの冒険者

　分身？　今更だな。前もやってただろ




　５１.名無しの冒険者

　いやなんか前とは様子が違くてさ。分身がゾンビなんだよ




　５２.名無しの冒険者

　は？　怖すぎか？　遭遇したら漏らすぞ？




　５３.名無しの冒険者

　あ、私それ遭遇した

　敵を探してたら空からゾンビヨハンが降ってきたんだ




　５４.名無しの冒険者

　ヤバ過ぎて草……いや笑えないね




　５５.名無しの冒険者

　俺はゾンビに首から下を埋められてリンチされたぜ




　５６.名無しの冒険者

　ちょっと見たくなってきたな。怖いもの見たさだけどさ。公式のハイライト動画まだだっけ？




　５７.名無しの冒険者

　さっき更新されてたハズ




　５８.名無しの冒険者

　サンクス

　早速見てくる……あれ、なんか消されてるぞ？




　５９.名無しの冒険者

　本当だ……

『この動画は不適切な表現が含まれていたため削除されました』

　こりゃ動画サイト側に削除されてるな




　６０.名無しの冒険者

　え、何があったん？　ヨハンが虐殺するなんていつものことだし……




　６１.名無しの冒険者

　何か別の映っちゃいけないものが映っちゃったとか？






　　　　＊＊＊＊＊




『それでは最終フェーズスタートで～す』

　第二フェーズの敵プレイヤーたちを殲せん滅めつしたヨハンは、気持ちを無理矢理切り替え最終フェーズに挑む。

　相変わらず木々に覆われた森で、ゼッカと向き合っていた。

「流石さすがヨハンさん。勝ち続ければ、必ず戦えると信じていました」

　嬉き々きとした表情で剣を構えるゼッカを前に、ヨハンも落ち着いた様子で答える。

「ええ。楽しみにしていたわ、ゼッカちゃん」

　そして両者の間に緊張が走る。

　ゼッカはヨハンが知る中でもかなりの実力者。ユニーク装備【デッド・オア・アライブ】の能力を活いかした戦い方は知っているつもりだが、それでもヨハンがまだ見たことのない戦術を隠し持っていることは考えられる。

（ゼッカちゃんとの真剣勝負。緊張するわ……一体、どうやって戦うべきかしら）

　あの日。

　初めてＧＯＯにログインした時を思い出す。初めてのＶＲゲームに緊張しっぱなしだったヨハンが嫌なプレイヤーに絡まれて困っていたところを助けてくれたのがゼッカだった。

（もし。もしもあの時、ゼッカちゃんに出会わなかったら……。あのままあの人に絡まれていたら。嫌になって、もう二度とＶＲゲームに関わることはなかったでしょうね。そうしたらヒナドラたちとも出会えなかったかもしれない。レンマちゃんやコンさんとも）

　ゼッカと出会えたから、すべてが始まったのだ。

（なら、ゼッカちゃんの相手はこの子こそふさわしい……）

　ヨハンはストレージから【クロノドラゴン】の召喚石を取り出した。そして、頭上の相棒へ気合いを入れる。

「行くわよヒナドラ。準備はいいかしら！」

「もきゅっ！」

「超級召喚獣が来る!?　ヨハンさん。本気で戦ってくれて──嬉うれしいです」

「いくわよゼッカちゃん。私はヒナドラを召喚状態に……ん？」

　その時だった。

　いよいよ全身全霊の真剣勝負と盛り上がっていた二人の耳に不気味な声が響いた。




『スマ～イル☆』




　まるでスピーカーから響いているかのような重低音の恐ろしい声。聞いただけで体が震えるほどだった。

「な、なんですか今の？」

「わからないわ……」

　ヨハンは自分の手を見てみる。微かすかに震えていた。それは何らかのスキルを使われたのではなく……ただ、今の声に怯おびえているのだ。ゲームの中にも拘らず、生き物としての本能が危険を知らせている。

　それはヨハンだけではない。この森自体が怯えているかのようにざわめき立つ。

「とにかく、何かマズい気がするわ。一いつ旦たんここを離れましょう」

「せっかく盛り上がっていたのに……水を差されましたね」

　ヨハンは「早く！」と、しょんぼりするゼッカの背を叩たたく。

　その時。二人の側そばの茂みがガサッと揺れたかと思うと、突然大柄な男が姿を現した。

「みぃつけたぁ！　アナタがヨハンちゃんね～☆」

「ひぃ……化け物!?」

「ななななな何者ですかアナタは!?」

　茂みから現れたのは、赤い髪のオールバックに赤いスーツ姿の大男。その身長はなんと二メートルに迫るほど。だが大きいのは身長だけではない。肉体は鍛え上げられており、盛り上がった筋肉で鮮やかな赤いスーツは張り裂けそうなくらいパツパツだった。

　しかし、それよりも目を惹ひくのは男の顔。白塗りのピエロメイクが施された顔に猟奇的で残忍な笑みを浮かべている。

　子どもが見れば間違いなくトラウマになるであろうその顔は、さながらアメリカンホラー映画に出てくるシリアルキラーピエロだった。

「アラアラ～どうしちゃったのぉ？　アナタがヨハンちゃんなんでしょう☆」

　女性のような口調だが、声は野太い。それがより一層ヨハンとゼッカを恐怖させた。

「ちちち、違いまする……」

　ガクガクブルブルと震えながら、否定するヨハン。恐怖で口調までおかしくなっている。

「ちょっとちょっとぉ～嘘うそはイケナイわ～。ちゃんと見えてるんだから☆」

「ひぃいいいい」

　バレバレな嘘にもピエロ男はさして機嫌を悪くした様子もなく、ヨハンの頭上を指差しながらニンマリ笑った。おそらく、ヨハンのプレイヤーネームとレベルを確認したのだろう。

　だがその動作が逆にヨハンを恐怖させた。

『テメーの頭の中身をブチ撒まけてやるよぉヒャハハハ』のジェスチャーに見えたのだ。

「お許しを……どうかお許しを……」

「お許しって。ワタシはただアナタに聞きたいことがあっ──」

「ヨハンさん、逃げましょう！」

　あまりの恐怖に命いのち乞ごいを始めるヨハンの手を引いて、ゼッカが走り出す。

「ゼッカちゃん！」

[image: ]

「これはゲームですし、アレもプレイヤーなのでしょう。ですが、アレを見ると恐怖でまともに思考ができません！」

「うんっ。うんっ……わかるわゼッカちゃん」

「もしかしたらアレがロランドさんの言っていた変なプレイヤーなのかも……。目的を問いただしたい気持ちはありますが……とにかく怖すぎる！」

　ゼッカの主張に、ヨハンはコクコクと頷うなずいた。何故なぜ自分を狙ねらってきたのか、理由は知りたい。だが、あの怖い見た目のピエロ男と会話するなんて、自分の精神力が保もたないだろう。

　途中で精神崩壊してしまいそうだ。

「ですよね。なのでとりあえずここは、逃げるが勝ちです！」

　ヨハンの手を握るゼッカの手は震えていた。だが、それでもあの場から自分を連れ出してくれたゼッカの背中を、とても頼もしく感じた。

（ゼッカちゃん……やっぱり貴方あなたは私のヒーローだわ！　そういえば、あのピエロの人……何か言っていたような気が？）

　先ほどは恐怖のあまり気付かなかったが、自分に何か尋ねようとしていたのではと思うヨハン。

『スマ～イル☆』

「「ひいいいいいいいい」」

　二人の背に再びあの恐ろしい声が。

『待ちなさ～い☆』

　止まっていた震えが背中から全身に広がっていく。

　快楽殺人鬼。シリアルキラー。物騒な単語が次々と脳内に浮かんでは消える。

『スマ～イル☆』

「くっ……こうなったら──【ゾンビ作成】！」

「ヨハンさん!?　新しいスキルですか!?」

「ええ。凶悪だから自主規制しようと思っていたんだけど……背に腹は代えられないわ」

　ＭＰと引き換えに、地面からレギオンゾンビたちが這はい出てくる。

　その姿は先ほどと同じ、カオスアポカリプスのゾンビ風といったところか。

　出現したレギオンゾンビたちは現れるなり、迫り来るピエロ男をターゲットに見定める。そして咆ほう哮こうしながら、嬉々としてピエロ男へ突撃した。

「色々と詳しいことを聞きたいのですが……」

「それは後よゼッカちゃん。あのゾンビたちは勝手に戦うから、今のうちに逃げましょう」

「賛成です」

『ちょっと～待ちなさ～い☆』

　ピエロ男の相手をゾンビたちに任せ、ヨハンとゼッカは走って逃げる。

　そして、一分ほど走った頃。

「あっ……」

　ヨハンの視界に無慈悲なテキストが表示された。




『レギオンゾンビＡが消滅しました』

『レギオンゾンビＢが消滅しました』




　ヨハンの背を嫌な汗が伝った。

「ど、どうしたんですかヨハンさん……？」




『レギオンゾンビＣが消滅しました』

『レギオンゾンビＤが消滅しました』

『レギオンゾンビＥが消滅しました』




「ヨハンさん？」

「ぞ、ゾンビたちがやられちゃった……」

「えええ!?　だってあのゾンビたち、ヨハンさんのステータスの半分の強さがあるんですよね？　それが五体、チームで戦ったのに……あのピエロ、一体何者？」

『スマ～イル☆』

「ひぃ……また聞こえてきた」

「ヨヨヨヨヨヨハンさん……アレ……」

　ヨハンは恐る恐るゼッカが指差す方を見て、叫んだ。

　ピエロ男が恐ろしい声を森中に響かせ、ターザンのようにツタ渡りしながら自分たちを追ってくる光景が見えたからだ。

『見つけたわよおおおおん☆』

「なんでなんでなんで!?　なんで追ってくる!?」

「逃げましょうヨハンさん。とにかく……全力で逃げましょおおおお」

『待ちなさあああああああい☆』

「「きゃああああああああ殺されるううううううう」」

　こうして、ヨハンとゼッカのランキングイベント最終フェーズは、謎なぞのピエロとの追いかけっこだけで終わりを告げた。

　何故自分たちが謎のピエロのターゲットにされたのか。

　何故あのピエロが自分たちを執しつ拗ように追いかけてきたのか。

　そもそもあのピエロは何者なのか。

　すべては謎のまま、この日は終わりを告げるのだった。

　そして、ヨハンたちを追うピエロの姿があまりにも怖すぎると判断され、この日のハイライト動画は動画サイト直々に削除されるのだった。








三章　氷の迷宮再び









　哀あい川かわ圭けいは帰宅すると大きくため息をついた。

　定時後、知らない間に風邪だからと早退した後輩が残していった仕事をみんなで必死に片付けて。デスクの時計を見れば、自分が思っていたよりも時間が過ぎていた。

「二十二時か……もうこんな時間なのね」

　チラリとベッドの方に目を向ける。そこにはＶＲゲームを遊ぶための機材が並んでいる。

　圭はそれをじっと眺めながら、疲れた頭で考える。

「ログインできないことはないか。さて、今日はどうしましょうか」

『スマ～イル☆』

「うっ……脳裏に恐怖映像が……」

　どうしようかと迷っていた圭の脳裏に昨夜遭遇した赤い筋肉ピエロが浮かぶ。

（昨日沢山遊んだし、今日はお休みにしましょう。明日あしたも早いし、あくまで仕事優先にしないと。それに、こんな時間じゃあの二人もいないでしょう）

　ゲームの中で出会った歳としの離れた友人たちのことを思い出しながら、再びため息をついた。そして、買ってきた夕食をテーブルに並べ、ノートパソコンを立ち上げる。

　軽く手をあわせて「いただきます」。もぐもぐしながら手慣れた手つきで動画サイトへアクセスした。

　検索するのはギルドについてだ。実は海賊王レイドで【ギルドホーム引換券】を手に入れてから「調べよう」とずっと思っていた。

　だが最近は【上級召喚術】取得の方を優先していたので、後回しにしていたのだ。

　ＧＯＯの公式サイトを調べれば、ギルドとは『プレイヤー同士による団体。パーティーよりも長期的に活動するのに最適。ギルド限定通話アプリやギルド共有アイテムボックスなど様々な機能が利用できます』とあった。

「でもそれって、今の私たちと何が違うのかしら」

　ヨハンは首を傾かしげる。ＧＯＯで仲良くなったゼッカとレンマとは、毎日ではないにしても、数日に一度はパーティーを組んで一緒に遊んでいる。

　様々な特典やメリットがあるにしても、圭にはわざわざギルドを作る理由がわからなかった。

　そこで、動画サイトである。

『何かわからないことがあったら、是非我々【最果ての剣】の動画チャンネルをご覧ください。初心者向けの動画も数多く取り揃そろえていますよ』

　海賊王レイドが終わった後、『ギルドって何？』と口にした圭に対して、ロランドはそう言ったのだ。

　それを思い出し、ギルドの雰囲気を掴つかもうと、ヨハンは動画サイトへとアクセスした。

「あら、早速サムネイルに見覚えのある顔が。えっと【最果ての剣チャンネル】。これね、ロランドくんが言っていたのは。どれどれ」

　圭は適当に検索で一番上に出てきた動画を再生する。

「これは……凄すごいわね」

　開始するなり始まる五秒程度のオープニングアニメーション。プロが作ったのかと思うほどの洗練された画面作り。

　何より驚いたのは、メインで映っているロランドが凄く動画慣れしていることだった。

　素人臭さはまるでなく、プロのタレントのようにきっちりと内容を解説していく。その内容は少し古く、トレジャーイベントの詳細や注意点など。

　少し見てみれば自分が知らなかったお得な情報もあり、驚かされる。

「このギルドにゼッカちゃんが居たというのは……イマイチ想像できないわね」

　そして、ロランドの妹でありゼッカの友人でもあるというギルドマスターの姿も動画では確認できなかった。

　少し残念。

「う～ん、それにしても」

　ギルドの雰囲気を掴もうとしばらく眺めていた圭は退屈そうに呟つぶやいた。

「なんか動画として完成され過ぎていて面白くないわね。逆に」

　動画自体の出来はプロレベルなのだが、それだけに無駄がない。一般的にはそういう動画の方が好まれるのだが、圭は素人感のある動画が好きだった。

【最果ての剣】の動画を閉じると、今度は『ＧＯＯ　サモナー　ギルド』というワードで検索をかけてみる。

　その中から『決闘宿の冒険記　＃22』という動画を見つけた。再生数は少なく、時間も三十分と長い。

　だが、素朴なサムネイルに妙に惹ひかれるものを感じた圭はその動画を開く。

「これは……なかなか見づらい動画ね」

　洒落しやれたＯＰもなく、凝った編集もなく、字幕テロップもない。

　おおよそ視聴者のことを考えていない作りをしたその動画の内容は、【決闘宿】というギルドのホームビデオのようだった。

　場所はヨハンも見たことがある第一層の丘のような場所。そこに美味おいしそうな料理を持ち寄ったメンバーたちが集まって、楽しく騒いでいる。

　ただそれだけの動画。

　見ていてちっとも面白くない。

　面白くはなかったが、年齢も性別もバラバラな九人のメンバーがとても仲が良いことが伝わってきて。

　そして全員がこの瞬間を楽しんでいるということが伝わってきて。

　全員がこの時間を大切に思っている姿に圭は心打たれた。

　一切飾ることのない、ささやかな時間が流れている。

「この人……もしかして」

　その楽しそうな【決闘宿】のメンバーの中に、圭は見知った顔を見つけた。

　髪の色は銀色ではないし、狐きつねの耳も尻尾しつぽもないし、しゃべり方すら今とは全然違うのだが、顔と声だけは同じだった。

　しかし、その表情は圭の知っている彼女とはまるで違った。

　圭の知る悪戯いたずらっぽい、どこか胡う散さん臭くさい表情ではなく、動画の中の彼女はまるで子どものように純粋に微笑ほほえんでいた。

　幸せそうに笑っていた。

「この人、こんな風にも笑うのね……」

　その動画の温かい雰囲気に、何故か惹かれた。

　それと同時に、そこはかとなく寂しくなった。

　なぜなら圭は、彼らがこの後どうなったのか、なんとなく知っている。

　もちろん彼女からそれを聞いたわけではない。それでも、今知っている事実と起こった出来事をつなぎ合わせれば、自おのずと答えにたどり着く。

　ヨハンの見てきた彼女は、いつも一人だったから。

「この人たちは今……何をしているのかしら」

　画面の中で笑う彼女を見て「どうか。どうかこの時間がずっと続きますように」と、そう思わずにはいられなかった。




　　　　＊＊＊＊＊




　あの恐怖のランキングイベントの数日後。

　ヨハンは再び【クリスタルラビリンス】を訪れていた。

「そういえば一人でダンジョン探索なんていつ以来かしら？」

　今日はゼッカもレンマも現実で用事があり、ログインできないらしい。

　今までは、二人がログインできない日はヨハンも休息日とし、街の宿屋でバチモンを愛めでる程度でログアウトしていた。

　しかし、先日のランキングイベントで【上級召喚術】入手条件の内、片方を満たしたヨハンは、もう一方の条件である『レベル35以上』も早く満たしたいと思っていた。

　なので、一人でもダンジョンを探索し、レベル上げをしようと考えている。

「さて、二度目の【クリスタルラビリンス】ね」

　階段を降りると、まるで水晶のような氷に囲まれた洞どう窟くつが姿を現す。ここから先は迷路のように入り組んだ道を進んでいかなくてはならない。

　先日はゼッカが先導してくれたお陰で最短ルートを選ぶことができた。

　だが一つでも道を間違えれば、トラップまみれのダンジョンや強敵たちとの戦いを強いられることになる。

「ん～。迷っても面倒だし、この前のルートを通りつつレベルを上げていきましょう。それじゃ、召喚獣召喚──イヌコロ」

　魔法陣から、白い子犬のモンスター、イヌコロが姿を現す。

　スキル【もの拾い】でアイテムを集める優秀なバチモンコラボイベントの召喚獣である。

「わっふ……わふっ!?」

　召喚されると共にヨハンに跳びつこうとしたイヌコロだったが、ツルンと滑って転んでしまう。

「あわわ……この氷のことを忘れていたわ」

「もっきゅきゅきゅ」

「コラ！　笑わないのヒナドラ」

　アニメ【バーチャルモンスター】では、ヒナドラとイヌコロの二匹は仲が悪いという設定が存在する。そしてこのＧＯＯでもその設定は引き継がれている。

　二匹揃そろえばいがみ合いケンカをし始めるのだ。

「強敵を前にすれば自然と共闘したりするんだけどねぇ……あっ、ダメよ無茶しちゃ」

「わっふ」

　ヒナドラに笑われたのが悔しかったのか、無理やり立ち上がろうとして再び転んでしまうイヌコロ。その姿は可愛らしいものの、転倒ダメージを受けているのが可哀かわい想そうだった。

「ゴメンね。探索はまた今度ね。ありがとうイヌコロ」

　ヨハンはイヌコロに謝罪しつつ、召喚を解除する。

　この【クリスタルラビリンス】はすべての床が滑るように出来ている。まるで雪の日のように踏ん張りが利かず、バランスを崩せばそのまま転んでしまう。まともに戦うことは不可能なのだ。

　この滑る状態をなんとかするには、専用のアイテム（時間制限付き）を使用するか、専用の装備を用意する必要がある。だが、ヨハンは全く違う方法を用意していた。

「えっと私は……よかった。どうやらあのアイテムがなくても大丈夫なようね」

　ヨハンは氷の床をスタスタと歩く。地面を歩いているのと変わらない感覚で。その秘密は『ヒナドラ救出作戦』で入手した【フロストザウルス】にある。

　白い肌を持つ恐竜型の初級召喚獣である。

　この【フロストザウルス】が持つスキル【氷地適応】の効果により、氷の上でも問題なく歩くことができるのである。

　普通の召喚師サモナーはこの【フロストザウルス】をはじめとした【氷地適応】スキルを持つ召喚獣を集め攻略に挑む。

　だがヨハンはこのスキルを持つ召喚獣をこの【フロストザウルス】一個しか持っていない。ならば、召喚することは敢あえてせず、そのスキルを自分で使う方が有効だと考えた。

　この場合ヨハンは実質召喚獣なしで進むことになるのだが、今回の目的はレベル上げ。

　一人では無理そうな敵に遭遇したら、さっさと引き揚げる予定である。

「あら、さっそくアイテムを見つけたわ。【精霊結晶】ねっと……」

　スキル【もの拾い】の効果で見つけた素材アイテムをストレージへと移す。そして、ショッピングにでも行くような軽い足取りで迷宮を進んでいく。

「また一本橋ね」

　先日も通った、氷で出来た一本橋に到着した。ドーム状の大きな部屋に、底の見えない大きな穴が口を開けている。その中央に氷の橋が架かっていて、その幅は二メートルとまぁまぁ広い。普通なら恐れる必要はないのだが。

「倒ス……敵……倒ス！」

「やっぱり敵が来たわね」

　ヨハンが橋の中央にさしかかった頃。出口付近の地面に大量の魔法陣が現れ、そこから青白い皮膚を持ったゴブリンが姿を現す。

　それと同時に、たった今ヨハンが歩いてきた入り口が消滅してしまった。これで逃げ場はなくなった。目の前の敵を倒さない限り、ここから出ることはできない。

「スノーゴブリン……数も多いし、遠距離攻撃も出来る厄介なモンスターだわ」

　先日初めて戦った時にゼッカが言っていたことを思い出す。

「けど、ようやくの戦闘。経験値を稼がせてもらうわ」

　ヨハンはアイテムストレージから手のひらサイズの瓶を取り出すと、蓋ふたを開け、中身を飲み干す。

　ヨハンが使用したのは【ＥＸＰポーション】というアイテム。

　使用から一時間の間、得られる経験値が二倍になる。誰かとパーティーを組んでいると使えないというデメリットはあるが、強力なアイテムである。ちなみに海賊王レイドの報酬の一つだ。

「数は二十体……。多いわね」

　敵の数を確認したヨハンは苦い顔をする。

　こういった大勢の敵と戦うならサイバーエンジェルの【ゲート・オブ・ヘブンズ】が非常に便利なのだが、あのスキルは天井のある場所では使えないというデメリットが存在する。

　メテオバードの【メテオレイン】も同様だ。

「確かゼッカちゃんが、氷属性のモンスターは炎属性の攻撃に弱いと言っていたわね。それなら──【ブラックフレイム】！」

　後方の六体にヒナドラのスキルである黒い火球を放つ。だが、スノーゴブリンは手に持つ棍こん棒ぼうを火球に叩たたきつけ、相殺する。

「倒ス……倒ス！」

「そうなのよ。このモンスターたち、普通に強いのよね……」

　第二層最難関ダンジョンと言われるだけあって、出てくるモンスターたちも一筋縄ではいかない。

　だが、ヨハンには秘策があった。

　この部屋の入り口のあった、今はもう壁となっている場所まで後ろ歩きでゆっくりと下がる。

　そして、そんなヨハンを追うように、スノーゴブリンたちは列を成して、ゆっくりと橋を進んでくる。

　ゴブリンたちが橋を渡りきってこちらに来れば、囲まれて袋だたきにされてしまうだろう。

　そうなればヨハンといえど、只ただではすまない。だが、そんな危機的な状況にも拘らず、ヨハンはニヤリと笑っていた。

「この瞬間を待っていたわ！」

　敵は押し合うことなく、橋から落ちないように慎重に渡っている。この、敵が橋で一直線に並ぶ瞬間こそヨハンが待っていたタイミングだった。

「まだよ、もう少し引き付けて。よし、行くわよ……ヘラクレスオオカブトの構え！」

　ヨハンは膝ひざを曲げ、腰を落としつつ両腕を『つ』のように構える。これは新手のヨガやストレッチではなく、自らの体でヘラクレスオオカブトを再現しているのだ。

　バスタービートルのスキル【テラーズブラスター】は上下の角の間から発射される。

　特徴的なヘラクレスオオカブトの上下の角を発射口に見立てているのだ。

　このスキルを発動する際、ヨハンも腕を使って、発射口である上下の角を再現する必要があるのだ。

「バスタービートルのスキル発動──【テラーズブラスター】！」

　ヨハンの両腕の間に強力なエネルギーが収束していく。やがて電気のようなエフェクトを纏まとい、白いエネルギー波が発射された。

「ぐぎっ!?」

「ぐぎゃ!?」

　ヨハンの放ったビーム攻撃は一直線にスノーゴブリンたちを呑のみ込んでいく。橋に集まっていた敵は、これを回避することができなかった。

　中級召喚獣が持つ攻撃スキルの中でも最大級の破壊力を持つ【テラーズブラスター】を、ヨハンの強大な魔力ステータスから放ったのだ。

　並のボスでさえ一撃必殺してしまう強力な攻撃を前に、スノーゴブリンたちはあっけなく消え去っていった。

「ドロップアイテムは特になし。でもレベルが上がったわ！　この調子で次に行くわよヒナドラ……あれ？」

　この一本橋の部屋を出ようとして、スキル【パートナー】で喚よび出していたヒナドラが頭上から消えていることに気づいた。

「一体どこに……あっ！」

「もきゅ～」

　周囲を見渡してみると、橋の向こう側にその姿を見つけた。凍った地面をすい～っと滑っている。

「あら可愛かわいい！」

　ヒナドラの子どものようにはしゃぐ姿にうっとりするヨハン。先ほどイヌコロを笑っていたヒナドラではあるが、自分が滑らないという訳ではない。

「もきゅ～」

　氷の上を滑るヒナドラは壁にぶつかると、また角度を変えて滑り出す。

「なんだかピンボールみたいね。ってああ!?」

　そこでヨハンはようやく、ヒナドラがやっていることの危険性に気が付く。

　再び壁にぶつかったヒナドラの進行方向には……底すら見えない大穴が口を開けて待っていた。

「もっきゅううぅぅぅぅ」

「ちょっ……待っ……ヒナドラ～！」

　まるで「イヤッホオオオオウ」というようなテンションで穴へ落ちていくヒナドラ。

　だがそんな楽しげな声も、どんどん聞こえなくなっていく。それくらい、穴が深いということだろう。

「ヒナドラの召喚石が戻らない。ということは、ＨＰが消滅した訳じゃない？　いえ、そもそも【パートナー】で喚び出していた訳だから……ええと。こういう時はどうなるのかしら？　ああ、こんな時ゼッカちゃんが居てくれたら！」

　頭に大量の『？』を浮かべながら、どうしたらいいのかわからないヨハン。そしてしばらく悩んだ後、覚悟を決めたように頷うなずいた。

「一応追いかけましょう。絶叫系は嫌いじゃないし、余るほど【ガッツ】もある。何より、これはゲームなのよ。悪いようにはならないハズ！」

　穴を覗のぞいて、一瞬息を呑んで……。そして、意を決して飛び込んだ。

「きゃあああああああああああああ」

　痛みこそないＶＲゲームではあるものの、内臓がひっくり返りそうになる独特の感覚はしっかりと再現されているようだ。絶叫マシンに乗った時のノリで、大声で叫びながら暗い暗い穴へと落ちていく。

「きゃああああああああああ……ぐえっ」

　何十秒落下し続けただろうか。底に光が見えたと思った次の瞬間、尻しりに衝撃が走って落下が止まる。




『スキル【ガッツ】が発動しました』




　それと同時にスキルが発動したことを告げるシステム音声が聞こえた。高所からの落下ダメージでＨＰが０になる程のダメージを受けたらしい。

「ま、【ガッツ】は余るほどあるからいいんだけれど……ヒナドラは？」

「もきゅ！」

　氷の地面からの薄明かりに照らされた穴の底を見渡すと、すぐ足下に愛いとしい相棒の姿があった。まるで何事もなかったかのようににっこり笑いながらヨハンに跳びつくと、定位置と化した頭上によじ登ってくる。

「見つかってよかったわ。ところで道がないんだけど……」

　半径五メートルほどの楕だ円えん形のこの穴の底には、出口らしい出口はなかった。見上げれば、真っ暗で天井や一本橋は見えない。

「どうすればいいのかしら」

　なんとなく壁に手を触れてみれば、やはり氷。つるっとしている。よじ登っていくのは現実的ではない。

「ここはメテオバードに乗って上まで……って駄目だわ。この前ゼッカちゃんに教えられたばかりだった」

　メテオバードのような飛行ユニットに乗っての移動は、殆ほとんどのダンジョン内では制限されているため行うことはできないのだ。

「あ、そうだわ！　ゴーストよ！　ゴーストを召喚して一本橋まで登ってもらって、シフトチェンジで入れ替わればいいんだわ！」

　妙案を思いついたヨハンは、早速ストレージから【ゴースト】の召喚石を取り出す。実際、この方法が一番安全且かつ簡単な、この場所からの脱出方法だった。

「いくわよ、召喚獣しょうか……あら、何かしら？」

　ヨハンが【初級召喚術】を使おうとしたその時。

　パキッ……。

　パキッ……。

　パキパキパキ……。

　何か不穏な音が足下から響いてきた。

「もきゅ？」

「物もの凄すごく嫌な予感がするわ……ああっ!?」

　音のする方を見れば、先ほどヨハンが着地した箇所から大きなヒビが地面全体に広がっている。

「このパターンは非常に不味まずいわ。召喚獣召喚──ゴース……」

　バッシャアアアアアアアアン!!

　ヨハンの言葉は巨大な崩壊音にかき消された。幻想的な薄明かりを放っていた氷の地面は崩壊し、ヨハンとヒナドラはさらに地下深く落ちていく。

「きゃああああああああ」

「もっきゅふぅううううう！」

　そしてしばらくの落下の後──




『スキル【ガッツ】が発動しました』




　今度は上手く足から着地したものの、落下ダメージは避けられなかった。再びＨＰが０になるダメージを受けたようだ。

「これはもう上に戻るのは無理なんじゃ……」

　ヨハンが上を見上げ呆ぼう然ぜんとしていると、再び不吉な音が響いてくる。

　パキ……。

「またなの!?　嘘うそでしょ……!?」

　バッシャアアアアアアアアン!!

「いやああああああああああ!!」

　これをあと三回繰り返したヨハン。

「はぁはぁ……ようやく。ようやくちゃんとした足場にたどり着いたわね」

「もっきゅ！」

「ヒナドラは楽しかったの？　私はキツかったわ……。さて、ここはどこかしら？」

　たどり着いたのはこれまでの【クリスタルラビリンス】とは雰囲気の違う、レンガで出来た迷宮のような場所。

　所々に降りた霜がうっすらと虹にじ色いろに発光していて、とても幻想的だった。

　そして、これまで落下した場所とは違い、道が一本延びている。

「どうやらこれ以上落ちる心配はなさそうね。さて」

　興奮冷めやらぬヒナドラを拾い上げたヨハンは、延びた道の先をじっと見つめる。そして、現状を整理した。

　ヨハンは一本橋から五回落下をしてここまでやってきた。通常のプレイヤーは【ガッツ】は一回しか使えない。そして、落下ダメージを防ぐ手段はかなり限られてくる上、五回分を防げるプレイヤーはごく一部だろう。

　つまり──

「ここはまだ誰も訪れていない場所……という可能性もあるのよね。ちょっと様子を見てみましょうか？」

「もきゅ！」

「あ、その前にアイテムを見つけたから拾っておくわ」

「もきゅぅ……」

　ヨハンはスキル【もの拾い】で見つけたアイテム【ヒカリユキ】を回収。名前からして、この通路を照らしている霜だろう。スキルの効果でなくとも、霜をすくうだけで【ヒカリユキ】を回収できた。

「【ヒカリユキ】……ヒカリゴケのようなものかしら？　後でどこかに飾れるといいのだけれど。何にしてもファンタジーだわ！」

　その暖かみのある光を気に入ったヨハンは周囲の【ヒカリユキ】を回収しながら通路を進む。

　すると【ヒカリユキ】に包まれた大きな扉が姿を現した。

「この感じ、見覚えがあるわ。クワガイガーの時と似ている。ということは、この先にはボスモンスターが待っているということよね？」

　先日のブリザードンの部屋にこんな扉はなかった。つまり、ブリザードン以上の強敵が待っている可能性がある。

「もきゅ！」

　ヨハンがしばし緊張していると、頭上のヒナドラが強気に鳴いた。相棒に背中を押されたヨハンは、決意の表情で扉を開く。

「寒……ッ!?」

　扉を開いた途端溢あふれてきた白く染まった冷気に、ヨハンは思わず叫んだ。

　もちろんゲームなので寒さは見た目ほど感じない。だが、反射でそう口にしてしまうほど、飛び込んできた景色は寒々しいものだった。

　部屋には一面に壊れた医療設備が置かれている。異質なのは、それらすべてが凍りついていることだ。

　そして、部屋の中央には白い棺ひつぎが置かれており、中には中学生くらいの少女が納められていた。

　ゼッカやレンマなど、近頃は美少女を見ることに慣れてきたヨハンでさえ、息を呑のむような現実離れした容姿をしている。

　だが、綺き麗れいに残っているのは顔だけだった。棺の少女の体には、周囲の医療用機械から伸びた管やケーブルが繋つながれている。よく見れば、体の所々が機械化されているようにも見えた。

「動かない医療設備。棺に眠る女の子。そして繋がれたケーブル。機械化された体。なんだか嫌なストーリーを連想させるわね」

　どことなく不気味な雰囲気に、先ほどまでのワクワクは一気に消え失うせ、帰りたいとさえ思っていたその時。

『先生……？　先生なの？』

「ひっ……」

　棺の中の女の子がしゃべり出した。だがその声は少女らしいそれではなく、不気味なエフェクトがかけられていた。

『あら……あなたは……あなたはえっと……』

「な、なんでしょう……？」

『先生！　やっぱりあなたは先生なのね！』

「ち、違うわ。人違いよ」

　ギョロッとした目でこちらを見つめてくる少女に怯おびえるヨハン。

　頭上のヒナドラと共に「違う違う」と手を振る。

　だがヨハンの言葉は少女には届かない。少女は一方的に話し続ける。

『私ずっと待ってた。普通の女の子にしてあげるっていう約束、叶かなえてほしくて。待ってた。だからこんなところに閉じ込められても我慢してたんだよ？　ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと……」

「な、なんなのよこれ」

『だから許さない……私は私を裏切った先生を……絶対に許さない……ユルサナイ……コロスわ』

「ご、誤解だわ！　私たちは初対面よ！」

　突然の理不尽に思わずそう返すヨハン。

　だが、ヨハンの叫びに少女が応こたえることはなかった。ボス戦前のちょっとした余興だったのだろう。

　海賊王の時にも、ちょっとしたバックストーリーがあったことを思い出す。

『キエエエエエエエエエエッ』

　青いオーラを纏まとった少女のヒステリックな叫びと共に周囲の医療機材が粉々に砕けていく。いや、これらは医療機材ではなかったのかもしれない。

「普通の女の子にしてあげるとか言ってたわね……もしかしてここにあった機械、病気を治すとかじゃなくて、あの子の力を抑えるためのものだったの？」

　少女の叫びが収まった。

　そして、この部屋に満ちていた白い冷気が棺の周囲に集まって、収束し実体を持つ。

「棺が氷に覆われていくわ」

　氷は少女を棺ごと包み込むと、縦長の十二面体となって空中に浮かぶ。その上部に【クリスタルレグナント】の名とＨＰバーが出現し、いよいよボス戦スタートとなった。

『私はクリスタルレグナント。私は我慢をするのをやめる。貴方を倒して、もう一度外の世界を見るの』

「連れ出してあげたいのはやまやまだけれど……」

　クワガイガーの時のように、倒せば召喚石を手に入れることができるのだろうか？　そんなことを考えながら、ヨハンは戦闘態勢に移る。

「召喚獣召喚──スケープゴート」

　幾何学的な魔法陣から、丸いぬいぐるみの羊のようなモンスターが姿を現す。

「まずは【増殖】。そしたら、みんなで別々の方向に散らばって【デコイ】を使うのよ」

「「「メェー！」」」

　スキル【増殖】により三体に分裂したスケープゴートは三方向へと走り出す。

　そして、右に走ったスケープゴートが【デコイ】を使ったのを見届けると、クリスタルレグナントに向かって手を広げた。

「──【放電】！」

　クワガイガーのスキル【放電】を発動。ヨハンの手の平から放たれた無数の電撃は、空中に浮かぶクリスタルレグナントに直撃する。だが、

「ダメージがない……？」

　敵の頭上に表示されたＨＰバーが減少しない。つまり、今の攻撃でダメージを与えられなかったということだ。

「どういうこと？　【放電】は手持ちの召喚獣の中でも最強の攻撃なのに……もしかして、目の前の敵は今の私のレベルでは勝てないくらい強いということなの？　いや、それにしては何か……」

　様子がおかしい。

　そう思ってメニューを開いた時、同時に表示される自身のステータスの横に、何やら見慣れないアイコンが表示されていることに気が付いた。

「何かしらこれ？」

　魔力と敏びん捷しようステータスの横に黒い下向きの矢印が表示されている。

「そういえば、強化バフを使ったときは上向きの矢印がついていたわね。ということは、これはバフとは逆の……何かステータスを下げられているということ!?」

　ヨハンの考えは当たっていた。ＧＯＯには【弱体化】と呼ばれる、敵のステータスを一時的に下げる攻撃やスキルが存在する。

　デバフとも呼ばれるこの【弱体化】を食らった時、下がったステータスの横にはそれを示す下向きの矢印アイコンが表示される。

「けどいつの間に？　見たところ、あの子はまだ何もしていないわ」

　ヨハンは空中に浮かぶクリスタルレグナントを見上げる。氷の奥の彼女の目はヨハンに向いているものの、今のところ攻撃を行った形跡はない。

「とにかく今はこの下がったステータスをなんとかしないと……あっ!?」

　などと言っていると、今度は筋力ステータスの横に矢印アイコンが表示される。

「どうして……あの子はこちらを見ていただけ……見ていただけ？　まさか」

　はっと閃ひらめいたヨハンはステータス画面からクリスタルレグナントへ視線を移す。そして、こちらを見つめる少女の眼めをじっと睨にらみ返した。

　その時、少女の左の黒目が赤く輝く。その瞬間、ヨハンの敏捷ステータスの横に二つ目の下向き矢印が表示された。

「は、ははは。もしかしてあの子、見ただけでこちらのステータスを下げてくるの？　強すぎじゃないかしら？」

　これでは防ぎようがないと、ヨハンから乾いた笑いが出る。だが、泣き言を言っていても仕方がない。

　幸い攻撃ならばスケープゴートたちが肩代わりして受けてくれるのだ。その間に、なんとか弱体化を解除する方法を見つけようと、アイテムストレージを探る。

　トレジャーイベントで入手したアイテムがごちゃごちゃとしていて非常に探しにくかったが、なんとかそれらしいアイテムを見つけた。






【エルフの秘薬】

　使用したプレイヤーの【弱体化】【状態異常】をすべて回復する。








「なんだかとっても貴重そうだけど、あと三つあるし構わないわ！　えいっ」

　取り出した【エルフの秘薬】を使用すると、ステータスの横の下向き矢印がすべて消えた。

「よし、また見られる前に反撃よ……あら？」

　その時、部屋の空気が変わっていることに気付く。まるで業務用冷凍庫の中に居るかのような白い冷気がエリア全体に満ちて、少し先を見通すことも難しい。

「これなら見られなくて都合がいい……という雰囲気じゃないわね。何か嫌な感じがする」

　かなり強力な攻撃が来るのかもしれない。直感的に思ったヨハンはスケープゴートが【デコイ】を使っていることを確認し、攻撃に備えた。

　そして、周囲の冷気が濃くなり、視界が白で塗りつぶされた瞬間。

『さようなら──【アブソリュートゼロ】』

　耳元で、加工されていない、あの少女の本当の声が聞こえた。

　ゾクッとした。首筋に刃物でも当てられたかのような、言い知れぬ恐怖感に支配される。

　そして、ヨハンのその感覚は間違いではなかった。

【アブソリュートゼロ】。絶対零度を意味するその言葉が発せられた瞬間、ボス部屋全体が氷に包まれたのだ。

【増殖】していた三体のスケープゴートも。ヨハンも。そしてヨハンの頭上のヒナドラもまとめて氷漬けとなった。

（そんな。この部屋ごと、このフィールドごと私たちを凍らせたというの!?）

　氷に包まれているからだろうか。声を発することができない。

　だが次の瞬間、氷が一斉に砕け散った。氷と一緒に体が砕け散ったかのような衝撃を受ける。




『クリスタルレグナントのスキル【アブソリュートゼロ】成功。ヨハンのＨＰが強制的に０になりました』




　そんなシステム音と共に、ヨハンの視界は白く染まっていく。

（【ガッツ】が発動しない。どういうことなの!?）

【ガッツ】はＨＰが０になるダメージを受けた時に発動するスキル。だが【アブソリュートゼロ】というスキルは、ＨＰを問答無用で０にするという効果を持つ。

[image: ]

　なので【ガッツ】の発動条件に引っかからなかったのだ。

（そういえば、ゲームオーバーになるのって初めてかも。こんな感じなのね……）

　視界が完全に白に塗りつぶされる。これで、デスペナルティとして所持金の半分を失い、最後に立ち寄った城じよう塞さい都市の復活地点にワープするはずである。

『もきゅ！』

　だがその時、ヒナドラの声がした。

「何？　どうしたのヒナドラ。どこに居るの？」

「もきゅもきゅ！」

　姿は見えない。だが、何故なぜか『諦あきらめるのはまだ早い』と言われているような気がした。

　そんなことを言われてもとヨハンが困っていると。




『スキル【時空転生】を発動しますか？』




　白く塗りつぶされたヨハンの視界に、メッセージウィンドウが現れる。

「【時空転生】……あっ！　忘れてたわ。クロノドラゴンの新しいスキル！　そうか、そういうことなのねヒナドラ！」

「もっきゅ！」

「わかったわ。力を借りるわね、ヒナドラ……いいえ、クロノドラゴン！」

　カチッ。カチッ。カチッ……。

　冷気の満ちた部屋に君臨するクリスタルレグナントは、時計の針の音を聞いた。

　その瞬間、光の粒子となって消える途中だったヨハンの体が元に戻る。それだけではない。ＨＰもすべて回復していた。

『……何故？』

「ふぅ、上手うまくいったわね！　見たかしら、これがクロノドラゴンの新たな力【時空転生】の能力よ！」

「もっきゅ！」

　宙に浮かぶクリスタルレグナントを指さし、ヨハンとヒナドラで決めポーズ。

【時空転生】はゼッカとレンマの力を借りて解放したクロノドラゴンの第二スキルである。

　その効果は自分のＨＰが０になった時に発動する。自分の消滅を無効にし、ＨＰとＭＰを全回復した状態で復活するという超強力なスキルである。

　このクロノドラゴンのスキルをヨハンは【カオスアポカリプス】の能力で、自分が死んだ時に使用したのだ。

　但ただし強力な分、リスクは大きい。

　スキル再使用までの時間は九十六時間と、【ガッツ】の四倍である。

『何度蘇よみがえってきても同じ。貴方に私の攻撃は防げない……』

　少女はもう一度【アブソリュートゼロ】を使おうとしたのだろう。しかし、部屋にあの冷気が満ちることはなかった。不快そうに顔を歪ゆがめた少女の頭上には状態異常【スキル封印】のアイコンが浮かんでいた。

「ふふ、無駄よ。【時空転生】のもう一つの効果が発動しているわ。それは私を倒した時に使われたスキルを封印するというもの。つまり、【アブソリュートゼロ】はもう使えない！」

　使用者のＨＰが０になった時に発動し、ＨＰとＭＰを全快で復活。さらにこちらを倒してきたスキルを封印するという究極の逆転スキル。これが【時空転生】である。

「さぁ、このままいくわよ──【真時空竜王領域タイムメイカー】」

　畳みかけようとヨハンはクロノドラゴンの第一スキルを発動。ヨハンの背から蝶ちようの羽のように光が広がって、フィールド全体に満ちていく。

　そして天井に無数の時計型魔法陣が現れた時、ヨハンの目の前に、この戦いで使用されたスキルが表示されていく。

　ヨハンたちが使ったものもあれば、見たことのないスキルも多数存在した。おそらく、ヨハンに【弱体化】をかけていたスキルだろう。

　一つ一つ確かめたい気持ちがあったものの、今は決着を急ぐべきと考えたヨハンは、目当てのスキルをタップする。






【アブソリュートゼロ】

　狭く閉じられた空間でのみ使用可能。自分以外のすべてのＨＰを強制的に０にする。








「敵味方問わず、問答無用でＨＰを０にするスキルなのね……」

　言いながら、恐る恐る頭上を見上げるヨハン。ヒナドラが巻き込まれないか心配だったが、スキル【パートナー】で喚よび出した召喚獣にＨＰはないので、問題ないはずである。

「大丈夫よね、多分。よし、それじゃお返し行くわよ──【アブソリュートゼロ】！」

　ヨハンがスキルをタップする。

　その瞬間、先ほどと同じように部屋全体が冷気に満ちて、上空のクリスタルレグナントを包み込む。

　そして、敵を包む氷の上からさらに氷が張り付き……。

『きゃああああああああああああああああ』

　スキル効果によりクリスタルレグナントのＨＰは０になった。とても少女のものには聞こえない作られた機械音声の断末魔が部屋中に木こ霊だまする。

　少女を覆っていた氷と棺ひつぎが砕け散り、少女の肉体も光の粒子となって消滅していく。ヨハンの勝利である。

「勝った……勝ったわ！」

「もっきゅ！」

「あなたのお陰よ～！　クロノドラゴンのスキルを使えば、どんな相手にだって負けないわね！」

「もっきゅ！」

「スキルだけじゃなくてたまには召喚してほしいって？」

「もきゅきゅ」

「わかったわ。それよりまずは戦利品よ。ほら、あそこに宝箱があるでしょう？」

　ヨハンは中央に出現した宝箱を開く。すると、中にはいくつかのアイテムが入っていた。その中から、氷を模した宝飾に包まれた召喚石を手に取る。






　召喚獣【プリンセスレグナント】

　超級：スキル【氷姫召喚】によってのみ召喚可能。

《入手条件》

　召喚師サモナーがクリスタルレグナントを撃破。








『スキル【氷姫召喚】を獲得しました』






【氷姫召喚】

　手持ちの超級召喚獣【プリンセスレグナント】を召喚する。

《入手条件》

　召喚師サモナーがクリスタルレグナントを撃破。








　見た目は先ほどまで戦っていたクリスタルレグナントと殆ほとんど同じだった。

　だが、露出していた機械化部位がなくなっており、代わりに絵本のお姫さまのような可愛かわいらしい水色のドレスに身を包んでいる。

　各所に身につけた氷をイメージした宝飾品も、彼女の可愛らしさを引き立てていた。

「良かった、普通に可愛らしい見た目だわ。あの怖い感じのまま来たらどうしようかと。ともかく、これでまた少し強くなれたわね。スキルは後で確認するとして……他ほかの報酬は何かしら？」

　召喚石以外には素材アイテムが入っている。レア素材と思われる【エターナルアイス】が二つ。そしてこのダンジョンの敵もドロップする【雪の魔力結晶】が十個。

「素材アイテムは召喚獣のスキル解放の他にも、アイテムを作ったりするのに使えるのよね。いつか使うかもしれないし、いくらあっても困らないわ。あら、こっちは装備アイテムかしら？」

　最後に残っていたのは、二つの装飾品だった。ヨハンはそれを手に取ると、能力を調べてみる。

　一つ目は【氷のリングＺ】。装備すると、氷属性のフィールド限定でスキルや魔法を使う時のＭＰ消費が60％下がるというもの。

「これは使いどころが難しそうね。でもレアっぽいのは確かだし、後でゼッカちゃんに聞いてみようかしら」

　二つ目は【エンプレスアイズ】。装備すると、【弱体化】を付与する魔法を使う際、相手を見ただけで使用できるようになる。

　先ほどの戦闘でクリスタルレグナントが見せた、目で仕掛けてくるデバフを装備するだけで真似まねられるようになるようだ。

「う～ん、強いのかしら？　ていうか、【弱体化】の魔法を使えるスキルがないから、今のところ意味がないのよね……これもゼッカちゃん案件だわ」

　よくわからないことはゼッカ頼みのヨハンだった。

「さて、アイテムも全部回収したわ。レベル上げだけのつもりだったのに、三つ目の超級召喚獣が手に入ったのは嬉うれしい誤算だったわね」

「もきゅ」

「それじゃ、レベルも32まで上がったし。今日はこのくらいで切り上げようかしら」

　ダンジョン脱出専用のアイテムを使い城塞都市へ戻ったヨハンは、コンと遭遇した。

「コンさん！」

「魔王はんやない。丁度良かったわ。話があって、探しとったんよ」

「そうなの？　ああそういえば、この前は任せたままになっちゃって、ごめんなさいね」

　本来ならばランキングイベントの後に市場に戻る予定だったのだが、ピエロに追いかけられた恐怖から、すぐにログアウトしてしまったのだ。

「ええよ別に」

「なら良かったわ。それで、話って？　この前の買い占め作戦の話かしら？」

「それよりもっと大事な話や……ところで今日は一人？　珍しいこともあるもんや」

「私だって、常にみんなと一緒に居るわけではないのよ？」

　いつも通りの胡う散さん臭くさい笑顔で尋ねてきたコンに、ヨハンが答えた。

「あらそうなん？　まぁその方が都合がええわ」

「都合？」

「なぁ魔王はん、ユニーククエストって興味ある？」

　まるで悪魔の囁ささやきのような魅惑的な声で、コンは言った。








四章　換装の使い手









　ＧＯＯにおけるクエストには様々な種類がある。

　ＮＰＣからの依頼であったり、イベント中に発生したりなど、その条件は多岐にわたる。中にはプレイヤーやギルドがクエストを設定することもある。

　内容も決められたモンスター討伐から特定のアイテムを持ってくるお使いのようなものまで様々。クリアすることで賞金やアイテムが貰もらえたり、中にはスキルが貰えるというものまで存在する。

　それらの共通点は、特定の条件さえ満たせば誰だれでも受けることができるという点にある。

　だが、その共通のルールから外れたクエストが存在する。それがユニーククエストである。

　ユニーククエストを受けられるのは基本的に一人のみ。後はその運の良いいプレイヤーとパーティーを組むほかない。

　そして、そのプレイヤーがクリアしてしまえば、もう誰もそのクエストを遊ぶことはできない、ゲーム内にたった一つしか存在しないクエストのことなのだ。

「現在ＧＯＯで確認されているユニーククエストはたった一つです」

「……それはボクも知ってる。【炎の山と鉄てつ扇せん公こう主しゆ】だよね？　ロランドが見つけた」

「そうです。【最果ての剣】の連中がクリアしていました。攻略動画もアップされていましたね」

「へぇ……なんだか凄すごいのね」

　コンの誘いから一夜。ユニーククエストって何だろうと尋ねたところ、ヨハンの予想以上にゼッカが熱く語り始めたのだ。

「そんな貴重なものだったなんて、知らなかったわ」

「あくまで見つけたプレイヤーによって公表されたのが一つだけ……という感じですね。見つけたけど黙っている。そんなプレイヤーも多いと思いますよ？」

「……うん。見つけたなんて他のプレイヤーにバレたら『私も参加させて』って大勢集まってきちゃうよ。普通は秘密にする。公表して、あまつさえ動画化して公開してるロランドの方が特殊なんだよね」

「あの人、公平が大好きですからね。沢山ユニークアイテムを溜ため込んでいるはずなのに、その上で誰でも作れる装備とスキルだけで天下取ってるんだから……憎たらしいです！」

　ロランドは、自分が得た情報は秘密にせず、すべて公表しているようだった。

「で、わざわざ聞いてきたってことは……見つけたんですか？　ユニーククエストを？」

「……見つけたんだよね？　ユニーククエストを」

　ゼッカとレンマに詰め寄られるヨハン。

　そこで初めて「しまった」と自分のやらかしに気付く。近頃はゲームでの疑問をなんでもゼッカに聞いていたので、つい聞いてしまった。

　自分が突然ユニーククエストについて尋ねれば「何か知っているのか？」と思われるのは当然である。

「見つけたんですか!?　秘密なんてなしです。教えてください！」

「ぜ、ゼッカちゃん……怖いわ」

　食い気味のゼッカを宥なだめつつ、どうやってここを切り抜けようか考えるヨハン。

　コンの誘いは現在のところ保留である。

　だがユニーククエストが希少なものと知った以上、たとえゼッカたちであろうと、喋しやべってしまうのはどうなのだろうという思いがあった。

（ここで喋ったら私、口の軽い女みたいだわ……コンさんは信頼してこの話を持ちかけてくれたかもしれないのに）

　さてどうしよう困った。と、ヨハンがあわあわしていると、まるで助け船のようにコンの声が聞こえてきた。

「相変わらず仲がよろしいようで」

「……貴方あなたは」

「コンさん。お久しぶりです」

「久しぶり。海賊王レイド以来やね、ゼッカちゃん。レンマちゃん」

　コンは相変わらずの胡散臭い笑みを浮かべたままこちらまでやってくる。

「その様子やと、話したみたいやね。ユニーククエストの話」

「「ええっ!?」」

　コンの言葉に驚く二人。そしてヨハンは全力で「いいえ」のジェスチャーをする。

「そうなん？　別に話しても良かったんやけど。この子らにバレるんは想定内やし」

　その言葉を聞いて、ヨハンはホッと胸をなで下ろす。一方ゼッカは目を輝かせて、先ほどの熱量のままコンに詰め寄った。

「それじゃあコンさん。貴方は本当にユニーククエストを知っているんですか？」

「まぁ、そうやね」

「で、ヨハンさんに話したということは……これからお二人でユニーククエストの攻略ですか？」

「まぁ、そうやね」

「じ、じゃあ……私たちも連れて行ってください！　ユニーククエストに憧あこがれていたんです！」

「まぁ、ダメやね」

「やった……えええ!?」

　完全にオーケーの流れだと思っていたゼッカは面食らった。

「何か理由があるの？　ゼッカちゃんは、私よりもベテランだし、強いと思うんだけど？」

「理由は色々やけど……一番はアンタが剣士セイバーやから」

「剣士セイバーだから？」

　コンは意地の悪い笑みで頷うなずいた。

　だが、その説明では納得できなかったゼッカは食い下がる。

「レベルが足りないから。実力が足りないから。私個人が気に入らないから。そういった理由なら納得できますが……そんな理由じゃ納得できないです！」

「あら怒らせてもうた？　ほんなら言い方を変えるわ。召喚師サモナー以外は誘う気はない。こう言えばわかるやろ？」

「召喚師サモナー以外は？　それはクエストの参加条件に職業が設定されているということですか？」

　ゼッカの言葉にコンは首を振った。

「なら……」

「召喚師サモナー以外はダメや。何故なぜなら……このユニーククエストのクリアは、今はもう消えてしまったギルド【決闘宿】の悲願だったからや」

　ギルド【決闘宿】。召喚師サモナーのみで結成されたこのギルドの名を知らない古参プレイヤーは居ないだろう。

　たった九人であったにも拘らず、ギルドシステム実装から召喚師サモナー弱体化までの間、最強ギルドとしてＧＯＯに君臨していた伝説のギルドである。

【最果ての剣】は、召喚師サモナーの仕様変更後のおこぼれにあずかったに過ぎないと、一部では言われているほど、その強さは凄すさまじいものだった。

「……決闘宿」

「ということは、コンさん。貴方はもしかして……元【決闘宿】？」

「そうどす。あの召喚師サモナー仕様変更事件以降、他の召喚師サモナーは萎なえてこのＧＯＯを去って行きはった。うちはその最後のひとり。っていうか、ギルド対抗戦で何度か戦ったことあるんやけどなぁうちら。覚えてへん？　【最果ての剣】のゼッカちゃん？」

　スッと、コンの薄ら笑いが消えた。

　どこか試すような、ゼッカを推し量るような表情でコンは問いかける。その言い知れぬ圧に呑のまれるように、ゼッカはたじろいだ。

「そ……それは。【決闘宿】と戦ったのは覚えているのですが……ごめんなさい」

　ペコリと頭を下げた。それを見たコンはすぐにいつもの笑みを浮かべた。

「試すようなこと言って悪かったなぁ、ゼッカちゃん。別にええんよ？　【決闘宿】のメンバーはみんなキャラが濃かったからなぁ。うちみたいな地味な女は覚えてへんよなぁ？」

「あまりゼッカちゃんを虐いじめないで。コンさん」

　コンの只ただならぬ雰囲気を恐れ始めたゼッカを見かねて、ヨハンが止めに入る。

「あら、そう見えた？　そんなつもりはあらへんのやけど。なぁゼッカちゃん。うちに虐められてはるの？」

「そういう追い詰めるような言い方を止やめてと言っているの」

　ヨハンとの関係を悪くしたくないコンは肩をすくめると、ゼッカの方を向いて謝った。

「かんにんえ。うち【最果ての剣】の連中が嫌いなんや。せやから意地悪してもうただけなんよ？　ゼッカちゃんはもう【最果ての剣】やあらへんもんね？　何やったっけ、ほら。ああそうやったそうやった、思い出したわ。確かゼッカちゃんはギルドマスターと喧けん嘩かしたんや──」

「コンさんっ！」

　ヨハンが強い口調でコンの言葉を遮った。「かんにんかんにん」とクスクス笑うコン。

「ホンマにかんにんえ。これで最後やから」

「最後？」

「そう、最後や。このユニーククエストをクリア出来たら……うちはＧＯＯを引退しよう思う」

「引退……!?」

　驚くヨハンたちに、コンはこくりと頷いた。

「終わったら、この前二人で集めた召喚石も全部あげる。せやから魔王はん。うちに手を貸してくれへん？」

　媚こびるような笑みで、コンはそう告げた。
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　コンを交えたヨハンたちは、【クリスタルラビリンス】を訪れていた。最初は拒まれていたゼッカとレンマだったが、『ボス戦中は絶対に手を出さない』という条件付きで同伴を許可された。

　あれだけ嫌みを言われたゼッカだったものの、やはりユニーククエストは気になるのだろう。大人しくついてきた。

　それかヨハンを一人で行かせるのが心配だったのかもしれない。そして、そんなゼッカを気遣うように、レンマはゼッカにぴったりくっつきながら歩いている。

　ゼッカは歩きにくいと感じつつ、そんな彼女の優しさに甘えるように体重を預けながら歩いていた。

「ユニーククエストっていうからどんな場所なのかと思ったら……このダンジョンに色々詰め込み過ぎじゃないかしら!?」

　半ば呆れたようなヨハンの言葉にゼッカが答えた。

「ここって【氷のダンジョン】を除けば、第二層最終ダンジョンじゃないですか？　第三層実装までの間、飽きられないようにする工夫だと思いますよ！」

「中にはランダムに道が生成されるエリアもあるしなぁ」

「……まさに魔境だよ」

「そうよね。第二層追加から第三層追加まで半年だっけ。こういうやり込み要素は必要よね」

　ヨハンの言葉にゼッカが頷いた。

「はい！　私もこの半年間で何度もクリアしました。ただ……」

　ゼッカは周囲を見回す。

「これは知らない道ですね」

「……ここに隠しエリアが？」

「隠しエリアはもうちょっと先やね」

　コンの先導で歩くこと十数分。ゼッカですら知らない場所に出たところで、コンがストレージから一つの召喚石を取り出した。

「召喚獣召喚──忠誠の騎士」

「キシュアッ！」

　勇ましいかけ声と共に姿を現したのは、見窄らしい装備を身に纏まとった騎士のような召喚獣だった。

「この忠誠の騎士がユニーククエストのキーなんよ。ほら、見てみ」

　コンの指差す方を見てみる。召喚された忠誠の騎士は重たい足取りで何もない壁の方へたどり着くと、傅かしずいて涙を流す。

「王よ……ああ、王よ……あなたの魂はそこにあったのか！」

　と、まるでミュージカル俳優のように叫び始める。

「……なんか始まったね」

「感情を込めすぎよ。どこか芝居じみてしまっているわ」

「まぁ、あの台詞せりふも声優さんがアフレコしたんですよ。こんな隠しイベントに有名な人を使わないだろうから素人か専門学生でしょうし……下手なのは大目に見るべきかと」

「アンタら、案外夢がないなぁ……あ、ほら、いよいよや」

　騎士がオーバーなリアクションで壁に手をつくと、氷でできた半透明な壁の向こうに、幾人もの騎士の姿が映し出される。

「おお……王よ。その満たされぬ魂に救済を」

　その時、壁に黒い穴が開いた。

　その黒い穴の周りには蛍光グリーンのラインが流れていて、どこかワイヤーフレームを思わせる。

　忠誠の騎士がためらうことなくその穴に飛び込んでいくのと同時に、ヨハンたちの視界にメッセージが表示された。




『ユニーククエスト【メモリー・オブ・アヴァロン】が再開されました』




「どうぞおこしやす……言うのも変やけど。ささ、入って」

　コンに促され、開いた穴から次のエリアへと移動するヨハンたち。

「ここは……」

「……宇宙だ！」

「違います。遠くに見えるのは星じゃなくて黄色い……何かエネルギーのようなものですよ！」

　目に映ったのは、クリスタルラビリンスとは全く違う景色。足場は広い円形状の透明な板になっていて、その下を電子回路図のように光のラインが走っている。

　それ以外は黒い空間が広がっているが、星のように黄色いパーティクルが輝いているため、暗くない。レンマが言った宇宙という感想も、あながち間違いではなかった。

「気ぃつけてな。落ちたら即死や」

　言いながら、コンは橋のような板を渡り中央の円形の部分に到達する。その先にはさらに橋のように透明な板が延びていて、次のエリアへと繋つながっている。

「敵は出てこないんですか？」

「出てはくる。ただ、もう倒してもうたんよ。ここに居たんは確か……聖騎士ボールス」

「ボールス!!」

　その名を聞いたゼッカが目を輝かせた。

「知り合いなのゼッカちゃん？」

「違います。コンさん、ボールスということはもしかして」

「ゼッカちゃんのお察しの通りや。このクエストは円卓の騎士モチーフのモンスターと連戦していく。ただそれだけのクエストや」

「クエスト名を聞いた時から薄々予感していましたが……やはりですか！」

「……円卓の騎士。『アーサー王伝説』だね」

「あ、それなら私でも知ってるわ。バチモンにも円卓の騎士をモチーフにしたキャラクターが居るから」

　円卓の騎士。『アーサー王伝説』に登場する、今更説明するまでもない騎士たちの名称である。

　昨今ではライトノベルやゲームなど様々な媒体でモチーフとされ、最も早はやおなじみと化している。

「まぁフリー素材みたいなもんやね」

「違うと思いますけど。というか、円卓の騎士がモチーフということは……」

「そう。円卓の騎士モチーフのモンスターは十二体。そして十二体を倒した後、うちらを待ち構えてはるのがボスのキングアーサーや」

　かつてこのユニーククエストを発見した【決闘宿】は全員で挑んだ。そして、円卓モンスターを難なく撃破。

「けれど間に合わへんかった。キングアーサーに挑む直前にアップデートが入って召喚師サモナーは仕様変更。事実上の弱体化や。その後は一回も勝たれへんかった。まぁ、キングアーサーに関しては……アップデート前でも勝てたかどうかわからへんけど」

　コンの言葉にゼッカは息を呑んだ。そして、少しだけ好戦的に笑うのをヨハンは見逃さなかった。

　きっと自分も戦いたいと思ったのだろう。

　だが、召喚師サモナーだけで戦って勝ちたいというコンの矜きよう持じがわからないゼッカではなかった。そんなこだわりを、ゼッカ自身もかつて持っていたからだ。

「……あれ、道がふさがらないよ？」

　橋を渡りきり、いよいよ次のエリアに移動しようとした時。ふと振り返ったレンマがぽつりと呟つぶやいた。

　そこで全員が振り返る。

「確かに……普通こういう時って、入り口は閉じるものよね？」

「そうですね。これって向こう側からはどうなっているんでしょう？　例えば偶然あそこを通りかかったプレイヤーがこっちに入ってくるなんてことは……」

「ん？　普通に入れてまうよ？　このクエスト、参加人数に制限があらへんし」

「ええ!?」

　コンがあまりにも普通に言うので、驚くゼッカたち。あの入り口は複雑な手順で進んだ先にあったので、偶然プレイヤーが通りかかる確率は物もの凄すごく低い。

　そもそも、今は第三層への通過点【氷のダンジョン】が実装されたばかりの時期である。そんな時期にこの【クリスタルラビリンス】を攻略している……ましてや正規ルートから外れた場所に居るプレイヤーはごくわずかである。

　だが、それでも絶対はない。もし野良のプレイヤーが飛び入り参加してきたらどうするのかとゼッカはコンに尋ねた。

「何言うてはるん？」

「へ？」

「そのためにゼッカちゃんを連れて来たんやない。精々頑張りや」

「な……なるほど」

　ぐぬぬと歯がみしながらも、納得するゼッカ。だが自分もボスモンスターのキングアーサーを見たいと思っているゼッカは「どうか人が来ませんように」と祈りながら、先へと進んだ。




「聖騎士ボールス。聖騎士パロミデス。聖騎士ベディヴィア。聖騎士パーシヴァル。聖騎士ペノリア。聖騎士エクター。聖騎士ユーウェイン。聖騎士ガラハッド。聖騎士トリスタン。聖騎士モルドレッド。聖騎士ガウェイン。そして聖騎士ランスロット……こないな順番やったかな」

　先行して道案内してくれる忠義の騎士についていく道すがら、これまで倒してきた円卓モンスターの名前を並べるコン。オタク文化を楽しむ者なら殆ほとんどの名前を知っているだろう。

　今までバチモン以外のアニメに触れてこなかったヨハンでさえ、半分程度は聞いたことのある名前だった。

「３Ｄモデルは使い回しやけど、能力はバラバラやったわ。まぁそれでも一体だけしかおらへんかったし、楽勝やったけど……む。誰や？」

　突然、コンが足を止めた。

　それに倣って、ヨハン、ゼッカ、レンマも足を止める。

　カツカツカツ。後ろから足音が聞こえた。

　先ほどゼッカたちが危き惧ぐした、侵入者である。

　四人は恐る恐る振り返る。

「アハハハ。ようやく気付いたのねゼッカ。このアタシの存在に！」

「うげぇ……」

　嫌そうに眉まゆを顰ひそめるゼッカ。

　それは望んでいなかった侵入者が来たからではない。その侵入してきた人物が問題だった。

「こんなところで会うなんて偶然ねぇ！　そうでしょうゼッカ？」

「うわぁ……ギルティアだ」

　侵入してきたプレイヤー、ギルティアを見てものすごく嫌そうな顔をするゼッカ。

　ギャル風のメイクに桃色のツインテール、そしてド派手な黄金の鎧よろいに身を包んだ少女ギルティアはゼッカのクラスメイトであり友人である。

　ゼッカと共にＧＯＯを始め、ギルド【最果ての剣】を立ち上げた。ゼッカが【最果ての剣】を抜けた今、ギルドマスターとして最強ギルドの頂点に君臨している。

　そんなギルティアは王者の風格でゼッカたちの方へ歩いてくると、ヨハンを値踏みするようにじろじろ見ながら「へぇ」「ふぅん」と頷うなずいた。

　そんなギルティアの無礼な様子に苛いら立だったゼッカは強めの口調で言い放った。

「何か用？」

「別に。たまたま歩いてたら、アンタたちが隠しダンジョンに入っていくのが見えたから。ちょっと様子見でついてきただけだし？」

　現実の友達だからこその距離感なのだろう、かなりキツい言い方をしたゼッカに怯ひるむことすらなく、どこまでも挑発的だ。

　そんなギルティアの様子を見て、ゼッカは頭が痛くなる。

「はあ。あんな入り組んだ奥にある場所、たまたま通りかかる訳ないでしょ。もっとマシな嘘うそつきなよギルティア。本当は私たちの後をつけてきたんでしょ？」

「は……はああああ!?　違うし！　本当に偶然通りかかっただけだし！　本当だしマジだし……嘘じゃないし!!」

　顔を真っ赤にして否定するギルティア。その様子を見て「後をつけてきたんだ」と理解する他ほか三人。

「お兄さん……じゃなかった。ロランドさんが心配してたよ。ギルドの中で孤立してるんでしょ？　大丈夫？　一緒に遊んでくれる人、ロランドさん以外にいるの？」

「ふ、ふんっ！　いいゼッカ？　ギルドマスターとは孤高なものなのよ。常に並び立つ者なし。優秀なギルドマスターは群れないの！」

「いないんだ……」

　ゼッカは友人を哀れみの目で見る。

「で、ストーカーはん。何の用があってここまで来はったん？」

「ストーカー言うな！　たまたま偶然見つけたって言ってるでしょ！」

　コンの言葉にキレるギルティア。

「はいはい偶然やね偶然。一番初めの分岐点で偶然真ん中を選んで。その後の落とし穴の部屋の上から三番目、続けて右から十三番目の穴に落ちて。次の分岐の右から十二番目の道を選んで。そこから螺ら旋せん階段の十五段目の隠し扉から奥に入って。そうせんと入られへんあの部屋に偶然おったんやねぇギルティアはん。いやぁ偶然って凄すごいわぁミラクルやわぁ」

「やめてくださいコンさん。ギルティアのライフはもうゼロです！」

　コンの偶然責めが効いたのだろう。

　ギルティアは顔を真っ赤にしながらぷるぷると震えていた。

「そ、そうよ！　偶然っ！　そこにっ！　居たのよおおお!!」

「逆ギレとかコワいわぁ。近寄らんとこ」

「くっ……この女め狐ぎつね。もう怒ったわ！　こうなったらギルドチャットでここの情報をバラしてやるんだから！　見てなさい！　今にここに【最果ての剣】のメンバーが集結するわ！」

「ホンマに？　ギルティアはん人望なさそうやし一人も来こうへんかったりして」

「く、来るわよ……ふた……一人くらいは……多分」

　ちなみに【最果ての剣】の構成メンバーは百二十人ほどである。

「ふん、書き込んだわ。やってやったわ！　あら、早速一人から連絡が！」

「その一人ってロランドやろ。でもまぁ……人に集まられたら迷惑やねぇ」

　言って、コンはゼッカに耳打ちする。

「あんたの出番や。うちと魔王はんは先に行かせてもらう。あんたはあの子の足止め。ええな？」

「まぁ私が連れてきてしまったようなものですし……不本意ですが。了解です」

「ほなよろしく。ささ、魔王はんはうちと一緒に」

「え、でも……」

　コンはにこやかにヨハンの肩を抱くと、先へと促す。ヨハンは心配そうにゼッカを見た。

「……大丈夫だよお姉ちゃん。ボクも残るから」

「レンマちゃん……」

　尚なおも心配そうにするヨハンを安心させるように、レンマはサムズアップしてみせた。




　ストーキングしてきたギルティアをゼッカとレンマに任せたヨハンたちは、忠義の騎士の後について先へ進む。

「はぁ……」

「なんや、そんなに心配なん？」

「心配よ。喧けん嘩かにならなければいいけれど」

「いや、喧嘩したからああなってるんや。【最果ての剣】の創設者が仲なか違たがいした言うて。しばらく噂うわさになっとったわ」

「喧嘩!?」

　コンの言葉にヨハンは驚いた。

「まぁ子どもの喧嘩や。うちら大人の出る幕やない。魔王はんも、余計なことはせぇへん方がええよ？」

　子どもの喧嘩に大人が出しゃばっても、何もいいことはないとコンは言う。それにはヨハンも同意だった。

「そうねぇ。力にはなりたいけれど。実際できることなんてないわよね。せめて……」

　せめて二人が素直にお互いの気持ちを話せていたらいいな、とヨハンは思う。

「喧嘩したままお別れは……引きずるから」

　友達と喧嘩して、それっきり。二十年以上生きていれば、誰にでもある経験だろう。

　だからこそ、ゼッカにはきちんと決着をつけてほしいと、そう思った。

　ゼッカとギルティアと……そしてもう一人。

　本当は、ずっと楽しく遊ぶためにギルドを作ったはずなのだから。

「ふぅん。優しいんやね、魔王はんは」

「優しいって……普通じゃないかしら？」

「優しいついでに魔王はん。うちのお願いを聞いてくれへん？」

「お願い？」

「そうや」

　ヨハンが聞き返すと、コンはいつもの胡う散さん臭くさい笑顔のまま、とんでもないことを言い出した。

「魔王はんのヒナドラを……うちに頂ちよう戴だい」
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「はぁ。ギルティアのせいで貴重なヨハンさんとの時間が……どうしてくれるのよ」

　ゼッカはジト目で友人であるギルティアを見据える。その口調はヨハンたちに対するものとは違い、古くからの友人に対する砕けた気安い口調へと変わっていた。

「ふんっ。知らないわよ。それよりゼッカ、アンタ【最果ての剣】に戻ってきなさいな」

「【最果ての剣】に？　私が？」

「そうよ。知ってると思うけど……来月の初めにギルド対抗戦があるわ」

「それで私の力が欲しくなったって？　ランキング上位勢ばかりの【最果ての剣】が負ける要素なんてないでしょ」

「まぁね。けど不安要素はあるのよ。知らない？　最近、小学生だけで作られたギルドがどんどん戦力を増してるわ。念には念を……って訳ね」

「小学生だけのギルド？」

　それはゼッカの知らない情報だった。流石さすが大手ギルドの情報網といったところか。

　ゼッカが密ひそかに感心していると、ギルティアが続ける。

「アタシたちは負けないけどね。でもま、アンタもそろそろ頭が冷えてきた頃でしょ？　ここら辺で反省して戻ってきてもいいんじゃ──」

「──戻らない」

「は？」

「私はもう【最果ての剣】には戻らない」

「聞き間違いかしら……？　期待している返事と違ったわ」

「何度でも言ってあげる。私はもう【最果ての剣】には戻らない。あんたは私とミュウを裏切った。私たちが大切にしていた、たった一つの誇りを踏みにじった。だから絶対に許さない」

「はぁ？　何よそれ。意味わかんない。まだそんなくだらないことで怒ってるの？　馬鹿じゃん。アタシの苦労も知らないで……！」

「苦労？　ギルドの運営なんてほとんどお兄さん任せじゃない。お飾りのギルドマスターが苦労とか笑わせるわ」

「お飾り!?　お飾りって言ったの!?　許せない……いくらアンタでもそれは許せない！」

「……あわわ」

　大見得を切って残ったものの、レンマは二人の会話にまったく入っていくことができず、おろおろするばかりだった。

　それもそのはず。

　レンマは二人の間に何があったのか知らない。ミュウという人物の名も初耳だったのだ。

（……二人を止めるには、知らないことが多すぎる。でも、だからこそわかることがある。本当は、二人は……）

　第三者の目線から見ていたレンマには、二人の気持ちがなんとなくわかった。あとはこういう時にどうするかだが。

（……ボクに気の利いた仲裁なんて無理だし。こうなったら）

　レンマはストレージからとあるアイテムを取り出した。そして勇気を振り絞って、大きな声をあげる。

「……ふ、二人とも！　喧嘩はよくないよ！」

「レンマちゃん!?」

「はぁ？　アンタ何？　部外者は黙っててくれる？」

　ギルティアの怒りに満ちた睨にらみに怯むレンマ。ゼッカはお飾りと言っていたが、それでも人の上に立つ者の凄みがそこにはあった。

　正直「すみませんでした」と言って下がりたかった。それくらいレンマには怖かった。

　だが、二人の言い争いを止めたい。その一心で頑張った。

「……こ、こういう時はデュエルで決着をつけようよ！」

　デュエル──それはプレイヤー同士の合意の下で行われる決闘システムである。様々な条件を設定し戦うことができ、主に模擬戦目的で行われる。

「デュエル、それしかないか」

「へぇ……いいこと言うじゃないゴリラちゃん。あとでモフモフしてあげるわ！」

「……それはやめてほしいよ」

　二人の理解が得られたところで、レンマはストレージから取り出したアイテムをゼッカに渡した。

　そのアイテムは【デュエルキューブ】。使用することで周囲にデュエルフィールドを形成することができる。

　デュエルフィールド内は外部からの干渉を受けることなく、決着がつくまで出ることはできない。

「設定は１ＶＳ１。決着方法はデスマッチ。乱入なしのガチンコでいい？」

　ゼッカは【デュエルキューブ】に条件を入力していく。さらにここからアンティルールの設定等なども行えるが、それは今回はなしである。

「オッケー。それじゃ──デュエルフィールド展開！」

「アハハ、懐かしいー！」

　ゼッカが【デュエルキューブ】を宙に投げる。するとキューブは空中でバラバラに砕け、それらが広がっていく。やがて半透明なドーム状となり、ゼッカとギルティアを閉じ込めた。

「アタシが勝ったらゼッカ。アンタには【最果ての剣】に戻ってきてもらうから。絶対よ」

「私が勝ったらもう二度と【最果ての剣】には誘わないで。わかった？」

「フン、アタシが勝つから関係ないわね！」

「は？」

「あ？」

「……ゼ、ゼッカ。必ず勝ってね！」

　レンマはフィールドの外からゼッカを見守った。そして、デュエル開始を告げるブザー音が鳴り響く。

　ゼッカは敵の出方を窺うかがうように自らの愛剣【デッド・オア・アライブ】を構える。一方、ギルティアが手に握ったのは、鉄で出来た巨大な団扇うちわだった。

（見たことない装備。あれも剣なの？　それなら……）

「先手必勝──【アクセルブースト】」

　敏びん捷しようステータスを強化するスキルを使いつつ、ゼッカは低い姿勢のままギルティア目掛けて突き進む。それを見たギルティアは予想通りだと笑う。

「相変わらずワンパターンね、ゼッカ。アンタの手の内はわかっているのよ!!」

　そう叫びながら、両手で握った団扇を振り下ろす。

「読み通り、風による攻撃。回避できる──【ダッシュステップ】」

　回避行動に補正を掛けるスキルでギルティアの攻撃を避けようとするゼッカ。
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「くっ……攻撃範囲が広すぎる」

　だが団扇から放たれた突風は、まるで本物のように逃げ場がない。

　風の攻撃を受けてしまったゼッカは吹き飛ばされる。体は空中に浮かび、デュエルフィールドの壁に激突。そのままズルズルと落下した。

「……大丈夫ゼッカ!?」

「大丈夫。ダメージはないみたい」

　自分のステータスを横目で確認し、立ち上がるゼッカ。

　だが、そこへさらにギルティアが団扇を一振り。再び凄すさまじい突風が吹き荒れ、ゼッカは尻しり餅もちをついてしまう。

「っ……！」

「……ゼッカ!?」

「アッハハハハ。いい気味だわゼッカ。このユニーク装備の前に手も足も出ないみたいねぇ」

「くっ……やっぱりユニーク装備か……」

　ゼッカはギルティアを睨みつける。

「……ユニーク装備だなんて。一体あの団扇はなんなの!?」

「知りたい？　知りたいのねゴリラちゃん。どうしようかしらぁ？」

　レンマのリアクションに気を良くしたのか、ギルティアは手に持ったユニーク装備の団扇を見せびらかすようにする。

「どうしようかな～教えてあげてもいいケド～？」

（……うわぁものすごく喋しやべりたそうだ!?）

　そして、レンマの返事を待たずして、ギルティアはユニーク装備の詳細を語り始めた。

「このユニーク装備の名前は【芭ば蕉しよう扇・羅ら刹せつ女】。こんな見た目だけどれっきとした片手剣よ。効果は……見ればわかるわよね？」

「くっ……うわああああ」

　三度振り下ろされた【芭蕉扇・羅刹女】からの突風に、ゼッカは立ち上がることができない。

（強制的に相手を転倒させる効果がある？　ダメージがないとはいえ、近づけないのは厄介過ぎる……）

「……だ、大丈夫だよゼッカ」

　ゼッカが頭の中で打開策を模索していると、フィールドの向こうからレンマが声をかけてきた。

「……いくら転ばされてもダメージはないんでしょ？　だったらあの人の切り札を攻略するチャンスは必ず来るよ」

「……」

　レンマの励ましに、ゼッカは答えることができない。そして、そんなレンマの言葉にギルティアは笑った。

「……な、何がおかしいの!?」

「アハハ。切り札か。切り札ねぇ。ねぇゴリラちゃん。この【芭蕉扇・羅刹女】が切り札だなんて……アタシ言ったっけ？」

「……え？」

「いいわねその顔。いい絶望顔だわ。お礼に見せてあげる。──【換装】！」

　ギルティアはスキル【換装】を発動。そのスキル効果により、ストレージの別の装備品をメニュー操作なしで装備することができる。

　手に握っていた【芭蕉扇・羅刹女】がストレージに戻り、代わりに別の剣がその手に握られた。

「アタシのコレクションを見せてあげる──【崩ほう雷らい剣クワガイガー】!!」

　ギルティアが装備したのはチェンソーのような剣だった。その名の通り、クワガイガーの意匠があちこちに見受けられる。

「……あれもユニーク装備!?」

「その通り。しかもスキル内蔵型よ！」

【崩雷剣クワガイガー】を天に掲げ、内蔵されていたスキルを発動する。ブオオンとチェンソーの歯が回転し、バチバチと帯電を始めた。

「これがユニークの力よ、ゼッカ──【大放電】！」

　そして、フィールド全体に電撃が降り注ぐ。それはクワガイガーの使用する【放電】以上の電撃だった。

「……っ!!」

　迫り来る電撃を回避し、時には剣で捌さばきつつ、ゼッカはギルティアとの距離を詰める。

（あの大きい剣は取り回しがしづらいはず。近づきさえすれば！）

「アンタの考えなんてお見通しなのよ──【換装】！」

　ただギルティアはそこまで甘くない。【換装】のスキルを発動させると、武器を【崩雷剣クワガイガー】から再び【芭蕉扇・羅刹女】にチェンジ。

　そのまま武器を振り下ろし、突風を発生させた。

「うわっ!?」

　芭蕉扇の力に為なす術すべもなく吹き飛ばされるゼッカ。そんなゼッカを見て、レンマは悲痛な声をあげた。

「……そんな、ひとりでユニーク装備を二本も持っているなんて……反則だ」

「二本で済めばいいけど……」

「……え？」

「少なくとも私と一緒に居たころのギルティアは、ユニーク装備なんて一つも持ってなかった。レアドロップ装備の【炎刀・烈火】をメインウェポンに戦う一般的な剣士セイバー職だった。つまりあの二本のユニークは……」

「……ゼッカと袂たもとを分かった後に手に入れたもの」

「ふふふ、気になる？　私がどうやってこのユニーク装備を手に入れたのか、気になるのねゼッカ。そうよね～当然だわ！」

　心の底から楽しそうに笑うギルティア。

「凄すごく気になる。教えてくれるの？」

「当然よ。アタシはアンタに自慢したくて自慢したくてしょうがなかったんだから！」

（……教えてくれるんだ!?）

　ギルティアのノリにレンマは驚く。ギルティアは久々にゼッカと遊べてテンションが上がっているようだ。

「ふっふっふ。アタシは今見せた二本の他ほかにあと五つ。合計七つのユニーク装備を持っているわ」

「「はぁ!?」」

　ゼッカとレンマの驚きが重なった。

「ゼッカがアタシの元を去った後。アンタを見返したくて、修行をしまくったわ。その過程で手に入れたのがユニークスキル【コレクター】!!」

「……ユニークスキル!?」

「そう。この【コレクター】の効果で、アタシは本来他人には譲渡できないユニーク装備を特別に譲ってもらうことができる」

　それこそがギルティアの強さの秘密。

　自分でユニーク装備を見つけなくとも。見つけたプレイヤーに頼んで譲ってもらうことで、いくつものユニーク装備を手にすることが出来るのだ。

　それをスキル【換装】で使い分け、見せびらかしながら戦う。

　ゼッカと別れてからのギルティアは、最強ギルドのギルドマスターにふさわしい贅ぜい沢たくな戦闘スタイルを手に入れた。

「……で、でもちょっと待ってよ。貴重なユニークを他人に譲る人なんて、そもそもいるの？」

「確かに、そんな人いるわけ……いや、一人だけいる。あの子のことを溺でき愛あいしていて、尚なお且かつ沢山のユニーク装備をゲットしてきたプレイヤーが」

「……あっ」

　そこでレンマも思い至ったようだった。彼女の兄、ランキングトップの男ロランド。彼は多くのユニーク装備を入手しながらも、自分では決して使わないことで有名だった。

「……なるほど。だからロランドはユニーク装備を使わなかったんだ」

「あの人のことだから妹に服を買ってあげるノリでユニーク装備を渡しているに違いない」

「話は終わったかしら？」

　スキル【換装】により再び【崩雷剣クワガイガー】を手にしたギルティア。

「もう集中力が切れてるじゃない。あんなぬるい連中と付き合ってるから弱くなるのよ」

「……」

「そろそろ諦あきらめなさいよ。ぬるい環境に逃げたアンタと実力者たちに囲まれて研けん鑽さんを積み重ねてきたアタシとじゃ、実力に差が開いて当然なんだから」

「ぬるい環境……？　確かにギルティアにはそう見えるかも。でもね、これだけは言えるよ」

「あ？」

　ゼッカの脳裏にヨハンと出会ってからの日々が思い出される。初心者であるはずのヨハンに驚かされ続ける日々。アイドルイベントでは変わった少女レンマと出会い。そしてトレジャーイベントを効率度外視で楽しんで。

　絶望すら感じた海賊王との戦いで、奇跡を見た。

【最果ての剣】で効率と強さだけを求めていたら決して体験することが出来なかった楽しい日々がそこにはあった。

「【最果ての剣】を抜けてからの私は……このゲームを全力で楽しんでいた！」

　挑発的な笑顔で、ゼッカは言い切った。

「何よそれ。それじゃ、アタシと……アタシたちと居た時は楽しくなかったって言うの？」

「……」

「答えなさいよっ──【大放電】！」

　フィールドに降り注ぐ電撃。それをゼッカは紙一重で躱かわしていく。そして、少しずつギルティアとの距離を詰めていく。

「ふん、またそれ？　芸がないわね──【換装】」

　ゼッカの接近を許すまじと、ギルティアは再び芭蕉扇を手に握る。

（芸がないのはそっちだよ）

　内心ほくそ笑むゼッカ。ギルティアが芭蕉扇でゼッカを引き離すのは、近接戦闘でゼッカに勝つ自信がないからだと見抜いている。

　装備の質で差をつけられようと、間合いに入ってからの駆け引きなら自分の方がまだ上だとゼッカは確信している。

（近づくことが出来れば……勝てる）

　手に持った芭蕉扇を振り下ろされてしまえばさっきの二の舞だ。

　だがゼッカには秘策があった。

「使わせてもらいますヨハンさん──【エンプレスアイズ】開眼！」

　ゼッカの左目が赤く輝く。それは先日ヨハンがクリスタルレグナント戦で手に入れた装飾品だった。自分では使わないからと、ゼッカにプレゼントしたのだ。

　赤く輝くゼッカの目を見て、ギルティアはクスリと笑う。

「ぷっ、何ソレ厨ちゆう二に病？　気持ち悪いから離れなさいよ……ねっ!!」

　その時、芭蕉扇を振り上げる自分の動きに違和感を覚えたギルティア。戦い慣れているギルティアはステータス画面を見ることなく、現在自分が陥った状況を理解した。

「アタシのスピードが下がってる……まさか、ゼッカがデバフ!?」

「へぇ、よくわかったね」

　ヨハンに貰もらった【エンプレスアイズ】の強さをすぐに理解したゼッカは、街にて魔術書を購入。相手のステータスを【弱体化】させる魔法が使えるようになる【初級呪術】を習得した。

　そして覚えた相手の敏びん捷しようステータスを下げる魔法【スピードダウン】を目で発動したのである。

　敏捷ステータスを下げられたギルティアの団扇を振り上げる動作はわずかに遅れ、さらに振り下ろす動作も重なってさらに遅れる。

　それはほんのわずかな時間。数秒あるかないかの時間。だが、ゼッカには十分だった。

「……くっ、このおおおお！」

　芭蕉扇を振り下ろしたギルティアの横を華麗にスライディングで通り抜ける。横には、風は発生しない。

「はあああああああああ！」

　そして背後に回り込み、無防備なギルティアの背中に攻撃を加えた。

「──【グランドクロス】!!」

　十字の閃せん光こうがギルティアの背中に直撃。だが、ギルティアの着る鎧よろいの防御力はトップクラス。【疾風】状態の積み重ねがなかったゼッカの攻撃では、そのＨＰを削り切ることは出来なかった。

「──【換装】！」

　生き延びたギルティアはあらゆるデバフを解除する鎧【インビジアーマー】に装備を変更。

　その能力でデバフを解除し、ゼッカから距離を取った。

「ふん。やるじゃない」

「私だってただ遊んでた訳じゃない。全力でこのゲームを楽しんでた。そして……それが強くなるための一番の方法だって教わった」

「だから……やめてよそれ」

　ゼッカの言葉を受けたギルティアは、不満そうだった。そして、少し寂しそうだった。

「まぁいいわ。勝負はまだ始まったばかり。勝ってアンタを【最果ての剣】まで連れ帰る」

「勝つのは私だよ。溜め込んだユニーク装備を全部使わせた上で倒す」

　一つの攻防が終わっても、二人の闘争心が消えることはなかった。次はどのように仕掛けよう。二人がそう思案していたその時。




『スマ～イル☆』




　地獄の底から鳴っているかのような、不気味な声がした。その声はスピーカーでも使っているのか、このエリア全体に響き渡る。

『スマ～イル☆』

「な、何よコレ……？」

「……不気味だ。【最果ての剣】の増援かな？」

「う、うちのギルドにこんな不気味な声の奴やついないわ。何？　一体何なの!?」

「この声は……まさか」

　ゼッカだけがこの不気味な声に聞き覚えがあった。三人が息を潜めると、今まで自分たちが歩いてきた方の道から『キシッキシッキシッ』と足音が聞こえてくる。

「この音……間違いない。あの時の」

「何？　知ってるのゼッカ？」

「うん。実は……」

　ゼッカが先日のランキングイベントで襲われた時のことを話すよりも先に、例の人物がこのエリアにやってきた。

　身長が二メートルに迫る赤い髪の男。白塗りのピエロメイクと鮮血色のスーツ。頭上に【ドナルド・スマイル】と名が表示されたその男は、陽気に話しかけてきた。

「ハァイ。そこのガールたち、ヨハンちゃんがどこに居るのか知らないかしら☆」

「ぎゃあああああああピエロおおおおおお!?」

　その恐ろしい姿を見ただけで、ギルティアは涙を流しながらその場に尻しりもちをついた。どうやら耐えられなかったようだ。

「ちょ……ギルティア。そういえばホラー苦手だったね」

「無理……マジでムリムリムリ……お、おおおお覚えてなさいゼッカ！　次に会う時は必ずアンタを倒し──」

「あら貴方あなた、【最果ての剣】のギルマスじゃな～い☆」

「ひぃい!?」

「そんなに泣いちゃってどうしたのよ。何か怖いことでもあったのかしら☆」

「ひいいいいいいひひいやああああああ」

　泣き叫びながらギルティアはログアウトしていった。




『ウィナー：ゼッカ!!』




　とメッセージが表示される。対戦相手が途中でログアウトしてしまったため、今のデュエルはゼッカの勝利となった。

　そして、デュエルが終わったことにより、デュエルフィールドも消滅していく。

「あら、貴方は。この前のランキングイベントで、ヨハンちゃんと一緒に居た子よねぇ？　も～う、どうしてあの時は逃げちゃったの～☆」

　体をくねくねさせながら言う目の前の男、ドナルド・スマイル。動いてしゃべっているだけでホラーなその存在に、ゼッカは悲鳴を上げて走り去りたい気分だった。

　だがレンマの手前、そんな無様は晒さらせない。そして、この男をここで放置してしまっては、ヨハンとコンのクエスト攻略の邪魔になってしまう。

　このドナルド・スマイルという男の目的が一切わからない以上、逃げ出すことは許されなかった。

「……」

　相手を威嚇するように剣を構えるゼッカの背にレンマが隠れる。

「……あのピエロ、もの凄く奇抜な格好だ。多分まともなプレイヤーじゃないよ」

「え？　あ、うん……そうだね」

　一瞬レンマのゴリラアーマーを見て言葉に詰まるゼッカ。ゼッカからすれば両方変な格好ではあるのだが、それは言わない方がいいだろう。

「何者ですか貴方は！　これ以上近づいたら斬きりますよ」

　今にも掴つかみかかろうとせんばかりのゼッカを見て、ドナルドは笑う。

「ちょっとちょっと～止やめて頂ちよう戴だい。ワタシ、戦いに来た訳じゃないのよ～☆」

「戦いに来た訳じゃない？」

「だから最初から言ってるでしょ？　ワタシはヨハンちゃんに聞きたいことがあるだけなのよ～☆」

　男の言葉に嘘うそはなさそうだった。

　ゼッカとレンマはしばし顔を見合わせた後、こくんと頷うなずく。

「まずは話を聞きましょう。ヨハンさんに会わせるかどうかは、それから判断します」

「オーケー。それじゃ、ゼッカちゃんにも話しちゃうわ～☆」








五章　メモリー・オブ・アヴァロン









『プレイヤーの皆様が平等に同じ体験をすることが出来ない可能性があります。あらかじめご了承ください』

　二十八歳の社会人、九十九つくも玉たま藻もはリリース前のＧＯＯの利用規約を読んで心底驚いた。

『君だけのオリジナルの冒険を！』がキャッチコピーの新作ゲーム『ジェネシス・オメガ・オンライン』。

　全プレイヤーが平等に機会を与えられ、対等な条件で遊べることが求められる昨今のゲーム業界において、真っ向から喧けん嘩かを売るようなキャッチコピーと利用規約。

　数多くのユニークが隠されているゲームが発売されるという情報は、どうやら本当だったようだと玉藻は期待に胸を躍らせる。

　ＧＯＯの黎れい明めい期き。玉藻はプレイヤーネームをコンとしてプレイを開始。そして開始早々、隠されたユニークを発見する。

　ユニーク召喚獣・九尾の狐きつね。強大な力を持つ超級召喚獣である。

「凄すごい。まさか本当にユニークを見つけることが出来るなんて。夢みたい！」

　数多くのユニークが隠されているＧＯＯではあるが、それを見つけられるのはごく一部のプレイヤーのみ。

　コンはまるで自分が物語の主人公にでもなったかのような、選ばれた者になったかのような気分だった。

　しかし九尾の狐は【超級】故、その召喚方法を自分自身で見つける必要があった。

　様々な方法を試してみる。だがコンは、どんなに頑張ってもその方法を見つけることができなかった。

「散々期待させておいて。こんなもの。召喚できないなら持っていても仕方ないわ」

「おや、いらないのかい？」

　八つ当たり気味に九尾の狐の召喚石を投げ捨てようとしていたコンの背に声が掛けられた。

「何あなた？」

「おっと怒らないでおくれ。君の持つ召喚石があまりに綺き麗れいだったから。つい声をかけてしまったんだよ」

　九本の尾をイメージした刻印が刻まれた特別な召喚石。それを指さし、そのプレイヤーは笑った。

（何、このキザな男……いや若いな。それに男じゃなくて……女の子？）

　男性寄りに作られたアバターは凜り々りしく、短い銀髪は星の光に煌きらめいていた。燃えるような赤い瞳ひとみは思わず見惚みとれそうになるくらい美しい。

「貴方は？　中学生？」

「私はセフィラ。お察しの通り女子中学生だよ。君は？」

「き、君って」

　コンは眉まゆを顰ひそめた。

　本当にセフィラが中学生ならば自分より十以上も下の年齢になる。自分が同年代に見られているなんて思わない。

　ただ舐なめられているのだとコンは内心不快に思った。

「……ん？　どうしたの？」

　だが無邪気に首を傾かしげるセフィラを見て毒気を抜かれた。

　それくらい、純粋な顔だった。年齢ごときで、言葉遣いごときで苛いらつくこちらの器が小さいのだと、自然とわからされる。

　きっとこのセフィラという少女は相手がどんなに年上であっても。男であっても。どんな人種であっても。

　今コンに話しかけてきたのと同じような気安さで接してくるのだろう。

　コンは、それを一瞬で理解する。そして、次第に彼女から目が離せなくなっている。

　この不思議な雰囲気の虜とりこになっている。

　この子なら退屈な日常から、自分を連れ出してくれるような気がした。どこか知らない世界へ連れて行ってくれるような気がした。

（物語の主人公って感じ。カリスマってこういうものを言うのね……）

　九尾の狐を手にしてからの特別感というものがコンの中から消えていた。

　だが、それでよかった。

　一言二言やり取りをしただけで、コンはこのセフィラという少女のことを気に入ってしまったのだから。

「ギルドを作ろうと思ってるんだ」

「ギルド……ああそういえば。そろそろ実装されるらしいわね」

「うんうんそうなんだ。いいよね～ギルド。気の合う仲間たちと冒険して、誰だれも見たことがないものを見る。そんなギルドを作りたいんだ」

　セフィラは目を輝かせながら、コンに手を差し伸べた。

「私の作るギルドに……君も参加してほしいと思っている。九尾の狐を喚よび出す方法も、みんなで探していこうよ」

　断る理由はなかった。セフィラの夢は力強く心に響いてきて。

　この子について行けば絶対に楽しい。そう思わせてくれた。だからコンは、迷うことなくセフィラの手を取った。

　セフィラをギルドマスターに。

　コンをサブギルドマスターにして、ギルド【決闘宿】は結成された。

　メンバーになる条件は召喚師サモナーであることと、セフィラに気に入られること。そんな【決闘宿】には個性的なプレイヤーが集まってきた。

　真面目で寡黙な医者。

　同時に喋しやべる双子のゴスロリ女子高生。

　ひねくれ者の優しい大学生。

　引退したお調子者の格闘家。

　自称武家の出の教師。

　年金暮らしのおばあさん。

　集まったのは九人。ギルドの目標の一つである九尾の狐の尾の数にちなんで九人だった。

　他にも【決闘宿】に入りたいというプレイヤーは大勢いたが、セフィラに言わせれば「このくらいの人数が丁度いい」らしい。

　そのあたりのバランス感覚はコンにはわからなかったが、セフィラがいいならそれでよかった。

　多かれ少なかれ、【決闘宿】に集まったメンバーは、みなセフィラに心酔していた。彼女の言うことに異を唱える者は誰もいなかった。

　この九人で、ＧＯＯの世界を遊び尽くした。おおよそ自分たちが楽しいと感じることにはすべて首を突っ込んだ。

　その過程で最強ギルドと呼ばれるようになった【決闘宿】。だが、【決闘宿】の誰もが最強ギルドの称号になんて興味はなかった。

　九人は自分たちが楽しければそれで良かったのだ。こんな日がずっと続くと、何の疑いもなく、コンは信じていた。










「ねぇ見て、コンさん。忠義の騎士が立ち止まったわ。……コンさん？」

「え？　ああ……すまへんなぁ魔王はん。少し考え事しとったわ」

　ゼッカたちにギルティアの足止めを任せたヨハンとコンは、ついに王の待つ最後の部屋の手前までやってきた。

　ここまで先導してくれた忠義の騎士が立ち止まり、こちらを振り向くと恭しく傅かしずいた。

『これまで皆さんが戦ってきた円卓の騎士は、すべて王の記憶を基に作られた幻に過ぎず。王はこの偽りの理想郷で、仲間たちが帰ってくるのをずっと待っているのです』

「そういう設定なの？」

「そうやで」

　ヨハンが耳打ちすると、コンは短く答えた。

『ですが、一度失われたものは決して戻ることはありません。過ぎ去った時は決して巻き戻ることはない。どうか。どうかこの偽りの理想郷に捕らわれた我らが王に。かつての栄光に囚とらわれた王に引導を。我が願いはそれだけです』

　言い終わった忠義の騎士は光の粒子となって消滅した。

　それを無表情で見送ったコンは、次の瞬間にはいつもの胡う散さん臭くさい笑みを浮かべ、ヨハンに向き直った。

「さてこれから言いたいところやけど。さっきの続きや魔王はん。聞いてくれる？」

「そうね。急ごうってことで中断しちゃったけど。ヒナドラを頂戴ってどういうこと？　ヒナドラなら貴方、持っているでしょう？」

　ヨハンはコンの言葉の真意を確かめたかった。

「言葉が足らへんかったんはかんにんや。正確には絆きずなポイントが最大のヒナドラを一いつ旦たんうちに渡してほしい」

　絆ポイントとは召喚石一つ一つに設定された隠しステータスであり、召喚を繰り返したり触れあったりすることで上がっていく。

「理由は聞いてもいいのよね？」

　ヨハンの問いにコンは頷いた。

　コンはストレージを開くと、一つの召喚石を取り出した。オレンジ色のクリスタルに、狐の尾を模した刻印が九つ刻まれている。

「凄い……綺麗な召喚石ね！」

「これは九尾の狐言うてな。魔王はんのクロノドラゴンと同じ【超級】どす」

「【超級】!?　凄いじゃない。超レアってやつ？」

「しかもこれはユニーク召喚獣。この世界に一つだけの……うちだけの召喚獣なんどす」

「ユニーク!?　召喚獣にもユニークがあるのね！」

「それで話の続きなんやけど」

　コクンと頷うなずいて、コンは召喚石に刻まれた九尾の刻印を指差した。九つある刻印の内、八つが輝いている。

「【超級】の召喚方法は自分で見つけるしかないいうのは知ってるやろ？　この九尾はまだ召喚できひん。この刻印を全部光らせる必要があるんどす」

「それで……光らせるために私のヒナドラが必要なの？」

　ヨハンの問いに、コンは頷いた。

　コンがまだ一人でＧＯＯを遊んでいた時も。【決闘宿】として活動していた時も。九尾の狐の召喚方法はまったくわからなかった。

　手がかりすら掴つかむことはできなかった。

　コンがそのヒントを掴んだのは、【決闘宿】が解散した時だった。

　今でも時々夢に見るあの日の光景。

　召喚師サモナー弱体化後、初めてのギルド対抗イベント。

　弱体化を受けた召喚師サモナーは、もうまともに対人戦を行うことは不可能だと言われていた。

　多くのギルドが解散し、召喚師サモナープレイヤーもＧＯＯを去った状態でのギルド対抗イベント。

　そんな状況でも【決闘宿】メンバーは、楽しくＧＯＯを遊べればそれでよかった。

　仕様がいくら変わろうが、ギルドで参加できるイベントだったら、仲間と協力して戦える。

　たとえ一位になれなくても、みんなで楽しく遊べればそれでよかった。

『雑魚ざこがよおおおおお！』

『これがお前らの本当の実力だ』

『そうだ、今までがおかしかったんだ』

『お前らも辞めちまえ！』

『この世界から出ていけ！』

　そんな【決闘宿】を待ち構えていたのは、心無い他ほかのプレイヤーたちからの罵ば詈り雑ぞう言ごんだった。

　修正前のマナーの悪い召喚師サモナーに苦汁をなめさせられてきたプレイヤーたちからの恨みを一身に受けることとなった。

【決闘宿】メンバーは対戦相手を貶おとしめるようなことはしてこなかった。だが、今まで召喚師サモナーの強さに不満を持っていたプレイヤーからすれば、悪意をぶつける相手は誰でもよかったのだろう。

　だが、大幅な弱体化を食らったとはいえ最強ギルド。培ってきた腕前でなんとか戦っていた。

　──しかし。

【最果ての剣】のプレイヤーたちには手も足も出なかった。

『夢から覚めた気分はどうだ？　最強ギルドの座は我ら【最果ての剣】が引き継ごう。お前たちはこれからも召喚師サモナーを恨むプレイヤーたちに粘着されるだろうが……まぁコソコソと頑張るんだな』

【最果ての剣】のプレイヤーが放ったその一言がとどめとなった。

　仲間たちの心が折れる音をコンは聞いた。

　今までの冒険すべてが取るに足らないガラクタになっていくような感覚がした。

『私は今日限りで辞めるよ』

『もっと穏やかな、平和なゲームに移ろうかと』

『ゲームで嫌な気持ちになんてなりたくないのでね』

『お前は残るのか、コン……』

『やめておきなよこんなゲーム……それでも残るの？』

『それならコン。私たちの召喚獣を……すべて君に。君に持っていてほしい』

　引退していく仲間たちの召喚石を受け取った後。九尾の刻印に光が灯ともったことに気が付いた。皮肉にも、一番大切だったものを失った瞬間だった。

「引退したギルメンの召喚石を受け取ったらな、刻印に光が灯ったんよ」

　今まで他の召喚師サモナーたちとも召喚石のやり取りをしたことはあったが、その時は光らなかった。

　そこでコンは思い至った。

　絆ポイントが最大値の召喚石を受け取る必要があるのだと。

　八人から受け取ったので八つの尾が光った。あとは一つ。

　召喚獣を愛し絆ポイントを貯められるようなプレイヤーがあと一人必要だった。

　だが、召喚師サモナー弱体化後のＧＯＯにそんなプレイヤーは残っていない。もう手遅れかと思った。コンがヨハンの噂を聞いたのは、そんな時だった。

「……そういうことだったの」

「そう。うちの目的は最初から、【決闘宿】がやり残したことをやり遂げること。九尾の狐を解放し、ボスのキングアーサーを倒す。それができたらうちもＧＯＯを引退する。この前集めた召喚石も全部魔王はんにあげるわ」

　ヨハンは首を振った。要らないのではなく、貰もらえないと思ったから。だがコンは構わず続けた。

「せやから魔王はん。うちの最後の頼みや。ヒナドラの所有権をうちに預けてくれへん？」

　ヨハンは押し黙って考える。

　その様子をコンは固かた唾ずを呑のんで見守った。投げやりにすら見えるコンだったが、内心はひやひやしている。

　絆ポイントを最大まで貯めるということは、並大抵のことではない。その召喚獣のことを愛していなければ、成し遂げられることではないのだ。

　そんな愛している召喚獣を一時であれ他人の手に渡す。それはとても危険なことだ。

　もしコンにヒナドラを渡したとして。その場でコンがログアウトしヨハンとの接触を一切断てば、もうヨハンはヒナドラを取り戻すことができなくなる。

　だからこそ、このやり取りには信頼関係が必要だ。

　幻げん蝶ちようの森でヨハンたちに接触したのも。海賊王レイドの時に駆けつけたのも。

　すべてはこの瞬間のための布石。ヨハンというプレイヤーから信頼を勝ち取るための行動だったのだ。

　そして、ヨハンの答えは──

「だって。いいかしらヒナドラ？　私はコンさんに協力したいと思っているんだけど」

「もきゅ！」

　ヨハンの頭上のヒナドラもサムズアップするかのように手を突き出した。

「わかってくれるのね、大好きよヒナドラ。それじゃ」

　ヨハンはヒナドラをひと撫なですると、スキル【パートナー】を解除。そして、ヒナドラの召喚石を手に持つと、コンに向けて差し出した。

「なっ──」

　ヨハンの行動にコンは驚いた。

　この時のために手は尽くした。

　そのために取り入ったつもりだった。

　だが……それでも。

　ヨハンがヒナドラを差し出してくるとは思っていなかった。ヨハンというプレイヤーを知れば知るほど、それは不可解な行動に思えた。

「ホンマに……ええの？」

「ええよ？」

「いやふざけないで！　ホンマにええの？　もしうちが嘘うそをついてたら、魔王はんの一番大事な相棒を盗とられてしまうかもしれへんのに」

「ふふ。盗ろうとしている人がそんな忠告をする訳ないじゃない。それにね、コンさん」

　ヨハンは目を閉じて、胸に手を当てた。温かい記憶を思い出すように。

「海賊王レイドの時、助けに来てくれて本当に嬉うれしかったわ。多分あなたが思っているよりずっと、私はあの時のことを感謝している。だから受け取ってほしいの」

　コンは震える手でヨハンのヒナドラが入った、玩具おもちや型の召喚石に触れた。

「ふふ、なんで貴方あなたが緊張してるの」

「う、うっさいわ」

「まさかお願いしておいて、了承された時のことを考えてなかったの？」

「まぁ……無理やとは思っとった。絶対に断られるって思っとったわ」

「あ、貸すだけだからね。召喚のための条件をクリアしたらすぐに返してもらうからね？」

「そないな怖い顔せんでも大丈夫や。さて、これで一時的にヒナドラがうちのものになったわけやけど……」

　ヒナドラを受け取った反対の手に持つ九尾の狐きつねの召喚石。その九つ目の尾の刻印に、光が灯った。




『スキル【九尾召喚】を獲得しました』




　そして、九尾の狐を召喚するためのスキルを入手するコン。

　それにより、ようやく九尾の狐のステータスを確認することができた。

　コンは丁寧にヒナドラの召喚石をヨハンに返す。そして、震える指で画面を操作しながら、九尾の狐の性能をチェックする。

　かつての【決闘宿】の悲願が達成されたことに感動しているのか。

　それとも初めての【超級】の性能に心が躍っているのか。

（いえ……きっとそのどちらでもない）

　九尾の狐が召喚できるようになったことに感動しているのは、間違いないのだろう。目的を達成した喜びに、偽りはないのだろう。

　だが、コンはきっとこの喜びを、かつての仲間たちと分かち合いたかったはずなのだ。

「行ける。行けるわ魔王はん。この九尾の狐が居れば……うちらだけで王を倒すことが出来る！」

「そんなに強いの？」

　ヨハンの問いに、コンはこくりと頷いた。そうとう自信があるようだ。

　コンの瞳ひとみを見て、ヨハンも覚悟を決める。

　この戦いは、コンが前に進むために必要なことなのだ。

「ほなら魔王はん。九尾の狐の最初で最後の晴れ舞台。最後まで付きおうてもらいますえ」

　伝説のギルド【決闘宿】の最後の一人。

　たった一人で戦い続けてきたコンの最後の戦いが始まろうとしていた。




　ゲートを潜くぐると、また違う場所へワープする。

　景色自体は先ほどまでと変わらない。透明な円形の板が地面にあって、周囲は宇宙空間のように果てしなく広がっている。

　今までと違うのは、ここにはまだ待ち構えているボスモンスターが居ること。

　ヨハンたちから見て一番遠い場所にポツンと置かれた玉座に、そのモンスターは腰掛けていた。

「あれが【キングアーサー】。ユニーククエスト【メモリー・オブ・アヴァロン】のボスモンスターや」

「あれが……」

　黄金の鎧よろいを纏まとった騎士たちの王。

『我らが理想郷を荒らす者たちよ。ここはお前たちが土足で踏み入っていい場所ではない』

　キングアーサーは玉座から立ち上がり、マントを翻す。そして、キングアーサーの周りに十二本の剣が円を描くように突き立った。

『ここは我らが求めた理想郷。我が盟友たちの帰る場所である。許してはおけぬ……我は守らねばならぬ。この理想郷を』

　そして、キングアーサーのその台詞せりふと共に、バトルの開始を告げるファンファーレが鳴り響く。

「バトルが始まったみたいだけれど、あの王様は何もしてこないわね」

「基本的に受け身なボスやからな。今はそれに乗っかる。召喚獣召喚──超時空航行母艦セカンドアーク！」

　コンが召喚を行うと、ヨハンが見たこともないような巨大な魔法陣が空に広がる。そして姿を現したのは、まるでＳＦ映画に登場する巨大な宇宙船のようなモンスターだった。

「ええっ……これも召喚獣なの!?」

「そうどす。ほな……」

「えっ……ええええ!?」

　コンが指をパチンと鳴らすと、ヨハンの視界がぐにゃっと歪ゆがむ。そして次の瞬間には、空に浮かぶセカンドアークのデッキ上までワープしていた。

「セカンドアークで戦う時はここから地面を見下ろして戦うのが基本や」

「凄すごいわ。簡単に制空権を確保できるのね」

「難しいこと知ってはるな。その通り。そして──」

　沈黙を守っていたキングアーサーがここで動く。

『我が盟友たちよ。仮初めの姿で我に力を貸してくれ──』

　周囲に突き刺さった剣の内、二本を抜き去ると、手前に投げる。

『出いでよ、我が盟友たちよ！』

　キングアーサーの呼びかけに応じ、煌びやかな甲かつ冑ちゆうを纏った騎士が二人姿を現す。騎士たちはキングアーサーの投げた剣を手に取ると、上空のセカンドアークを見据えた。

「仲間を召喚した!?」

　ヨハンは新たに現れた敵の頭上を睨にらむ。

【ランスロットファントム】【パロミデスファントム】と表示されていた。

「こっちの動きを見て、その対応に最もふさわしい円卓の騎士を二体召喚してくる……それがキングアーサーの戦い方や」

　コン曰いわく、キングアーサーの召喚する円卓の騎士はこれまでのエリアで戦った、ボスだった時と全く同じステータス性能をしているという。

「所謂いわゆるボスラッシュやね」

「な、なら先にキングアーサー本体を倒してしまった方がいいんじゃない？」

　ヨハンの提案に、コンは首を振った。

　そして、キングアーサーの周囲に突き立った剣を指差す。

「あの剣はこの世界にやってきたアーサー王……キングアーサーが持ち込んだ、仲間たちの記憶やデータを具現化したもんや。あの剣を触媒に、キングアーサーは円卓の騎士を召喚しとる。そしてあの剣はキングアーサーに強力なバフ……つまり強化状態をかけとる」

　強化される数値は膨大で、解除することもできない。

「せやけど召喚された円卓の騎士を倒せば剣は破壊される。このボス戦の攻略ルートは召喚される円卓の騎士を倒し、キングアーサーの強化状態をすべて解除。その後、キングアーサーを倒す……これが王道にして唯一の勝利方法や」

「つまり……今までのボスだった円卓の騎士を一度に相手にしなくてはならないってことよね……」

「そないな顔せんでも、うちと魔王はんなら余裕や。なぁ魔王はん。十二体。十二体や。円卓の騎士を倒したら、うちの九尾でキングアーサーを叩たたく。せやから……」

「言わなくてもわかってる。コンさんと……仲間たちの最後の戦い、必ず勝利に導いてみせるわ」

「おおきに」

　ヨハンたちが話を終えるのと同時に、地上から雄お叫たけびが聞こえる。それを見て、ヨハンは驚きの声を上げた。

「ええええ!?　あのパロミデスファントムって人、背中から翼が生えてる!?」

　セカンドアークで制空権を取っているから案外余裕なのではと思っていたヨハンは驚きよう愕がくする。

「な……なんで!?　円卓の騎士ってモンスターなの!?」

「まぁゲームやし。そら特殊能力の一つや二つあるやろ」

「あっ……あっちのランスロットって人は、まるで空中に足場があるかのようにジャンプを繰り返して近づいてくるわ！」

「魔王はんはゲーム詳しくないんやったっけ？　あれがテレビゲーム時代から続く由緒正しい【二段ジャンプ】や」

「二段どころか三段四段五段とジャンプしてるんですけど!?」

　ここでようやく初めにコンが言っていたことを理解するヨハン。

　キングアーサーはこちらの行動に合わせて召喚する円卓の騎士を変えてくる。

　つまり、こちらが飛行ユニットのセカンドアークを召喚したから、それに対抗して空中戦を行える騎士を召喚したのだ。

「迎撃は私がやる？」

「いや、うちに任せて──【ノアーズフラッド】！」

　コンはセカンドアークのスキルを発動する。宇宙船のようなその全身の砲門が開き、そこから水流が発生。災害規模の水量で空中を移動していたパロミデスファントムとランスロットファントムを押し流す。

　二体の騎士はその水流に逆らうことが出来ず地面に叩きつけられ、そのままフィールドの外まで押し流されてしまった。

「ランスロットとパロミデスが落ちていったわ！」

「場外落ちすると召喚獣は消滅や。これで早くも二本、王様の剣を破壊完了」

「それにしても凄いのね、この子。どう見ても無機物だけど……こんな強力な攻撃ができるなんて」

　ヨハンがセカンドアークを褒めると、コンが嬉しそうに笑った。

「当然や。この召喚獣は【決闘宿】のギルドマスター、セフィラの最強の召喚獣だった子やからな」

「【決闘宿】の……」

　そこでヨハンは思い至る。このセカンドアークは、コンの昔の仲間が残したもの。九尾の刻印を灯ともした一体なのだと。

「お、来たで」

　その時、フィールドの外からエネルギーの塊のような、霊魂のようなものが二つやってきてセカンドアークに吸収される。

「あれは何？」

「セカンドアークの第二スキル【エターナルソウル】や。【ノアーズフラッド】は超強力な攻撃スキルやけど、ＭＰを殆ほとんど使い切る。せやけど【エターナルソウル】で、倒した召喚獣やフィールドの召喚獣を吸収してＭＰを回復し、その弱点を補う。さらには第三スキルの【エターナルドライブ】でＭＰ上限をなくし、無駄な回復を出さない。一体で完結した超強力な召喚獣や」

「凄いわね」

　条件さえ整えば無限に戦うことができるじゃない、と感心するヨハン。

「この子だけやあらへんよ？　【決闘宿】メンバーが絆きずなポイントを最大まで上げた召喚獣たちは、どれもこれもが超レアで超強力や。円卓狩りがてらにいくつか見せたるわ」

「楽しみ。でも、その【決闘宿】の人たちの召喚獣を私が持ったら、【暗黒の遺伝子】で凄いことができそうな気がするわね！」

　ヨハンが何気なく言った言葉に、コンは苦い顔をした。

「いくら魔王はんでも、うちが引退する時にこの八体だけは渡せへんなぁ」

「そんな!?　私はヒナドラを貸してあげたのに!?」

「それとこれとは話が別や」

「ズルいわ！」

「あっ、待って魔王はん。円卓の騎士を倒したから、キングアーサーが攻撃スキルを使ってくる」

「え？」

　ヨハンが身を乗り出して地上を見てみれば、キングアーサーが剣を振りかぶっている。その刀身は黄金に輝いていて、以前ゼッカが使った【ファイナルセイバー】を思い出させる。

「あれは食らった相手のＨＰを強制的に０にするキングアーサーの必殺技」

「必殺技!?　スキルじゃなくて!?」

「その名も【サイキョウキングエクスカリバー】や」

「待って、とても強そう……逃げなくちゃ！」

　コンの説明を聞いたヨハンは先日戦ったクリスタルレグナントの【アブソリュートゼロ】を思い出す。【時空転生】はまだ再使用できないので、あの攻撃を食らったら完全にゲームオーバーである。

「セカンドアーク、うちらを地上へ」

　コンが叫ぶと、再びヨハンの視界が歪む。

　そして、次の瞬間には地上に戻っていた。

　それと同時に、キングアーサーが剣を振り下ろす。放たれた黄金のエネルギー波がセカンドアークの船体を貫通した。

　ＨＰを失ったセカンドアークがゆっくりと消滅していく。

「さようならセカンドアーク。私たちを色々な所に連れて行ってくれて、本当にありがとう──」

　ヨハンは爆音の中で、コンの声を聞いた気がした。しっとりとした静かな声。聞き間違いかと思うほど儚はかない声だった。

　だが、次の瞬間にはコンはいつもの調子に戻って、ヨハンに笑いかけてきた。

「さて第二ラウンドや。次は魔王はんのターン。魔王はんに合わせてうちがサポートするさかい、適当に暴れはって」

「わかったわ。それじゃ……」

　ヨハンは先ほどコンから返してもらったばかりのヒナドラの召喚石を取り出す。

「召喚獣召喚──ヒナドラ！」

「もきゅ！」

　幾何学的な魔法陣から、小さな相棒が姿を現した。

「さらに──進化よ！」

「もっきゅー」

　ヨハンの声と共にスキル【進化召喚・ヒナドラ】が発動。ヒナドラの体が強く輝き、その姿を大きく変えていく。

「もぎゅああああああ」

　漆黒の生態金属に身を包んだ時の竜、クロノドラゴンが姿を現す。

「さぁ行くわよクロノドラゴン……コンさんの花道、私たちで盛り上げましょう！」

「ぎゅおおおおんぐ」

　ヨハンはクロノドラゴンの頭部に跳び移る。そして、ヨハンを乗せたクロノドラゴンは、玉座の前に君臨するキングアーサー目掛けて一直線に駆けだした。
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　飛び去った黒き竜の背を見送って、コンはふと呟つぶやいた。

「はぁ。いつも楽しそうやなぁ……いや、それもそうやな。今の魔王はんには力があって。仲間がおって。バチモンがおって」

　コンは、今日ここまでの道のりを思い出す。

　それはこの【メモリー・オブ・アヴァロン】を開始してからのことではなく。幻げん蝶ちようの森で初めて話した時からのこと。

　二ヶ月ほど前のランキングイベントで頭角を現した召喚師サモナーは二人いた。情報通のコンはその両者を調べた上で、一緒に戦うならヨハンがいいと思っていた。

　理由はない。ただの直感だった。

　かつての仲間、【決闘宿】のギルドマスターセフィラがそうしていたように、自分の中の感覚に従った。

　おそらくそれは、正解と言ってよかった。

　昔に戻ったかのように楽しかった。

　もしバチモンコラボイベントがあと一ヶ月早く始まって。

　ヨハンが【決闘宿】に入ってくれていたら。

　そんなありもしない、もしもの可能性を夢想する程には、ヨハンのことを気に入っていた。

【決闘宿】解散の後。

　召喚師サモナー一人でも舐なめられないようにとアバターの見た目を変え。しゃべり方を変え。

　得体のしれない、トリックスターな強キャラを演じてきた。

　そんな凝り固まったコンの心が少しずつ解ほぐされていく。

「あかんわ……決心が揺らぎそう。ん、王様が円卓の騎士を一気に四体も喚よびだしてはるわ……それだけ魔王はんとクロノドラゴンが怖いいうわけやねぇ。あはは、頼もしいわ」

　感傷に浸るのは終わってからでいい。そう思い直し、コンは次の召喚石を取り出した。

「召喚獣召喚──覇は拳けん守護神エンシェントハンド！」

　魔法陣から現れたのは、機械で出来た巨大な手の平。

　その五本の指先には、それぞれ顔のようなセンサーアイが光っている。味方のサポートを得意とするこの召喚獣も、【決闘宿】の仲間から受け継いだものだ。

「エンシェントハンド、魔王はんのサポートを」

　物言わぬマシーン型召喚獣エンシェントハンドは、黙ってコンの指示に従い、キングアーサーの方へと向かっていった。
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「──【放電】！」

　ヨハンの手の平から放たれた電撃が円卓の騎士たちを襲う。

　キングアーサーによって召喚された円卓の騎士は四体。【ガウェインファントム】【ガラハッドファントム】【ボールスファントム】【パーシヴァルファントム】。

　どれも近接戦闘に秀でたタイプなのだろう。

【スタン】にも耐性があるようで、クワガイガー由来の電撃を受けても状態異常にはならなかった。

「くっ、敵の攻撃!?」

　ヨハンたちの追撃を掻かい潜くぐり、隙すき間まを縫うような動きでガウェインファントムがクロノドラゴンの懐に入った。

「早い!?」

　あまりの速さに対応できないヨハン。

　だが、敵の攻撃がクロノドラゴンを傷つけることはなかった。

「な、なんで……」

　そこでコンの召喚獣がすぐ側そばにいることに気が付く。

　巨大な手の形をした召喚獣エンシェントハンドは、その形を三種類に変化させることで、それぞれ味方のステータスを強化する。

　現在のエンシェントハンドは、指を開いてじゃんけんのパーの形をしていた。

「スキル【パーの型】。味方全体の防御ステータスを大幅に上昇させる。そして次は……【グーの型】。魔王はんとクロノドラゴンの筋力ステータスが上昇や」

　エンシェントハンドがグーの形になると、ヨハンたちにオレンジ色のオーラが現れる。筋力が上昇したのだ。

「チャンスよ──【ファイナル・メテオ・インパクト】！」

　クロノドラゴンから飛び降りたヨハンは、その落下速度を利用しつつメテオバードのスキルを発動。全身に炎を纏まといながら、円卓の騎士たちに突っ込んだ。

「ガラハッドファントム、ボールスファントムを撃破！」

　たった一撃で二体を持っていく。

　思わずヨハンも勝利の雄お叫たけび。だが召喚獣たちも負けてはいない。

【グーの型】のまま突進したエンシェントハンドがパーシヴァルファントムを上空に打ち上げる。それを空中でキャッチしたクロノドラゴンは、先ほどのお返しと、手に持ったパーシヴァルファントムの体をガウェインファントムに叩たたきつける。

「スキル発動──【ダムドチャージ】でエンシェントハンドをうちのＭＰへ。続けて召喚獣召喚──【機甲天使セイントデーモン】」

　コンはエンシェントハンドを消滅させ、【ダムドチャージ】で自分のＭＰを回復。そのＭＰを使って新たな召喚獣を喚びだした。

　しかも、自慢の拳けん銃じゆう型召喚杖つえディーパークラックを使用。折り重なって倒れる円卓の騎士たちの真上に幾何学的な魔法陣が広がった。

　そして黒き光と共に、滅めつ紫し色の金属でできた機械の天使が天空に降臨した。

「セイントデーモン──【ジャッジメントスピア】！」

　コンの指示を受けたセイントデーモンの体がロボットのように一瞬で変形。その姿を細長い槍やりへと変えた。

　そして、オーラを纏まとって、重なった円卓の騎士たちを貫く。

「どうや魔王はん。これで円卓の騎士も残り六体。折り返し地点や」

「流石さすがねコンさん！」

　ウィンクするコンに、ヨハンは笑い返す。

『愚かな……愚かな……』

　怒りに肩をふるわせたキングアーサーは、残る六本の剣をすべて引き抜く。そしてそのまま六体の円卓の騎士を喚び出した。

『我が盟友の残ざん滓しよ。我らの敵を倒せ……』

　六体の騎士が一斉にヨハンたちへ向かってくる。それはそのまま、ボスが六体一斉に襲ってきていることを意味する。

　普通なら絶望的な状況だが。

「ちゃんと切り札は温存しておいたのよ。クロノドラゴン──【真時空竜王領域タイムメイカー】！」

　クロノドラゴンの背中の羽から光が溢あふれ出し、フィールド全体を覆っていく。

　これでクロノドラゴンは、このバトル中に発生したすべてのスキルを使うことができるようになった。

「コンさん、スキルを借りるわ──【ノアーズフラッド】最大出力！」

「ぎゅわああああああ」

　クロノドラゴンの背面にいくつもの門が開き、そこから一斉に水があふれ出る。大量の水はヨハンやコンを避けて、迫り来る円卓の騎士だけを押し流す。

　抵抗する騎士たち。だが聖書に伝わるノアの大洪水を再現したのが【ノアーズフラッド】というスキルである。人型の円卓の騎士モンスターたちでは、為なす術すべなく流されてしまう。

【超級】クロノドラゴンのステータスで放ったとしても、【ノアーズフラッド】ではボス級である円卓の騎士たちのＨＰを削り切ることはできない。

　だが、このフィールドは落下してしまうと敗北となる。それゆえに、楽に円卓の騎士たちを消し去ることができたのだ。

　そして、フィールドを包み込んだ水がすべてエリアの外に吐き出され。

　最後に残るのは円卓の王、キングアーサーのみとなった。

『誰も』

　王は自らの剣を手に取ると、震える声でしゃべり出す。イベントが進行していることを確認したヨハンとコンは、黙ってキングアーサーの言葉を待った。

『たった一人。この世界にやってきて……どれほどの時が経たったのか』

　キングアーサーは剣を振り上げる。

『同胞は誰一人として我が元へは戻らず』

　その剣には光のオーラが集結し。

『あの栄光の日々を忘れたか。あの輝かしい日々を忘れたか』

　今あふれ出そうとしている。

「これマズくない、コンさん？」

「大丈夫。うちを信じて」

『この理想郷は誰だれにも消させはせぬ。ここは騎士たちの帰る場所』

　このタイミングでコンがセイントデーモンに指示を出す。すると、槍の形をしていたセイントデーモンが、今度は盾のような姿へと変形する。

『消えされ……浅ましき侵入者たちよ』

　独白を終え、キングアーサーが剣を振り下ろす。コピーすることができなかったスキルを超えた必殺技【サイキョウキングエクスカリバー】の輝きがヨハンたちを襲う。

「セイントデーモンのスキル──【セイントシールド】！」

　盾へと変形したセイントデーモンのスキルが発動する。

「黒き聖なる盾はその身を犠牲に味方を守る。【セイントシールド】はあらゆる効果を無視して攻撃をその身に引き寄せる完全防御スキル」

　光のエネルギー波はその軌道を大きく変え、上空へ移動したセイントデーモンへと注がれる。

　その光景をコンは寂しそうな、どこか懐かしむような表情で見守った。

「今まで何度も、こうして守ってくれたわね。最後まで……ありがとう」

　そして切り替えるように自分の頬ほおをぽんぽん叩くと、ニヤリと笑った。

「さて。いよいよ真打ち登場や」

　悪戯いたずらを楽しむ子どものような無邪気な顔だ。

「やっちゃってコンさん。これは貴方あなたの戦いよ。だから──最後まで楽しんで！」

「魔王はんのお陰でここまで来られた。ほんまにありがとう」

「いいのよ。そういうのは、勝ってからにしましょう」

「それもそうやね。ほな」

　コンは再びキングアーサーを睨にらむ。

　すべての円卓の騎士を倒したことで、その身に備わっていた数々の強化状態はすべて消え去った。

　だが、それでもキングアーサーが強いボスであることに変わりはない。

　ここまでやって、ようやくボス戦のスタートなのだ。

（長いようであっという間だった。この戦いで私は……このゲームでの冒険に終止符を打つ。見ててね、みんな）

「その尾に宿すは憎しみにあらず。唱えるは【九尾召喚】。九の絆きずなを束ねて究極の姿を現せ。降臨せよ──【超級】──九尾の狐きつね!!」

　その召喚演出に、ヨハンは心を奪われた。魔法陣が九つ重なって。その中から、九つの尾を持つ白銀の巨大な狐が姿を現した。

「これが……九尾の狐……やっと」

「凄すごい綺き麗れい……神様みたいだわ」

　全身を覆う白銀の体毛に朱の差し色が神々しい。見惚みとれるほどの気品と美しさがその姿にはあった。
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『この世界にやってきて……どれほどの時が経ったのか』

　先ほどと同じ台詞せりふ。キングアーサーは再び剣を振り上げた。

「まずいわコンさん。また必殺技が来る！」

　ヨハンは叫んだ。どうやらここからは、ひたすら【サイキョウキングエクスカリバー】を打ってくるのが攻撃パターンらしい。

『同胞は誰一人として我が元へは戻らず』

「打たれる前に勝つ。九尾にはその力がある」

　そう叫ぶと、コンは九尾の背に跳び乗った。主を背に乗せた九尾は嬉うれしそうに目を細めると、敵に向かって駆けだした。

「ええっ!!　突っ込むの!?」

　コンの行動に驚きを隠せないヨハン。あれでは敵の攻撃の的になってしまう。

　だが、コンがやけくそになったとも思えない。黙って見守る他ほかなかった。

「九尾のスキル発動──【妖よう術じゆつ・憑ひよう依い装着】！」

　九つの尾が妖あやしく光る。すると、どこからともなく霊魂のようなものが集まってきて、九尾に吸収されていく。

　その霊魂はそれぞれ違う形をしていた。

「あれが、九尾のスキル？　あの魂みたいなやつ、どことなくセカンドアークに似てる……。こっちはセイントデーモンに？」

　九尾の狐のスキル【妖術・憑依装着】は、このバトル中に消滅した召喚獣たちの魂を取り込み、そのステータス数値を自分のステータスに加えるという強力なもの。

　ステータスアップにより速度を増した九尾は、より速いスピードでキングアーサーへ迫る。

「凄い！　倒れた味方の召喚獣の力を借りて、パワーアップするスキルなのね！」

「それだけやない。九尾が取り込むんは……敵の召喚獣もや」

「……っ!?　まさか」

「そう、そのまさかや。うちらが倒した円卓の騎士たちのステータスも、全部九尾に加算される」

　キングアーサーが喚び出していた円卓の騎士たちは召喚獣扱いである。

　しかも、プレイヤーが扱う召喚獣とは異なり、ボスと同等のステータスを持っている。九尾はそれらすべてを自分の力としたのだ。

『馬鹿な。我が同胞の魂が……我を討とうとでも言うのか』

　キングアーサーの剣から光が溢れる。チャージが完了したのだ。だが、爆発的にステータスをアップさせた九尾の方が速い。

「うちにはアンタの気持ち、ほんの少しだけわかるわ」

『馬鹿な……この我が』

「今、仲間の所に送り届けてやるわ──九尾！」

「きゅおおおおおおん」

　ひと鳴きすると、九尾の狐はキングアーサーの胴にかみついて……体をそのままかみ砕いた。鮮血のように飛び散るダメージエフェクトと砕けた鎧よろい。

『ぐおおおおおおおおおお!?』

　キングアーサーは断末魔と共に、光の粒子となって消滅した。

「終わった……ああ」

　この瞬間、コンの長い戦いが終わった。

　ずっと待ち焦がれていた九尾の狐で、仲間たちと挑戦し続けたユニーククエストをクリアできた。

「くぅん」

　感動に身を震わせるコンに、九尾の狐がすり寄ってきた。

　その巨体で小動物がするように体をくっつけてくるのだから、コンからすればたまらない。

「なんや……もう」

「ふふ、九尾ったら。コンさんのことが大好きなのね」

　近づいてきたヨハンが微笑ほほえましく笑う。

「うちのことが……？」

「くぅん」

「せやね。やっと会えたんやもんねぇ」

　九尾の首を撫なでながら、コンは言った。

「初めて見つけてから……えらい長い時間が過ぎてもうたなぁ……」

　感動のあまり、目に涙を溜ためるコン。

　だが、その時ふと異変に気付く。

「なぁ魔王はん……うち嫌なことに気付いたんやけど……勝利報酬がまだ出てへんよなぁ」

「勝利報酬……ああ、宝箱ね！　そういえばまだね。経験値は入ったみたいだけど」

「これだけ大掛かりなクエストをクリアして。無報酬なんてあり得るんやろか？」

　ようやくヨハンも異変に気付く。

　何かがおかしいのだ。

　何かが。

　その違和感の正体を探るため、周囲を見回す。もちろん、九尾の狐とクロノドラゴンも。

　そして、ヨハンは空を指差した。

「ねぇ、コンさんあれ」

「あれは……」

　上空には消滅したキングアーサーだったもの……その光の粒子が渦巻きのようになって漂っている。

　さらに、フィールドエフェクトだと思われていた空気中を漂っていた電子のような光が、その渦へ集まっているのだ。

　そして、その光の渦は巨大な何かに形を変えていく。脈動しながら、徐々に実体化しようとしているのだ。

「何かが誕生しようとしている？」

「まぁ並大抵のボスなら九尾で瞬殺や……けど」

　なぜか嫌な予感がした。

　そしてその予感が当たりだとでもいうように、集まった光は新たなモンスターへと姿を変えた。

　それはメタリックレッド色の鱗うろこを持った巨大な竜だった。

　剣と盾を持っていて、一言で表すなら騎士竜だろう。

「グローリアスペンドラゴン……」

　ヨハンが表示された敵の名前を読み上げた。

『何故なぜだ……何故誰も助けに来てくれない……我の、王のピンチである。円卓の騎士たちよ、我が元に集え……何故だ。何故誰も現れない!!』

　未いまだエネルギーを吸収し巨大化を続けるグローリアスペンドラゴンは、悲鳴のような雄お叫たけびを上げる。

『ギャオオオオオオオオス』

　耳を劈つんざく悲しい雄叫び。

「うっ……」

「なんやこれ!?」

　思わず耳を押さえるヨハンとコン。だがこの咆ほう哮こうの狙ねらいは、プレイヤーの耳を塞ふさがせることではなかった。

「くうううううん」

「ぎゅわああああ」

「なっ!?　九尾の狐が」

「クロノドラゴン!?」

　まだＭＰが十分に残っていたクロノドラゴンと、圧倒的なパワーアップを果たした九尾の狐が消滅してしまった。

「今のは攻撃じゃないみたい。新しい敵が出たから、フィールドがリセットされたようなもの……みたいよ。あれ、コンさん？　コンさん!?」

「そんな……うちの九尾が……うちらの……【決闘宿】の」

　ユニーク召喚獣、九尾の狐の封印を解き、【決闘宿】がやり残したユニーククエストを九尾の力でクリアする。

　それだけをモチベーションに頑張ってきたコン。

　今それを絶たれ、絶望を感じて膝ひざを折っていた。

　一度召喚した召喚獣を再度使えるようになるには、消滅から一時間が経過する必要がある。この戦いの最中さなかにもう一度九尾の狐を召喚するのは現実的ではないだろう。

「終わった……うちは……私は何のために今まで頑張って……」

「まだ終わってないわ」

「魔王はん？」

「必ず勝つ手段はあるはずよ」

「勝つ手段？　そんなもの……」

　キングアーサーとの戦いで、ヨハンもコンも切り札をほぼ使い切っている。

　円卓召喚獣たちとの戦いも、ヨハンたちが出し惜しみなく次々と切り札級を投入したからこそ、あそこまで楽に戦いを進められたのだ。

　だが、一度使った手はもう使えない。

　普通なら態勢を立て直し、後日再挑戦するのが得策だが。

「あの【最果ての剣】のギルマス。あの子がもう仲間にここの情報を伝えてはる。そしたらあっという間にクリアされてまう」

　ユニーククエストは一度クリアされてしまえば二度と遊ぶことはできない。

　ギルティアに解放条件を見られていた以上、今日この瞬間が最後のチャンスなのだ。

「勝てるわよ。今日、この瞬間」

「自信満々やね。何か勝算でも？」

「それはまだないのだけれど……ほら、アレを見て？」

「アレ……あっ」

　ヨハンが指差したのは、このフィールドの入り口。青い装備を身に纏まとったゼッカと白いゴリラの着ぐるみのレンマ。

　そして──。

　二人の後ろにはランキングイベントで追いかけてきた赤いピエロ男が居た。

「なんか変なのおるー!?」

「な……なんであのピエロが!?　と、とにかく。みんなで戦えばチャンスはあると思うの。後は、コンさんが許可をくれれば」

「……」

　召喚師サモナーだけでこのクエストをクリアする。それがコンの願いだった。

　弱体化させられたからこその意地だった。

「うわああ!?　なんですかあの竜？　どんどん大きくなっていきますよ!?」

「……グローリアスペンドラゴンか。ペンドラゴンってアーサー王の名前で、竜って意味じゃないと思うんだけど」

「ちょっとちょっと～。凄すごく面白そうなことになっちゃってるじゃな～い。ワタシも交ぜて頂ちよう戴だいよ☆」

「えっと……ゼッカちゃん。この人とは仲良くなった感じなの？」

「ああ、実はですね──」




　コンはヨハンたちの様子をどこか遠くの国の出来事のように眺めていた。

（ああ。本当なら……）

　絶体絶命のピンチだというのに、どこかこの状況を楽しんでいるようなヨハンたちに、かつての仲間たちの姿が重なった。

　彼らはどんなに絶望的な状況になったとしても、諦あきらめなかった。

（本当ならこのクエストは【決闘宿】のみんなと一緒に戦って。ようやく勝てたと思ったらこのドラゴンが出てきて。私は無理だよって怯おびえて。もう切り札なんて残ってないよって叫んで。仲間たちはそんな私を温かく笑ってくれて……）

『大丈夫だよコン。私たちがついてるじゃないか！』

　ギルマスのセフィラはそう言って肩を叩たたいてくれるのだ。彼女はいつだって、コンの背中を押してくれた。

　まるで小物でも手渡すように簡単に、コンに勇気をくれた。

『コン、私たちには君の力が必要なんだ──』

（もう。誰も私を励ましてはくれない。私を必要だと言ってくれない。ああ……本当の本当に……【決闘宿】はなくなったんだ）

　みっともなくても。無様でも。

　このクエストに挑み続けていれば、何かが変わるかもしれないと思っていた。

　もしかしたら噂を聞きつけた仲間が戻ってきてくれるかもしれないと。ありもしない可能性に縋すがっていた。

（諦めたような振りをしていても。結局私は、あの場所に帰りたかっただけなんだ）

　自らの未練がましさが情けなくなる。仲間たちはとっくにこのゲームを見限って、別のゲームで楽しくやっているだろう。

　何故自分だけ、みっともなくあがき続けなくてはならないのか。

（そう思ったら急に馬鹿らしくなってきた。さっさとログアウトしよう）

　そう思ってメニューを開きかけるが、

「あの……」

　そんなコンに、ヨハンがおずおずと声を掛けてきた。

「なぁに？」

「あのねコンさん。この人たちにも協力してもらうのはダメかしら？　もちろん、召喚師サモナーだけでクリアしたいっていうコンさんの気持ちは尊重するつもりなんだけど」

「ええよ別に」

「本当ですか！」

　コンの言葉に、ゼッカが強く反応した。ユニーククエストに興味津々だったゼッカだ。本当に心の底から嬉うれしいのだろう。

　ありがとうとコンに頭を下げている。

「ほならうちはもう帰るから、あとよろしく～」

「ええ!?」

　喜びから一転、ゼッカが驚きよう愕がくの声をあげた。

「何故ですか!?」

「こんなことしても意味がないことに気付いたからや。うちはこのクエストをクリアする気が失うせた。あとは好きにしたらええよ」

「駄目よコンさん」

　投げやりに去ろうとするコンをヨハンが止めた。

「このままじゃ、このクエストを【最果ての剣】の人たちに横取りされちゃうわ。それはダメ。このユニーククエストはコンさんと【決闘宿】のものなんだから」

「せやけどなぁ……」

【決闘宿】はもうない。この世のどこにも。

　だからこそ、もういなくなった彼らに義理立てする必要はどこにもないのだ。

「コンさん自身のためにも、このクエストは絶対にここでクリアしなくちゃダメ」

「うちのため？」

「お願いコンさん。貴方あなたの力が必要なの！」

「……なっ!?」

　コンの手を両手でぎゅっと握って、ヨハンはそう言った。

　その真剣な眼まな差ざしに、心が震えた。

「そ、そこまで言うなら……まぁ手伝ってもええわ。せっかくここまで来たんやし」

「ありがとうコンさん！　心強いわ」

「べ、別に。手伝うだけや手伝うだけ！」

「あれ、コンさんってもしかしてツンデレですか？」

「……ツンデレは今時流行はやらない」

「うっさいわ。ええねんうちはツンデレ全盛期に青春時代過ごしてるんやから！」

「ハイハイ喧けん嘩かはそこまで。そろそろ上のドラゴンちゃんが目覚めそうよ☆」

　手を叩いて会話を止めるピエロ男もとい──。

「手短に自己紹介。ワタシはドナルド・スマイル。魔法使いウイザードだけど近接戦闘を得意としているわ。よろしくね☆」

　ドナルドがウィンクすると、ヨハンたちの背に悪寒が走った。

「なんやこのピエロ男。急に仕切りだして……」

「こう見えて実力は凄いはずだから」

　ランキングイベントの最終フェーズでヨハンやゼッカと同じ部屋に振り分けられ。

　他ほかのプレイヤーを虐殺していたヨハンゾンビ……ではなくレギオンゾンビを軽々撃破。

　かなりの実力者とみて間違いないだろう。

「魔法使いウイザードなら遠距離攻撃をお願いしましょ……え、近接戦闘が得意？」

　ドナルドの戦い方がどんなものなのか不安に思っている時、ゼッカがとあることに気が付いた。

「あれ、ヨハンさんもしかして……」

　ヨハンの頭上を見たゼッカが興奮した様子で叫んだ。

「レベル35に上がってますよ！」

「あら、本当だわ！」

　ヨハンは九尾に夢中で気付かなかったが、キングアーサーを倒した時に獲得した経験値でレベルが上がっていたのだ。

「こ、これでついに【上級召喚術】が使える……」

　ヨハンは物もの凄すごいスピードでメニューを操作し、ランキングポイントで【上級召喚術】を獲得した。

　それを見たコンは、キラリと目を光らせる。

「負け戦や思っとったけど。魔王はんが【上級召喚術】をゲットしたとなれば話は別や。新たな勝ち筋が出てくる」

「うん、そうね！」

「流石さすが魔王はん、わかってはるなぁ。ほんならうちが考えてる勝ち筋がわかる？」

「ええ……【上級】のバチモンで戦うわ！」

　コンがずっこけた。

「あれ……私何か変なこと言った？」

「ボケやなかったんか!?　いや普通に考えて【カオスアポカリプス】で使えるスキルが増えるから戦術の幅が広がるって話や！」

「ああなるほど～」

「マジか。それだけ強力なユニーク装備を持っててバチモン以外後回しなんか……」

「……それでこそお姉ちゃんだよ」

「はい。何よりもバチモン優先ですからね！」

　そこまで言って、ゼッカがはっとする。

「バチモン……いいかもしれないです」

「は？」

「メタルブラックドラゴンなら、あの竜と同じくらいの大きさがあるから……いい感じに動きを止められるのでは？」

「同じ大きさって……なんでわかるん？」

「私、丁度この前アニメを見たばかりでして」

「そうね、ゼッカちゃんの言う通りだわ！　メタルブラックドラゴンのパワーなら……行けるかもしれない！」

　ゼッカの提案にヨハンが早速玩具おもちや型の召喚石を取り出す。物凄い早さだった。

「待って。メタルブラックドラゴンってクロノドラゴンの進化前やろ？　なんで進化後より体のサイズが大きいんや」

「ああそれはね──」

「短めに頼んます」

「そうね。そろそろクエストが始まっちゃうわよ☆」

「うぅ……」

　バチモンの設定を語りたかったヨハンはシュンとしてしまう。

「えっと、ヒナドラからブラックドラゴン、そしてメタルブラックドラゴンまでの進化は、単純に体が大きくなっていって、パワーが上昇していくのよ。でもメタルブラックドラゴンからクロノドラゴンへの進化は特別でね。時間を支配する強力な特殊能力の獲得と、能力パラメータのトータルバランスを整える方向へ進化したのよ」

　それはチンパンジーと人間のような関係。遺伝子にそこまで違いがないという両者だが、チンパンジーは二五〇キロの握力を持ち、パワーもある。個体によっては人間より大きくなる。しかし人間は動物的な力を失った代わりに、様々な能力を獲得した。

　どちらが優れているという訳ではない。取捨選択、それが進化だ。

「……それってボクたちも同じだよね」

「そうねぇ。筋力中心にポイントを振って瞬間の破壊力を高めたのがメタルブラックドラゴン。そしてより強力なスキルを獲得し総合的な戦闘力を高めたのがクロノドラゴン……って感じかしら☆」

　ドナルドの総括に、ヨハンが頷うなずく。

　コンもようやく得心がいったようだ。

　そして、空中で成長を続けていた竜……グローリアスペンドラゴンが目を開く。こちらを睥へい睨げいすると、フィールド全体を揺らすような咆ほう哮こうをする。

　どうやら理性や知性は殆ほとんど失われたようだった。

　翼はあるが、その巨体を支えるにはパワー不足だったのか、ゆっくりと地上に降り立った。

「それじゃ、ラストバトルスタートね。召喚獣召喚──メタルブラックドラゴン!!」

　ヨハンが召喚石を起動する。

　巨大な魔法陣が出現し、中から巨大な竜が姿を現した。

　全身をサイボーグ化したその巨体はクロノドラゴンより大きく、グローリアスペンドラゴンと同等の大きさだ。

「もぎゅおおおおん」

「メタルブラックドラゴン！　あの竜の動きを封じてちょうだい！」

「もぎゅああああ!!」

　雄お叫たけびと同時に駆けだしたメタルブラックドラゴンはグローリアスペンドラゴンへ襲い掛かる。

　敵は手に持つ巨大な剣で迎撃に動くが、それをメタルアームで受け流し懐に入り込む。

　そして、うまく敵と組み合った。

　だがパワーは互角……とは行かず、若干押され気味である。苦しそうだ。

「……体格が同じくらいだからギリギリなんとかなってはいるけど」

「このままだと不味まずいですね」

「あら、次はワタシたちの番よ？　いいのよね？　ワタシたちが戦っちゃっても☆」

「別にええよ。こうなったら意地や。何がなんでも今日クリアしたる」

「オッケー。それじゃあ行っちゃうわよ～☆」

　奇妙な動きで敵に向かって走り出すドナルド。

「ちょっと待ってください！　貴方の職業はたしか魔法使いウイザードでは!?」

「心配しないで～これがワタシの戦い方だから☆」

　言いながら、ドナルドは自分自身を強化する魔法スキルを発動していく。

　気持ち筋肉量が増した状態で、メタルブラックドラゴンの背中を駆け上っていく。

「ドナルドダッシュ☆」

　その体を跳び越え、向かい側の敵の居る場所へと到達した。

「フンヌッ☆」

　そして、振り上げた拳こぶしをグローリアスペンドラゴンの額に叩きつける。

『ギャアアアアス』

　怯ひるむグローリアスペンドラゴンの姿を見て、ドナルドはにやりと笑った。

「なるほど。本来は味方を支援するのに使う【強化魔法】を全部自分に使って、肉弾戦を仕掛ける魔法使いウイザードですか」

「……凄すごい戦い方だ」

　ＧＯＯにおける魔法スキルは基本的に【攻撃魔法】【補助魔法】【回復魔法】の三種類。

　これら全てに【初級】【中級】【上級】が存在し、【初級】だけならば、すべての職業のプレイヤーが取得することができる。

　ゼッカも自分の戦闘を有利にするために【初級補助魔法】を取得している。

　また、ギルティア戦で見せた【初級呪術】も【補助魔法】に分類される。

　では全員が魔法を扱えるなら、職業魔法使いウイザードの利点は何か？　それは【中級】【上級】魔法の性能の高さである。

【初級】とは比べ物にならないほど高威力、高性能な魔法を扱えるのが魔法使いウイザードなのだ。

　そして、ドナルドは【補助魔法】をとことん極めたプレイヤーである。敵に【弱体化】を施し、自身に強化を施す。

　あとは天性の運動センスで動き回り、拳で敵を粉砕する。

　異端のマジカルファイター、それが彼のプレイスタイルだった。

「ほら何ぼさっとしてはるんや。あんたらも戦こうて来て」

「はい、行ってきます！」

「……サポートは任せて」

　コンに急せかされる形で、ゼッカとレンマも敵に突撃していった。

「さて、うちもそろそろ参戦せんとなぁ……」

「ねぇ、ちょっといいかしらコンさん」

「ん？」

　ゼッカたちに続こうとしたコンに、メニュー画面を見せながらヨハンが話しかける。

　ヨハンのメニュー画面には、メタルブラックドラゴンのステータスが表示されていた。

　別段他の上級召喚獣たちと変わらないその画面がどうしたのかとコンは思う。

「メタルブラックドラゴンの初期スキルを見ていたのよ。ほら、これ」






【ブレイブユニオン】

　フィールドにメタルブラックドラゴンとワーフェンリルが揃そろった時、絆きずなの力で両者のステータスが大幅に上昇する。

　さらに、巨大エネミーとの戦闘において、攻撃スキルの威力は五倍になる。








「へぇおもろいスキルやね。特定の召喚獣を揃えると発動するスキル。召喚獣が無制限に喚よび出せた頃には作られへんスキルやね」

「コンさんバチモンコラボはある程度遊んでいたのよね？」

「まぁうちも魔王はんと同い年やから、知らん作品でもないしな」

「なら、コンさんはワーフェンリルを使ってくれないかしら？」

　見ればワーフェンリルの初期スキルもメタルブラックドラゴンと同じ【ブレイブユニオン】だった。

　つまりコンがワーフェンリルを召喚すれば、二体のステータスは大幅に上昇し、この戦いを有利に進められるという訳だ。

「それは別にええんやけど……。ワーフェンリルってイヌコロの進化系やろ？」

「そうね。イヌコロからフェンリル、ワーフェンリルの順で進化していくわ」

「それでメタルブラックドラゴンはヒナドラの進化形や。でも確か、ヒナドラとイヌコロって滅茶苦茶仲悪うなかった？」

　少女時代のおぼろげな記憶をコンは語る。

「さてはコンさん、最後まで見てなかったわね？　この二匹は戦いになればいがみ合いつつも協力するのよ！」

「へぇ、ケンカップルみたいな感じなんやね。そういうことならええよ」

　言いながら、コンは玩具型の召喚石を取り出した。

「召喚獣召喚──ワーフェンリル」

　コンが召喚石を起動する。

　幾何学的な魔法陣が現れ、中からワーフェンリルが姿を現す。

「──フンッ」

　姿を現したのは二足歩行の狼男。ボマージャケットをはじめ、黒を基調としたスタイリッシュなファッションをしている。そして、毛並みはイヌコロの頃から変わらず白。コントラストの非常に美しいバチモンだった。

　クールな表情で目を伏せ、腕組をして立っている様さまは獣人にも拘らず、雑誌のモデルのように様になっている。

「あら、狐きつねのコスプレをしたコンさんと並ぶと絵になるわね！」

「コスプレちゃうわ。でもまぁ、ホンマにかっこええわ」

「ああ格好かつこいいなぁ……早く私も、自分で召喚したいな～」

「ちょっとちょっと～アンタたち何やってるのよ～☆」

「ヨハンさああああああん！」

「……こっちは結構キツいんだけど」

　ヨハンとコンがワーフェンリルの格好よさに見惚みとれていると、ゼッカたち前衛組から抗議が入った。

「さぁて、それじゃあいきましょうか」

「せやね。バトルの時間や──ワーフェンリル！」

「アイツを倒せばいいのかい？」

　ワーフェンリルがクールに尋ねた。

　コンは「しゃべるんや」と驚きつつ頷く。

「その通りや。みんなを助けてやって」

　コンの言葉を受けたワーフェンリルはチラリと敵の方を睨にらむ。いや、その視線が捉とらえているのは敵ではなく……。

「メタルブラックドラゴンの野郎に加勢するのは癪しやくだが……アンタの頼みだし仕方ねぇ。やるしかねぇか」

　心底面倒そうに言って、ワーフェンリルは駆けだした。

「可愛かわいいイヌコロがあんなツンデレになってまうんやなぁ」

「ふふ、コンさんと一緒ね」

「だからツンデレちゃうわ！」

「それにしても……一個だけ残念なことが」

「え、何かあったん？」

「ええ。ワーフェンリルってアニメだと【ヴァナルガンド】っていうバイクで移動するじゃない？」

「じゃないって言われても知らへんけど……あれ魔王はん、なんや変なスイッチ入っとる？」

　ワーフェンリルの格好よさにツボったのか、目を輝かせているヨハン。

「パートナーの男の子を後ろに乗せてるシーンが大好きだから、私もあのバイクに乗せてもらうのを楽しみにしていたのだけれど、どうやら実装はされてないようね……」

「そ、そうなんや。それは残念やね」

「バイクのシーンもいいんだけどね！　それよりも最終回で大人になったパートナーの男の子が今度は自分のバイクにイヌコロを乗せているシーンが大好きで──」

「魔王はん？　魔王はーん？　こないな話してる場合やない。うちらもいかんと」

「そ、そうね！　そうだったわ！」




『スキル【ブレイブユニオン】が発動しました』




　みんなに加勢するべく駆けだしたヨハンとコンの視界にメッセージが表示される。

　そして一足早く、ワーフェンリルが戦線に加わった。

「テメー一人じゃ無理そうだから……助けに来てやったぜ」

「もぎゅおおおおおお」

「フン。お前とやり合うのは構わねぇが……それは目の前の敵を倒してからだ」

「もぎゅ」

「よし、行くぜ」

　二体を揃えた時の演出か、それともスキル【ブレイブユニオン】の演出か。メタルブラックドラゴンとワーフェンリルはバトル漫画のような会話を繰り広げる。

「なんや始まった……」

「凄いわコンさん！　メタルブラックドラゴンのステータスが倍くらいになってる」

「倍!?　そりゃまた凄い上昇値や」

　押されていたメタルブラックドラゴンが踏みとどまる。

　これでようやく互角といったところか。

　だが、ただ黙っている敵ではない。グローリアスペンドラゴンは口を大きく開けると、そこから灼しやく熱ねつの炎を吐き出した。

「レンマちゃん！」

「……任せて──【ルミナスエターナル】」

　レンマが守護者ガーデイアン最強の防御スキル【ルミナスエターナル】を発動し、メタルブラックドラゴンを守る。

　その隙すきに、再び敵の体を駆け上がったドナルドとワーフェンリルが、敵の頭部に一撃を加える。

「アラアラ～素敵なメンズじゃない～？　特別にワタシの愛をあげるから、もうイッパツヤッちゃいなさい☆」

「……お、おう」

　ドナルドはワーフェンリルに強化魔法を使用。さらに攻撃能力を上げたワーフェンリルが追撃を食らわせる。

「私も──【放電】！」

　そこへヨハンも加わり、グローリアスペンドラゴンに集中攻撃。

『ギャオオオオオオオス』

　だがグローリアスペンドラゴンも黙ってはいない。周囲に取りついた敵をなぎ払おうと、長い尻尾しつぽを振り回すが……。

「そうはさせません──【グランドクロス】！」

　迫る尾に向かって、ゼッカ最強のスキルが発動した。【疾風】の強化状態をいくつも重ねた攻撃が尻尾の攻撃を相殺する。

　さらにズシャッという切断音が響き、グローリアスペンドラゴンの太い尻尾が宙を舞った。

「こんなこともあろうかと、さっきからひたすら尻尾を斬きり続けていました！」

「流石さすがよゼッカちゃん！」

「えっへへ……やりました！」

　走りながらピースするゼッカ。そして敵の方を見上げ、驚きの声を上げた。

「そんな……敵のＨＰが」

「……全然減ってない」

「これはちょっと……マズくないかしら☆」

　流石のドナルドにも動揺が見られた。

　数々の強化状態を施し、普通なら必殺となるようなダメージをいくつも与えたにも拘らず、グローリアスペンドラゴンのＨＰはまだ一割程度しか減っていなかった。

「メタルブラックドラゴンが押さえてくれているからなんとか戦えていますが」

「そうよねぇ。召喚獣だから、いつまでも戦える訳じゃない。ＭＰという時間制限があるわ☆」

「……でも、お姉ちゃんはメタルブラックドラゴンをまだ持ってるよね？　それを使えば」

「無理や。敵のＡＩは賢い。一度消滅して離れてもうたら、もう二度とメタルブラックドラゴンと組み合ってはくれへん。距離を取られておしまいや」

「それじゃあ……」

「せや。メタルブラックドラゴンが消えるまでの時間が勝負や」

【ブレイブユニオン】でＭＰが倍になっているとは言っても、そんなに長い時間相手を押しとどめておくことはできない。

　しかし、この中で最大のステータスを持つヨハンの攻撃すら、決定打には至っていないのが現実。それをどうするべきか。

「……」

　ここで、これまで発言の無かったヨハンに視線が集まる。皆、ヨハンの見解を聞きたいのだ。

　ヨハンはメニューを見て顔を上げた。

「【ブレイブユニオン】のもう一つの効果。巨大エネミーに対してスキルのダメージが五倍になるって。これ使えないかしら？」

　今フィールドに喚よびだしているメタルブラックドラゴンとワーフェンリルの二体は、どちらも第一スキルしか解放されていない状態だ。

　残る二つのスキルを解放すれば、グローリアスペンドラゴンを倒す威力をたたき出せるのではないか。

「なるほど、ええ考えや……って思ったけど無理や」

　コンはワーフェンリルのスキルを解放しようとして、素材が足りないことに気付く。

「【エターナルアイス】いう素材と【デモンネイル】いう素材を持ってへん……ああそれと【雪の魔力結晶】も足らへんわ」

　素材が足りなければ、スキルを解放することはできない。中級召喚獣ですら苦労したスキルの解放である。上級ともなれば、要求される素材のレアリティは跳ね上がる。

「あ、待ってください。その素材の名前……聞いたことがあります」

「そういえば、私も……」

　ゼッカとヨハンがストレージを漁あさる。

「あったわ。【エターナルアイス】と【雪の魔力結晶】なら私が持ってる！」

「【デモンネイル】なら腐るほど持っています！　今渡しますよ」

　ヨハンが【エターナルアイス】と【雪の魔力結晶】を。ゼッカが【デモンネイル】をコンに渡す。

「え、ホンマに貰もらってええの？」

「構わないわ」

「ええ。今はあのグローリアスペンドラゴンを倒すのが最優先ですから」

「ふふ、ありがとうな」

　素材を受け取ったコンは、嬉うれしそうに微笑ほほえみながらワーフェンリルのスキルを解放していく。一方ヨハンも、メタルブラックドラゴンのスキル解放のための素材を確認した。

「えっと……ああっこっちも足りないわ。【フォトンユニット】と【エネルギーパック】が」

「……【エネルギーパック】ならボクが沢山持ってるよ」

「ラッキーね。【フォトンユニット】ならワタシが持ってるわ。もちろんア・ゲ・ル☆」

　今度はレンマとドナルドがストレージを開き、素材を取り出した。

「ありがとうレンマちゃん。ドナルドさん」

　二人から素材を貰ったヨハンはメタルブラックドラゴンのスキルを解放する。

「ええと……第二スキル解放に必要な素材は【フォトンユニット】１個。【竜宝玉】５個。【エネルギーパック】10個っと」

　素材を消費すると、鍵かぎが砕け散る演出と共に第二スキルが解放される。続けて第三スキルの解放に移るヨハン。

「第三スキルは……【フォトンユニット】１個。【竜骨Ｘ】５個。あとは……あら」

　残る最後の要求素材を見て、ヨハンは微笑む。最後に要求された素材は【竜の宝ほう鱗りん】。

　あの日、ヒナドラと共にやってきた少女がくれた素材だった。

「運命ってあるのかしら……よし、これでオーケー。メタルブラックドラゴン、ここからが本当の勝負よ」

「ぎゅおおおおおおおん」

「ふふ、子どもの頃を思い出すわね」

　ヨハンは輝く瞳ひとみで、今も戦い続けるメタルブラックドラゴンの背を見つめる。

「ヒナドラをクロノドラゴンまで進化させられなかった私にとって、貴方あなたはずっと最強のバチモンだった」

　ゲームが下手だった子どもの頃のヨハンは、ヒナドラをクロノドラゴンまで進化させることができなかった。いつもその手前で止まってしまう。

　それ故にメタルブラックドラゴンは、幼き日のヨハンと共に多くの強敵と戦った戦友なのだ。

　かつては画面越しに眺めるしかなかったその勇姿を今は自分の目で見ることが出来る。

　ヨハンはグローリアスペンドラゴンと組み合っているメタルブラックドラゴンを鼓舞するように声を掛ける。

「メタルブラックドラゴン、敵は今まで戦ってきたどんな敵より強い。けど大丈夫。貴方には私がついてる。昔とは違って、今はすぐ傍そばに居る。ワーフェンリルだっている。それにゼッカちゃん、レンマちゃん、ドナルドさんにコンさん。みんなが居る──楽しいバトルにしましょう！」

「もぎゅおおおおおおおおお」

「ふふ、気合い十分ね。それじゃ行くわよ──【オールディメンジョン】！」

　ヨハンのかけ声と共に、メタルブラックドラゴンの背中のハッチが開く。

　そこから小型のヒナドラを模した無線兵器、通称ヒナビットが六機飛び出した。

　ヒナビットは六機それぞれがバラバラに動きながらビームを発射。グローリアスペンドラゴンにダメージを与えていく。

『グギャアアアアアアアアア』

「いいわ、いいわよヒナビット。ダメージが通ってる！」

「ええやん！　次はこっちの番や、ワーフェンリル！」

「テメェにばかり良いい格好させるかよぉ──【グレイプニール】！」

　ワーフェンリルが両手を広げると、敵の周囲の空間に三つの魔法陣が出現する。

　そして、そこから鎖が出現し、グローリアスペンドラゴンを締め上げる。

「【グレイプニール】は鎖で捕らえた相手の強化状態を解除、さらに拘束する超強力スキルや」

「フッ。お前はその鎖を自力で千切らない限り、永遠に捕らわれたままだぜ」

　メタルブラックドラゴンの押さえ込みとワーフェンリルの鎖の拘束によって、完全に動きを封じられたグローリアスペンドラゴン。

　だが。

『ギャオオオオオンン』

　敵のパワーは少しも衰えない。もがき暴れようとするグローリアスペンドラゴンのパワーに、鎖がミチミチと悲鳴をあげている。

「チッ。なんて奴だ。これだからドラゴンはよ」

「攻撃して抵抗をやめさせるんや。ワーフェンリル！」

「わかってらぁ──【カイゼルフィスト】！」

『ギュオオオオオオオオ』

　それでもなお鎖を引き千切ろうとするグローリアスペンドラゴンに、必殺の拳こぶしを打ち込むワーフェンリル。

　倍のステータスと五倍の威力から放たれた攻撃に、流石の敵も悲鳴を上げた。

「おっと、つい大怪獣バトルに見入ってしまいました」

「そうね。少ないとはいえダメージは入る。ワタシたちも戦うわよ☆」

「……サポートは引き続きボクがやる。安心して戦ってきて」

「よし、私も」

「うちも……撃ちまくったる」

　召喚獣たちに負けじと、全員が攻撃を開始。

　やはり【ブレイブユニオン】で強化された二体が強力で、一気に敵のＨＰを削り取る。

「残り二割……ヨハンさん、トドメ行けるかも！」

「うん！　メタルブラックドラゴン!!」

「ぎゅおおおおおお」

　ヨハンの声に、メタルブラックドラゴンが応こたえる。敵への拘束をワーフェンリルに任せ、自身はその翼で飛ひ翔しようする。残る最後の攻撃を行うのだ。

　ヨハンは少しでも火力を上げようと、自身の召喚獣に対し、プレレフアのスキルを発動する。

「援護するわ──【フラワー・オブ・ライフ】！」

「それならワタシのバフも受け取って──【マジックブースター】【ハイメガブースター】【アルテマフォース】☆」

　さらにドナルドも強化をかけてくれる。怒ど涛とうの強化バフラッシュに、メタルブラックドラゴンの火力はさらに上昇した。

　そして、未いまだ鎖を引き千切れぬ敵に向かって照準を定める。

「さぁトドメよ──【ジェノサイドウォーズ】！」

　メタルブラックドラゴンの全身に隠された武器が一斉に展開する。

　ミサイル、レーザービーム、弾丸、レールガンなどありとあらゆる攻撃が一斉発射され、それらが雨のようにグローリアスペンドラゴンへと降り注ぐ。

『グギャアアアアアアアアス』

　爆発に呑のまれた敵の声がフィールドに響き渡る。

「やった！」

　表示されたグローリアスペンドラゴンのＨＰゲージが凄すさまじい勢いで減少していく。全員が勝利を確信した。

　だがその時。

「止まった!?」

　残りわずかというところで、敵のＨＰゲージの減少が止まってしまう。

　皆の力を結集させた最強の一撃でも届かなかった。

「もぎゅううううううう」

「チッ……ここまでかよ」

　このタイミングで、メタルブラックドラゴンとワーフェンリルがＭＰ切れとなった。両者の体が光の粒子となって消滅していく。

「……み、みんな、あれを見て！」

　消えゆく二体を見送る暇ひまも労う暇もない。

　レンマが指差した先。グローリアスペンドラゴンの頭上には、光り輝く剣の鞘さやが浮かんでいた。それに心当たりがあるのか、ゼッカが叫ぶ。

「アレはまさか……エクスカリバーの鞘!?」

「鞘って？」

「そのままの意味で、アーサー王の使う剣、エクスカリバーの鞘ですよ。ありとあらゆる傷を癒いやすとされている伝説のアイテムです」

「傷を癒やすって……まさか？」

　嫌な予感がして、全員が上空を見る。

　エクスカリバーの鞘の輝きは粉のようにグローリアスペンドラゴンに降り注ぐ。

　その光をまるでシャワーでも浴びるかのように気持ちよさそうに受け取るグローリアスペンドラゴン。そして恐ろしいことに、敵のＨＰゲージがどんどん回復している。

「くっ──【デュアルスラッシュ】……ダメだ。追いつかない」

「うちも──【ガンド】……こっちもダメや。あの鞘は攻撃を受け付けん」

　やけくそ気味に攻撃を放つゼッカだが、ダメージが回復に追いつかない。

　そしてコンは鞘の方に攻撃を打ち込む。だが攻撃は弾はじかれてしまった。おそらく敵を追い詰めた時のステージギミックなのだろう。

「……ああ、せっかく削ったのに」

「もう二割くらいのところまで回復しちゃったわね」

「どうしたら……せっかく二体が頑張ってくれたのに」

『愚かな侵入者共よ。我は死なん。我はこの理想郷で盟友たちを待つ。それまでは死ねんのだ』

「あいつ喋しやべった!?」

「……お姉ちゃん。もう一度あの二体を喚び出せないの？」

　レンマの言葉にヨハンは首を振った。

　ヨハンとコンの手持ちにはまだ【メタルブラックドラゴン】と【ワーフェンリル】がある。

　しかし、二体をただ召喚するだけでは勝てない。

　攻撃スキルも解放しなくては、敵のＨＰを削ることはできないのだ。だがそのための素材はもう残っていない。

「……そんな、ここまで来たのに」

「これでおしまいですか？」

「いや。まだ負けやない」

「え!?」

　コンの言葉に、全員が振り向いた。

　コンの目はまだ死んでおらず、諦あきらめてもいないようだった。

「負けじゃないって……どういう？」

「言葉通りの意味や。まだ奥の手は残ってる。魔王はん」

「何？」

　コンは少し躊躇ためらうような表情をしてから、それでも覚悟を決めたように口を開いた。

「今から【決闘宿】のメンバーが残してくれたレア召喚獣を全部、魔王はんに譲渡する。そうすればユニーク装備の効果で、スキルを使えるようになるんやろ？」

　ヨハンはこくりと頷うなずいた。

「ならええ。そのスキルを使いまくれば、絶対にあの竜を倒せる」

「そんな……それは仲間から託された大事なものだって。引退しても渡したくないって言っていたじゃない」

　ヨハンの言葉に、コンは優しい表情で首を振った。

「ええんよ、もう。それにうち、あの王様みたいになりたくはないしな」

　ギルドの仲間を失って、寂しかった。本当はみんなに残ってほしかった。たとえ最強の称号なんてなくたって。一緒に冒険していられればそれで良かった。

「魔王はん。ゼッカちゃんにレンマちゃん。それにドナルドはん。今日はありがとう、お陰で楽しかったわ。あんさんらと一緒に戦うのが楽しくて楽しくて……ようやく自分の本当の思いに気づけたような気がするわ」

　今日この瞬間が本当に楽しかったから。

　もう、失ったものを思うのは止やめることにした。

　これから手にするものの為ために……今の自分がするべきことをすると決めた。

　コンはストレージから八つの召喚石を取り出す。それは九尾の解放にも使われた、ギルド【決闘宿】の魂。

「本当にいいの？」

「ええよ。それより、必ず勝ってな魔王はん。うちは今……この五人で勝ちたい。【決闘宿】やない。この五人でユニーククエストをクリアしたいんや」

「受け取ったわ、その思い！」

　ヨハンは受け取った召喚石をストレージにしまう。




『超時空航行母艦セカンドアークがヨハンのストレージに移動しました』

『機甲天使セイントデーモンがヨハンのストレージに移動しました』

『双月姫ホワイトムーンがヨハンのストレージに移動しました』

『双月姫ブラックムーンがヨハンのストレージに移動しました』

『猟奇術師スカーレットマジシャンがヨハンのストレージに移動しました』

『無敵闘士ヴィクトリーチャンピオンがヨハンのストレージに移動しました』

『覇は拳けん守護神エンシェントハンドがヨハンのストレージに移動しました』

『天地海王ジアースがヨハンのストレージに移動しました』




　これでその所有権がヨハンに譲渡される。

　コンは仲間を見送るような気持ちでこのメッセージを目に焼き付けた。

　コンから受け取った召喚獣たちは超レアだがすべて上級召喚獣。

【上級召喚術】を獲得した今のヨハンなら【カオスアポカリプス】の【暗黒の遺伝子】で、そのすべてのスキルを発動させることができる。

「ヨハンさん早く！」

「……敵のＨＰが」

「もう三割まで戻っちゃってるわよ～☆」

　ヨハンはコンの方を見る。コンは力強く頷いた。

「頼みましたえ。魔王はん」

「ええ行くわ。まずは……天地海王ジアース──【ジアース・オブ・サンクチュアリ】」

　ヨハンが手を翳かざすと、グローリアスペンドラゴンの足下に魔法陣が広がる。

「【ジアース・オブ・サンクチュアリ】は場に魔法陣を設置するスキル。そして敵がその魔法陣上でＨＰを回復すると、その数値に応じて自分のＭＰを回復できる」

「そうか！　回復中のグローリアスペンドラゴンは鞘の光を浴びないといけないから、あそこから動かない」

「その足下に魔法陣を設置して、延々とＭＰを回復しようということね～☆」

「……わざわざそんなことしなくても、お姉ちゃんは他のスキルでＭＰが回復するよ？」

「そういえばそうでした。それにＭＰの上限があります」

　普通、最大ＭＰの数値以上にＭＰが回復することはない。

　最大値に達したらそこで回復は打ち止めである。

「超時空航行母艦セカンドアークのスキル【エターナルドライブ】。ＭＰの上限がなくなるスキルや。これで無限にＭＰを回復できる。さて魔王はん……次や」

「ええ。続けて双月姫ホワイトムーンのスキル──【白き月光のしずく】！　ＭＰの回復量が二倍になる」

　ぐんぐん増えていくヨハンのＭＰ回復が、さらに加速する。

「さらに！　双月姫ブラックムーンのスキル──【黒き月光のしずく】！　ＭＰ回復量がさらに二倍になる」

　ゼッカですら見たことがないほど回復エフェクトに包まれるヨハン。

「そ、そんなにＭＰを回復して一体何を!?」

「まぁ見てのお楽しみや」

　ヨハンはさらにスキルを使用する。

「無敵闘士ヴィクトリーチャンピオンのスキル発動──【フルポテンシャルアップ】！　ＭＰを好きなだけ消費して、その分だけ筋力ステータスを強化する。私は回復したＭＰすべてを使って筋力を強化するわ！」

　この短時間で回復した大量のＭＰをすべて消費。それにより、ヨハンの筋力ステータスは──。

「７万５千……!?」

「……凄すごい」

「まだよ！　猟奇術師スカーレットマジシャンのスキル発動──【パワーオブトリック】！　私の筋力ステータスと魔力ステータスの数値を入れ替える」

　これにより、ヨハンの魔力のステータスが７万５千となった。

「魔王はん、これも受け取って」

「ぷーわー」

　いつの間にかプレレフアを召喚していたコンはスキル【フラワー・オブ・ライフ】を発動させる。その支援によりヨハンの魔力はさらに三倍となる。

「ありがとうコンさん。さらに行くわよ、私も──【フラワー・オブ・ライフ】！」

　さらに強化を重ね掛ける。

「……魔力ステータス数値67万５千。お姉ちゃん凄すぎる！」

「ちょ、ちょっとちょっと……そりゃ確かに凄いけど……いくらなんでも凄すぎじゃな～い☆」

　震える声で言うドナルド。

　それは怯おびえているというよりも……ただ感動しているようだ。

　そしてそれはこの場に居る全員が思っていることだった。

「凄い。一人のプレイヤーがここまでの境地にたどり着けるなんて！」

　ゼッカの感嘆の言葉に、しかしヨハンは首を振った。

「私だけの力じゃない。コンさんや【決闘宿】。ゼッカちゃんやレンマちゃん、ドナルドさんが居たからここまで出来た。後は──」

　ヨハンは倒すべき敵の方を向く。グローリアスペンドラゴンはＨＰを五割まで回復したようで、上空のエクスカリバーから注ぐ光は止んでいた。

　だが、またＨＰが一割を切れば、再度光のシャワーを放ち、グローリアスペンドラゴンを回復させるのだろう。

『ギャオオオオオス』

　戦えるだけのＨＰを取り戻したグローリアスペンドラゴンはずっと手に握ったままだった剣を素早く振り上げ、そして力強く振り下ろした。

「あれはまさか攻撃スキル!?」

　巨大な剣から放たれたのは【サイキョウキングエクスカリバー】の輝き。いや、それ以上の攻撃がヨハンたちに襲い掛かる。

「……あわわ。さっき使ったばかりの【ルミナスエターナル】は使えないよ～」

「大丈夫や……魔王はん！」

「ええ！　機甲天使セイントデーモンのスキル──【セイントシールド】！」

　スキル発動と同時に、ヨハンの赤いマントが広がって盾のように攻撃を防ぐ。

「セイントデーモンの【セイントシールド】はあらゆる攻撃から身を守る完全防御スキルや！」

『ギャオオオオオオ』

　攻撃を防がれた敵は悔しそうに吠ほえると、残った盾を自らの手で砕く。

「ちょっとちょっと～。今度は一体何なのよ～☆」

「……見て！」

　レンマの指さす方。

　砕けた盾の破片が粒子になって敵に吸い込まれていく。そして、グローリアスペンドラゴンの頭上には【無敵状態】を表すアイコンが表示される。

　さらにそのアイコンの横には９９９の数値。

「９９９秒続く【無敵状態】!?」

「滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない☆」

「問題ないわ。覇拳守護神エンシェントハンドのスキル──【チョキの型】！」

　ヨハンが手でチョキの形を作って前に突き出すと、体がオレンジ色のオーラに包まれる。

「スキル【チョキの型】。味方全員があらゆる防御能力を貫通できるようにするスキルや。もちろん【無敵状態】も例外やない」

「……凄い。凄いよ！　【決闘宿】の召喚獣たちの力がお姉ちゃんを通して、敵をどんどん追い詰めていく！」

「これが【最果ての剣】が敵かなわなかった、元最強ギルドの召喚獣たちの力……」

『ギャオオオオオス』

　いよいよ打つ手のなくなったグローリアスペンドラゴンは口を大きく開くと、そこから灼しやく熱ねつの炎を吐き出した。

　最後にして最強の攻撃なのだろう。凄すさまじいエフェクトを纏まとった炎が襲い来る。

「もう鞘さやの回復は使わせない。トドメよ。この一撃で決める！」

「ヨハンさん、炎には水が弱点ですよ！」

「それなら魔王はん、最後はあのスキルや！」

「ええ。行くわよ、超時空航行母艦セカンドアークのスキル──【ノアーズフラッド】！」

　最後の一撃に選ばれたのは、セカンドアークの攻撃スキル。

【決闘宿】の旗印として多くの場所へコンたちを連れて行ってくれた召喚獣であり、コンが大好きだったセフィラの一番のお気に入りだ。
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　ヨハンの手から、大量の水流があふれ出す。それらはうねり纏まって、一頭の竜のようになって、敵の吐き出した炎を呑のみ込んでいく。

【決闘宿】の召喚獣たちの力を集結させて。

　コンの思いと決意が重なって。

　そうして生まれた圧倒的な数値の差に勝てるわけもなく。

　ましてや炎が水に勝てる道理もなく。

『ぐっ……うぉおおおおおおおお』

　水はすべてを押し流す。圧倒的な水量は血を。肉を。魂さえも削り去っていく。

　それはまるで、淀よどんだ妄執を洗い流すように──。

『ぐっ……が……ががが』

　水がすべて流れきる。

　エクスカリバーの鞘は現れない。グローリアスペンドラゴンのＨＰは、ただの１ポイントも残すことなく消滅した。

「やった……終わったんや」

　コンが天を仰いだ。

　今──長かった戦いが終わりを告げた。








六章　氷の世界を抜けて









　ＨＰを完全に失ったグローリアスペンドラゴンの姿は、キングアーサーのものに戻った。

　キングアーサーの姿を見ていなかったゼッカたちは「また戦闘!?」と身構えたが、流石さすがに違ったようだ。

『ここまでか……』

　体が粒子となって消えていくキングアーサーの前に、円卓の騎士たちの幻影が現れる。キングアーサーは泣きながら、その幻へと手を伸ばした。

『同胞たちよ……そうか。我らが理想郷はそちらであったか……』

　騎士たちは微笑ほほえみ、そして王は涙する。どうやら、お迎えに来たようだ。

『我も今……そちらへ行く』

　そして、完全に消滅するのだった。

　グローリアスペンドラゴンの撃破を以もつて、ユニーククエスト【メモリー・オブ・アヴァロン】は完全クリアとなった。

　その勝利報酬は大量のゴールドや素材の数々。そして参加したプレイヤーに一個ずつ、各々の職業に対応した装備が与えられた。

　守護者ガーデイアンのレンマに与えられたのは【ガーディアン・オブ・ロイヤルナイツ】。白い騎士の甲かつ冑ちゆうで、高い防御力と防御スキルの持続時間をアップさせる能力を持っている。

　魔法使いウイザードのドナルドに与えられたのは【魔術師マーリンの杖つえ】。魔法の再使用までの時間を大幅に短縮したり、他ほかにも数々の能力が備わっている。

　剣士セイバーのゼッカに与えられたのは【エクスカリバーⅡ】。それを二本受け取った。

　その理由についてゼッカは、

「おそらく、ギルティアも参加者としてカウントされていたんでしょうね。まぁ途中で逃げた訳ですし、私がありがたく貰もらっておきますよ」

　と悪い顔で笑った。

　召喚師サモナーのヨハンとコンが受け取ったのは召喚石【円卓の騎士】。上級召喚獣である。

　これはかなり特殊な召喚石で、召喚時の状況に対応して、十二体の円卓の騎士の中からふさわしい騎士が喚よび出されるようになっているようだ。

　ヨハンがこれを持っていれば円卓の騎士十二体のスキルが全部使える……ということはないようで、中身が固定されていないが故に、どのスキルも発動させることはできない。

「ふぅ……なんだか物もの凄すごく長い一日でしたねぇ」

「そうねぇ」

「うちはもうクタクタやぁ」

「ワタシも。今日は早く帰って眠りたいわ～☆」

　戦利品を受け取り、【クリスタルラビリンス】の外へと戻ってきたヨハンたち。

　そろそろ解散といった雰囲気になるが、ヨハンは思い切って気になったことを聞いてみた。

「ところでドナルドさん。貴方あなたは一体何故なぜここに来たんですか？」

　あまりに自然に仲間面していたピエロに切り込んだ。

　恐ろしい見た目をしているが故に怖かったが、それでも先ほどの共闘でドナルドが悪い人間ではないということは理解できた。

　本当に人間なのかはともかく。

「あらあら～話してなかったっけ☆」

「聞いてないわね」

「それじゃあ話すわね。ヨハンちゃんも聞いたことない？　最近『ヨハンヨハン』って騒いで迷惑を掛けまくってる連中がいること☆」

「そういえば、ロランドくんがそんなことを言っていたような気が……」

「ワタシってほら、人格者じゃない？　だからそういう迷惑行為をする連中が嫌いなのよね☆」

「自分で人格者言うヤツは信用できひん……いやなんでもないです」

　ドナルドと目が合ったコンは顔を逸そらす。

「それで、ヨハンちゃんに何か知らないか聞きたかったのよ～。それなのにヨハンちゃんたら、全力で逃げるじゃない？　だからつい追いかけちゃった☆」

「いや、あれは貴方が追いかけてくるから逃げただけで」

「いやいや。アナタが逃げるから追いかけたわけで☆」

「いやいやいや」

「いやいやいや☆」

「どっちでもええわ！　で、肝心な『ヨハンヨハン』言うてる不審者は見つかったん？」

「それがまだ──」

「オオオオオイっ!!」

　ドナルドの言葉を大きな声が遮った。

　声のした方を向いてみれば、大勢のプレイヤーがこちらを見ていた。ゼッカは、そのプレイヤーたちに見覚えがあった。

「あ、あの人たち……！」

「……ボクも覚えているよ。トレジャーイベントの時、森で絡んできた人たちだ」

「そういえば……そんな人たちもいたような」

　ヨハン一人が、いまいちピンときていないらしい。

「ふぅん。まさか覚えていてくれたとは」

「なんという行幸」

「美少女たちに存在を認知されている」

「んんん素晴らしぃ！」

「このような良い日にヨハンと戦えるなんて」

「まさに吉日と言ったところか」

　迷惑プレイヤーたちは感動しているようだった。以前に森で出会ったときよりも変人さに磨きが掛かっている。

「なんやこの気持ち悪い連中」

「アンタたちね。『ヨハンヨハン』と言いながら一般プレイヤーにデュエルを仕掛けていた迷惑な連中ってのは☆」

「ふぅん！　迷惑とは失礼な」

「あれは武者修行だよ」

「ちゃんと同意も得ていたしね」

「ヨハン、貴様を倒すため、俺たちは対人戦の鍛錬をしまくった」

「スタン対策も即死対策もパーフェクト！」

「クロノドラゴンも怖くない！」

「今日こそ勝利をもぎ取るぜ！」

　ヨハンに会えた嬉うれしさからか、ノリがどんどんウザくなっていく迷惑プレイヤー改め、ヨハン被害者の会。

「うわぁ」

「……前より気持ち悪くなってる」

「ボス戦後にこのテンションは普通にキツいわね☆」

　ゼッカたちも、付き合っていられないといった様子。

　だが彼らはヨハンたちがドン引きしていることにも気が付かない。

　ノリノリでリーダー格の男、アベンジャーマスオが【デュエルキューブ】を取り出した。

「バトルロイヤルルールで決着をつけようではないか。私たちか貴様たち。どちらかが全滅するまで戦いは続く」

　バトルロイヤルルールとは、すべてのデュエル参加希望プレイヤーが参加可能なルール。全員が敵同士となり、最後まで生き残っていた方の勝ちとなるルールである。

　当然、迷惑プレイヤーたちは共闘してヨハンに挑むつもりだ。

「いやバトルロイヤルって……そっち七十人近く人が居るじゃないですか！」

「……それズルだよ」

「別にいいわよ」

「ヨハンさん!?」

　敵の提案を受けたヨハンに、ゼッカとレンマが驚いた。

「その代わり、私たちが勝ったらもうみんなに迷惑掛けちゃだめよ？　約束だからね？」

「「「「「はーい」」」」」

「素直か！」

　子どものように返事をした被害者の会たちに対してコンが突っ込む。

「ふぅん、負けても後悔するなよ？　いいな、絶対だぞ」

「いいから早く」

「デュエルフィールド、展開」

　周囲に広めのデュエルフィールドが展開され、デュエルが開始された。

「はぁ……アホの相手は疲れるわぁ」

「ねぇコンさん」

「なぁに魔王はん？」

「借りたままになってる【決闘宿】の方々の召喚石。ここでも使っていいかしら？」

「あー」

　コンは「そういえば渡したままだった」と思い出す。そしてその後、極悪人のような顔でにんまりと笑った。

「ええよ。思う存分使うてもろて。けどせっかくやから……あいつらに二度と逆らえんくらいのトラウマ……植え付けてあげたってや」

「了解どす！」

　コンの言葉を真似まねて、ヨハンが舌を出した。

「ククク……愚かなりヨハン」

「俺たちは考え得る限りお前の使用するスキルの対策をしてきた」

「海賊王レイドを見てお前と戦いたくなった者たちも合流している」

「最も早はや以前までの私たちではない！」

「今日こそ貴様に黒星をつけてやる！」

　イキる迷惑プレイヤーたちはこの後、水に流されたり鎖に縛られたりミサイルの雨を受け、必死に命いのち乞ごいをするハメになるのだった。
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『実は私たち、あの後【氷のダンジョン】をクリアしたんですよ』

「ええあの後に？　元気ね」

　迷惑プレイヤーを成敗したヨハンはその後、疲れたのでログアウトした。だがゼッカたちはあの後もゲームを続けていたらしい。

　それどこか【氷のダンジョン】をクリアして第三層までたどり着いたのだとか。

　メンバーはゼッカ、レンマ、ドナルドの三名である。

　コンは【決闘宿】メンバーの召喚獣たちの返却を希望することもなく「疲れたわ」と言ってログアウトしていった。こちらが寂しくなるほど清すが々すがしい顔をしていて、ヨハンは何も言うことが出来なかった。

（コンさん、もうログインしてこないのかしら……）

　ユニーククエストクリアと九尾の狐きつねの召喚。【決闘宿】時代の心残りを解消したコンは、本当に引退してしまうのだろうか。

（せっかく仲良くなれたのに……さみしいわ）

『ヨハンさん？　聞いてますか？』

「え？　ああ、うん。聞いてるわよゼッカちゃん！」

『今言ったのがボスの特徴です。ヨハンさんなら余裕でクリアできると思いますので、サクッと倒してボスを召喚獣にしちゃってください』

「ええそうね」

『それじゃ、【氷のダンジョン】出口で待ってます。今日は一緒に第三層を探索しましょう！』

　ゼッカとの通話が終わる。

「さて。無事ゼッカちゃんのアドバイスを聞き逃してしまったわ。まぁ、なんとかなるか」

　ユニーククエストをクリアした今となっては、恐れるものは何もないと言ったところか。

　スキル【パートナー】で喚び出したヒナドラを頭上に乗せ、散歩気分で【氷のダンジョン】を進んでいく。

　以前は大勢居たプレイヤーの数もずいぶん落ち着いて、他のダンジョンと相違ない。

「これくらいの方が落ち着いていいわね。あら？」

　のんびり歩いていると、モンスターと遭遇する。

　足がスケート靴のように変化したカマキリ型のモンスター、スノーマンティス三体が姿を現した。

　キチキチと音を立て氷の床を滑りながら、その鎌かまのような腕を振り上げ襲ってくる。

　そしてその鎌がヨハンの胴体に直撃……したのだが。

「キチィ……」

　ヨハンの高すぎる防御力の前にダメージは与えられない。

「効かないみたいねぇ──【ブラックフレイム】！」

　そして、驚くスノーマンティスが追撃してくる前に、漆黒の炎ですべて焼き切った。

「さて、進みましょうか」

　ドロップ品がないことを確認したヨハンは先へと進む。

　そこからも数回スノーマンティスに襲われるが、難なくこれを撃破。

　そしてダンジョンの中盤あたりまでやってくると、見覚えのある背中を見つけた。

　亜麻色の髪のツインテール、その上にヒナドラを乗せた少女がてくてくと歩いている。

「間違いない、あの子だわ」

　以前コンと召喚石の買い占め作戦を行っていた時、オウガと共にヨハンの前にやってきた少女である。

　ゴールデンウィーク頃に始めたと言っていたにも拘らず、もう【氷のダンジョン】へ来ていることに驚きつつも、ヨハンは声を掛けてみた。

「ええとあの子の名前は……ねぇ、メイちゃん！」

「えっ……？」

　メイと呼ばれた少女は驚いて振り返る。

　そして自分に声を掛けてきたのが憧あこがれのヨハンだと気付くと、さらに驚いた。思わず転びそうになる程に。

「ヨハン様……じゃなかった、ヨハンさん!?」

「こんにちはメイちゃん。久しぶりね」

「は、はい。お久しぶりです」

　メイは緊張した様子でペコペコお辞儀をした。

「そんなに畏かしこまらなくてもいいのよ？　私、そんな大したものじゃないのだし」

「いえそんな。あのヨハン様……じゃなかった、ヨハンさんに話しかけていただけるなんて光栄です。凄すごく嬉しいです！」

「あはは……」

「今日のことは一生忘れません！」

「本当に大したことじゃないからね!?」

　キラキラした目で言うメイに、今度はヨハンの方が照れくさくなる。

　以前襲ってきた小学生たちのように喧けん嘩か腰ごしでもやりにくいが、これはこれでやりにくい。

「ヨハンさんは、どうしてこちらに？」

「メイちゃんと同じ理由よ。ここのボスを倒して、第三層へ行こうと思っているの」

「えぇ!?　ヨハンさん程のお方がまだクリアしてなかったんですか!?」

「そうなの。ちょっと忙しくてね」

　この子をガッカリさせてしまったかしら。そう思ったヨハンだったが、メイはさらに目を輝かせる。

「あっ。そうか～そうですよね！　ヨハンさんのような大人の女性だと、ゲーム以外にも色々忙しいんだ。仕事とか趣味とか、恋愛とか社交パーティーとか！　うわぁあ大人って凄いな～！」

「えっと……あの」

（大人に対する憧れが凄い子だわ。どうしよう……仕事とゲーム以外していなかったのだけれど……）

　どうしたものかと思うヨハン。

　だが、いたいけな少女の夢と憧れをわざわざ壊すこともないだろうと、敢あえて肯定も否定もしないことにした。

　そして、流石さすがに少女のキラキラした憧れの眼まな差ざしに耐えかねてきたヨハンは、会話の中心を相手に譲ろうと話題を変える。

「ところで、今日は一人？　オウガくんと一緒じゃないのね？」

「はい。オウガとはクラスメイトではあるのですが……私は違うグループだから、普段は別々に遊んでるんです」

「ふぅん。でもその割には仲が良く見えたけど？」

「え……ええ～仲良くですかぁ～？　本当にそう見えます？　違いますよ～私とアイツはそんなんじゃなくて……まぁ確かに家は近いですし、よく話しますけど。それは私が学級委員だからで……」

（も、物もの凄すごく嬉しそうだわ……！）

　少なくとも口で言っているほど嫌そうではなく、どちらかと言うとまんざらでもなさそうである。

「そうですかぁ……お似合いに見えちゃいましたかー私たち。困ったなぁ」

「そこまでは言ってないわね」

「でも、オウガは照れてるのか、いつも同じメンバーで遊んでますね。私は四馬鹿って呼んでるんですけど」

「そうなんだ」

（意外と容赦ない呼び方なのね）

「はい。なので私は基本一人で遊んでます」

「もきゅ」

　メイの言葉に反論するように、彼女の頭上のヒナドラが鳴いた。「一人？　自分を忘れるな」と言いたげである。

「そ、そうだった。ゴメンゴメンヒナドラくん。君たち召喚獣が居るから、寂しくないよ私」

「もきゅう」

　メイの言葉を聞いて、ヒナドラは満足そうだ。その様子を微笑ほほえましく思うヨハン。

「ふふ、すっかり仲良しね」

「いえいえ。ヨハンさんとヨハンさんのヒナドラさんには負けますよ。クロノドラゴンの召喚条件もまだ満たせませんし」

「人と比べるものじゃないわ。貴方あなたたちには貴方たちなりの関係があるのだから」

「……えっと？」

　ヨハンの言葉にメイは首を傾かしげる。

　少し難しかったかと反省したヨハンは煙に巻くように「その内わかるわ」と言った。

　そんな大人の苦し紛れをどう受け取ったのか、再び目を輝かせて「格好かつこいい！」と喜ぶメイ。

「そうだ。せっかくだから一緒に攻略しない？」

　これも何かの縁だからと、ヨハンは提案してみた。

　メイは初めこそ「自分なんかがそんな……」と遠慮していたものの、嬉うれしかったのだろう。ヨハンの申し出を了承した。

「それじゃ、行きましょうか」

「はい！　あ、ちょっと待ってください。イヌコロを喚よびだしてアイテム集めをしてもらいます」

　慌ててストレージからイヌコロの召喚石を取り出すメイ。

　それを見たヨハンは【クリスタルラビリンス】での出来事を思い出す。

　この【氷のダンジョン】の床も同じ仕様なので、普通の召喚獣ではまともに歩くことはできない。

「あらあらメイちゃん。イヌコロじゃここをまともに歩くことはできな──」

「スキル【適応召喚】！　出番だよ──イヌコロくん！」

「え？」

　幾何学的な魔法陣からイヌコロが姿を現す。

　召喚されたイヌコロは尻尾しつぽを振りながら氷の床を駆けてメイに近づいてきた。そして「撫なでて」と言わんばかりに頭を差し出す。

「よしよしいい子だね～イヌコロくんは。それじゃあ今日もダンジョンの探索だよ」

「わふっ」

「お待たせしましたヨハンさん。それじゃ出発しましょう……ってどうしたんですか？」

　目の前で起こった謎なぞの出来事にフリーズしていたヨハンはメイの言葉ではっとする。

「それ……私知らない……なんなの今の？」

「今の？」

「その【適応召喚】って……」

「ええと……」

　メイは困惑しながらもメニュー画面を開き、スキルの説明を読み上げてくれる。

「このスキルで召喚した召喚獣はフィールドギミックに対する適性を持って召喚される……って書いてあります。今のところ氷の床くらいしか使いどころのないスキルですけど」

「知らなかった……そんなに素晴らしいスキルがあったなんて」

「えっと……ショップで普通に売ってるスキルですよ？」

　ヨハンが「そうなの？」と尋ねると、メイはコクンと頷うなずいた。

「ありがとうメイちゃん。後で必ず買っておくわ」

　今までの苦労は一体何だったのか。ヨハンは絶対買おうと心のメモに書きとめる。

「でもヨハンさん。【適応召喚】なしで一体どうやってここまで？」

「召喚獣が戦えなかったから、自分で敵を倒してきたのよ」

「召喚獣なしで!?　自分で!?　召喚師サモナーなのに!?」

「うぅ……」

「凄い！」

「え？」

「流石ヨハンさん！　ヨハンさんにとってはこの程度、大事な召喚獣を使うまでもないということですね！」

「いや違……」

「私は駄目です。召喚獣の力を借りないと何もできなくて……」

「い、いいのよ落ち込まないで。むしろそれが普通なのよ！」

　メイを見るまでもなく、【カオスアポカリプス】のお陰でこれまで相当楽をしてきたのだと実感したヨハン。

（もっと頑張る必要があるわね……あら？）

　などとヨハンが思っていると、進行方向にモンスターの群れを発見した。スノーマンティス数体と、それよりも倍近く大きい六本の腕を持つカマキリモンスター。

「大きいわね」

「あれはクインマンティスです……かなり強力なモンスターですよ！」

　メイの叫び声に反応するように、クインマンティスは六本の鎌を氷の地面に突き刺し体を固定。

　そして口が映画のエイリアンのようにぱっくりと開いた。

　瞬時に敵の攻撃モーションなのだと悟ったヨハンはスキルを発動し、攻撃を自分へと引き寄せる。

「──【デコイ】！」

　敵の攻撃を引き寄せるスケープゴートのスキル【デコイ】だ。

　その効果でクインマンティスの頭部がわずかにヨハンの方を向く。そして巨大な口から溶解液が発射される。

「くっ──」

　ヨハンの体に付着した溶解液は「じゅわっ」と嫌な音と湯気を立てた。

「ヨハンさん、私を庇かばって……。大丈夫ですか!?　あの溶解液には装備破壊効果があるんです……ヨハンさんの大事な装備が……」

「ふふ、大丈夫。ユニーク装備は絶対に破壊されないから。それより、早く敵を倒しちゃいましょう？」

「はい！」

　ヨハンの言葉に励まされ、メイは元気を取り戻す。

「イヌコロ撤退。続けて【強化召喚】──アイスソルジャーくん！」

「はああああああ──はっ！」

　メイの魔法陣から氷イメージの鎧よろいを纏まとった剣士、上級召喚獣アイスソルジャーが姿を現す。

　元々氷の床に適性を持っているのだろう、アイスソルジャーは駆け出すとスノーマンティスに鋭い一撃を与える。

「あの……因ちなみに今の【強化召喚】というのは……？」

「はい。召喚した召喚獣の筋力と敏びん捷しようのステータスを強化してくれるスキルです」

「そうなんだ……もしかしてそれも……？」

「いえ、こっちは専用のクエストをクリアしたら使えるようになりますよ？」

「なるほど……」

「あっ、危ないよアイスソルジャーくん──【ガンド】」

　クインマンティスを攻撃するアイスソルジャーの背に、スノーマンティスの魔の手が迫る。

　そうはさせないとメイは、以前コンも使っていた闇の魔法を発動。

　指をピストル型にして、そこから闇の弾丸を発射。スノーマンティスの攻撃を止める。

「はああああああああ！」

　そしてアイスソルジャーは気合い十分に剣を振り回し、怯ひるんだスノーマンティスの首をはねる。

「おお～」

　その美しい連携に、パチパチと拍手するヨハン。

「凄い。メイちゃん、貴方とっても凄い子だわ！」

「えへへ……こんなの普通ですよ～」

　謙けん遜そんしているが、まんざらでもないのだろう。メイはふにゃっとした表情で笑った。

（可愛かわいい……）

　とヨハンも破顔する。

　そしてそれと同時に、ヨハンの中の疑念が確信となった。

（このメイちゃんという子。召喚師サモナーとしての腕前だけなら私より上手うまいわね）

　ヨハンは先ほどメイが言っていたことを思い出す。

『なので私は基本一人で遊んでます』

　ヨハンはその言葉を不思議に思うことはなかった。

　ヨハン自身が、一人で多くの敵を倒してきたからだ。

　だが、それはすべて【カオスアポカリプス】の能力あってのものだった。

　ユニーク装備の性能があったからこその単独での攻略だった。一方、目の前のメイというプレイヤーは見たところユニーク装備やユニークスキルの類たぐいは一切持っていない。

　おそらくここまでのダンジョンすべてを真っ当な、模範的な方法でクリアしてきたのだ。

（この子……物凄い逸材なのかも）

　ヨハンは固かた唾ずを呑のんだ。

　ユニーククエストクリアでようやく初心者脱出かと思っていた。

　今日一日の戦いにも、随所にそんな慢心が潜んでいたように思う。

　だが自分なんてまだまだだと考えを改める。まだ自分は初心者の域を出ない。知らないことが多過ぎると。

　ヨハンはひっそりと、初心を取り戻すのだった。

「私も戦うわ──【放電】！」

　ヨハンの手の平から無数の電撃。放たれた電撃は群れるスノーマンティスたちを一撃で消し炭にした。

「凄すごい破壊力！」

「キリキリィ……!?」

　そして、なんとか生き残ったクインマンティスにも【スタン】の状態異常を与えた。

「今よメイちゃん！」

「は、はい。アイスソルジャーくん！」

「はああああああああ！」

　動きを封じられたクインマンティスの首に、アイスソルジャーが必殺の横一いつ閃せん。首が落ちるダメージエフェクトと共に、クインマンティスの肉体は光の粒子となって消滅した。

「やった！　やりましたねヨハンさん！」

「ええ……大勝利ね！」

　二人での初めての勝利。喜びを共有するように、二人はハイタッチした。




　その後も二人はエンカウントしたモンスターを撃破しつつ、軽く雑談しながらダンジョンを進む。

「わっふわっふ」

「ありがとうイヌコロくん。回収するよ」

「私も隠しアイテムを見つけたわ！」

【もの拾い】によるアイテム回収も忘れない。

「それにしても、今日はヨハンさんと一緒に遊べて良かったです。正直今の私の腕前じゃ、ボスモンスターには勝てなかったでしょうから」

「さっきも言っていたけど、クワガイガーの時は……」

「恥ずかしながら五回目でやっとでした。難しかったです。でもヨハンさんは一回で勝ったんですよね？　流石です」

「私は運が良かったのよ。全部この【カオスアポカリプス】のお陰だわ」

「運も実力の内ですよ」

「ありがとう。でもね、メイちゃんは恥ずかしいって言ったけれど。全然そんな風に思わなくていいのよ？」

「え？」

　メイはキョトンとしてヨハンを見上げた。

「長年生きてきたからこそ思うのだけど。成功っていうのは、実はそれほど大事な事じゃないの。何度失敗しても諦あきらめないで立ち上がる勇気の方がずっと大事なの」

「ヨハンさん……」

「だからメイちゃんはとっても凄い子よ」

　メイの頭に陣取るヒナドラ越しにメイの頭を撫でるヨハン。

「ありがとうございますヨハンさん。なんだか勇気が湧いてきました」

「ふふ、良かったわ」

　しばらく進むと、ようやくボス部屋の前の扉に到着した。先日ほど混んではいないものの、それでもまだ人は多い。

　人が多いのでヨハンは兜かぶとを被かぶり、中へ進んでいく。

　見れば五個あったボス部屋の扉は三個まで減っており、既に多くのプレイヤーが第三層に進出したことがわかる。

　ヨハンとメイは待ち合わせのために集まっているプレイヤーたちを避よけながら列の最後尾に並ぶ。

「時間かかるんでしょうか？」

「そうでもないんじゃないかしら。強いパーティーは一瞬で勝つし、弱いパーティーは一瞬で負ける。回転は速いと思うわよ」

「なるほど……！」

「受け売りなんだけどね。だから早めに準備しておきましょう」

「はい！」

　可愛らしくコクコク頷くメイの姿に、仮面の奥のヨハンもにっこり。

「おいおいアイツら……このボスに二人で挑むつもりかよ」

「最低でも四人は必要だぜ」

「初心者か、それともよっぽどの馬鹿か」

「馬鹿はお前だ。あれはヨハンだぞ」

「ああ……なんかこの前のランキングイベントで暴れたって噂の」

「なんでも戦いになるとゾンビ化して空から降ってくるらしい」

「ええ～？　私は地面から出てきて足をもぎ取られたって聞いたけど？」

「妖よう怪かいかよ」

「何にしても怖ぇよなぁ……」

（レギオンゾンビのせいで誤解が広まっている気がするわ!?）

　一人一人に弁明して回りたい気持ちだ。

　妙な勘違いをされていないか不安に思い、チラッとメイの方を見る。

　すると、メイはいつもの曇りなき目を輝かせながらヨハンを見上げている。

「流石ヨハンさん！　他の方々からも注目の的なんですね！」

（純真な眼まな差ざしが辛つらいわ……）

　弁明なんてこの子の前では格好かつこ悪くてできないなと思ったヨハンは諦めてそのまま列に並ぶ。

　そして、しばらくすると順番が回ってきた。

「私たちの番だわ。行きましょうか」

「はい！」

　ヨハンたちはボス部屋へと足を踏み入れる。

「わ～形も広さもクワガイガーの部屋と同じだ！」

「モデリングの使い回しかしらね。あら？」

　二人が入ると、部屋の扉が大きな音を立てて閉じる。

　メイの言うとおり、部屋はクワガイガーのときと同じくドーム状になっている。所々に霜が降りているくらいで、殆ほとんど同じと言って良かった。

　そして、部屋の中央には……。

「ぱおおおおおおん」

「ゾウさん？」

「いえ……あれはマンモスだわ！」

　中央でヨハンたちを待ち構えていたのはブレイクマンモスというボスモンスター。クワガイガーと同等の体たい躯くを持つマンモスがメカメカしい鎧を装備した姿をしている。

　その鎧の意匠はどことなくクワガイガーと同系統に見えた。

「うぅ……強敵感が凄い。あれ、どうしたんですかヨハンさん？」

　既に召喚石を構えているメイ。

　だがヨハンはキョロキョロと部屋の周囲を確認していた。そしてメニューで何かしらのスキルを確認すると、メイの方を向く。

「ねぇメイちゃん。ここは私に任せてもらってもいいかしら？」

「え？　あ、はい。ヨハンさんの活躍するところが見られるなら嬉うれしいですが」

「ありがとう。じゃ……行きますか」

　ヨハンは一歩前に出て、召喚獣を喚よび出す。

「召喚獣召喚──スケープゴート」

「メェー」

　魔法陣からボールのような羊型モンスターがぴょんと飛び出した。

「ヨハンさん、敵の攻撃が！」

「わかってるわ、スケープゴート──【デコイ】！」

「ぱおおおおおおおおおおおお」

　ブレイクマンモスの鼻から放たれる氷の冷気がスケープゴートを襲う。

　一方ヨハンの目は、一つのスキルに向いていた。

　それはユニーククエスト【メモリー・オブ・アヴァロン】の無限に広がるフィールドでは発動できなかったスキル。

　このボス部屋という閉じられた空間でのみ使える、以前入手した超級召喚獣プリンセスレグナントのスキルである。

「まずは──【冷気蹂じゆう躙りん】！」

　霜の降りたボス部屋に、さらに白い冷気が満ちて、より一層寒々しい雰囲気となる。

　スキル【冷気蹂躙】の効果は閉じられた空間に白い冷気を発生させ、その場に存在するすべてのプレイヤー、モンスターの行動速度を10％ダウンさせる。

　そして、冷気が十分に満ちたことを確認すると、第二スキルの準備に移る。【冷気蹂躙】で部屋を満たすという前準備が必要な、プリンセスレグナント最強のスキルを。

「これで終わりにしてあげる──【アブソリュートゼロ・改】！」

　フィールド内に満ちていた冷気がブレイクマンモスに収束し、その体を覆い尽くす氷となる。

「ぱおおおおお……ぱおお……ん」

　やがてその体が完全に氷に包まれると、ブレイクマンモスは動きを止めた。

「凄い……完全に凍らせちゃったんだ!!」

「いいえまだよ。ほら」

「えっ……あっ！」

　氷塊にはヒビが入っている。

　それは徐々に大きくなっていき……そして、崩壊する。

　氷が砕け散ると共に、ブレイクマンモスのＨＰは０になった。

「い……一撃!?　一撃で倒しちゃったの!?」

【アブソリュートゼロ・改】はボスだったクリスタルレグナントの使っていた【アブソリュートゼロ】のマイナーチェンジ版。もしくは召喚獣が使うスキルとして調整された性能をしている。

　その効果は凍らせた相手にＨＰと同じ数値分のダメージを与えるというもの。

　ＨＰを強制的に０にするという効果から調整された。

　あまり変わったようには見えないが、ダメージを与えるスキルになったため、【ガッツ】などで耐えられるようになってしまった。

[image: ]

「まぁブレイクマンモスに【ガッツ】はないみたいだから、これで終わり。……ってこのスキル強すぎないかしら!?」

　自分で使っていて驚く。ヨハンのラスボスムーブは最後まで保もたなかった。

「やったーヨハンさん！　格好良すぎます！」

　憧あこがれのヨハンの戦いを見ることができて感激したのか、ヨハンの腰にメイが抱きついてきた。

「そう？　良いいところを見せられてよかったわ」

「はい。感動しました！　早く私もヨハンさんみたいな強い召喚師サモナーになりたいです！」

「もきゅ！」

　メイと頭上のヒナドラは目をウルウルさせながらそう言った。

「ええと……召喚師サモナーとしての腕前は多分メイちゃんの方が……」

「もきゅきゅ！」

　純粋なプレイングはメイの方が上手うまいのではとヨハンが言おうとしていると、ヨハンのヒナドラが先輩風を吹かせるように鳴いた。

　もしかしたらメイとメイのヒナドラを後輩か何かと思っているのかもしれない。

「さて報酬は……って」

「あれ。ブレイクマンモスの体が消滅していませんね」

「こんなことが少し前にもあったような……」

　先日のユニーククエストでの嫌な思い出が蘇よみがえるヨハン。そして、その予感は当たりだと告げるように、ブレイクマンモスは起き上がる。

「あわわわわわ。どうしましょうヨハンさん」

「待って、落ち着いてメイちゃん。様子が変だわ」

「え？」

　起き上がったブレイクマンモスだが、その頭上にＨＰバーが出現しない。それどころか、ところどころに負った傷がそのままである。

　体を支える四肢は震えていて、今にも倒れてしまいそうだった。

『──私を召喚しなさい』

「え？」

「だ、誰だれですかこの声は!?」

「あのぅ……一体貴方あなたは……きゃっ」

　突如響いた謎なぞの声に戸惑っていると、ヨハンのストレージから一つの召喚石が飛び出した。そして魔法陣が展開し中から姿を現したのは──

「貴方は……プリンセスレグナント!?」

　可愛かわいらしいドレスを纏まとった少女、プリンセスレグナントが強制的に召喚される。

「ど、どういうことなの!?」

「た、多分ですけど……何かの特殊イベントなのかもしれません。プリンセスレグナントといえば、この第二層の世界を氷で閉ざしたと噂される伝説の存在です」

「知らなかったわ……」

「わ、私はヨハンさんがプリンセスレグナントを持っていることが驚きですよ。ＮＰＣが言っているだけの、設定上のみの存在だと思ってましたから」

　ヨハンが度重なる偶然と運で遭遇したクリスタルレグナント。

　あのボスモンスターと出会うのには、実は正規の手段が存在する。

　城じよう塞さい都市や途中の村々に伝承として語られる、かつて強大な力を持って生まれ世界を氷で閉ざしたお姫様と、彼女を普通の人間にしようと頑張った医者の伝説。

　その秘密を紐ひも解といていくことで、やがてあの凍った地下施設にたどり着くことができるのだ。

　そしてそこで得られるプリンセスレグナントの召喚石を所持した状態でブレイクマンモスを撃破すると、この特殊イベントが開始される。

『私の可愛い可愛いマンモーちゃん……こんな姿になってまで、この場所を守り続けてくれていたのね』

「マンモー!?」

「い、いまマンモーちゃんって！」

　ブレイクマンモスの本名がマンモーちゃんだったことに驚きを隠せない二人。

「もしかして……昔からの友達だったんでしょうか」

「友達……」

　長い間地下に封印されていた少女と、その少女をずっと待っていたマンモス。その二人の姿に自分とヒナドラが重なった。

『いいわ。貴方も連れて行ってあげる……一緒に外の世界へ旅立ちましょう！』

「ぱおおおおおお」

　プリンセスレグナントとブレイクマンモスは光の粒子となって消滅。そして、ヨハンとメイ、二人の視界にメッセージが表示された。




『召喚獣【ブレイクマンモス】がストレージに送られました』






　召喚獣【ブレイクマンモス】

　超級：スキル【氷ひよう牙が召喚】によってのみ召喚可能。

《入手条件》

　召喚師サモナーが【プリンセスレグナント】の召喚石を所持した状態でブレイクマンモスを撃破。








『スキル【氷牙召喚】を獲得しました』






【氷牙召喚】

　手持ちの超級召喚獣【ブレイクマンモス】を召喚する。

《入手条件》

　召喚師サモナーが【プリンセスレグナント】の召喚石を所持した状態で【ブレイクマンモス】を入手。








「わっ！　私まで貰もらえちゃうの？　いいのかなぁ」

「やったわねメイちゃん。強力な戦力になるわ」

「はい！　今日はヨハンさんと一緒に遊べて……本当に良かったです！」

「私もよ。そうだ。良かったらまた一緒に遊びたいから……フレンド登録しましょうか」

「はい!!」

　メイが元気よく返事をすると、亜麻色のツインテールがぴょいんと跳ねた。








七章　ギルド結成！









【メモリー・オブ・アヴァロン】をクリアした日の夜。コンこと九十九つくも玉たま藻もの元へ、一通のメールが届いていた。





　Ｆｒｏｍ　セフィラ　　件名　愛いとしい我が仲間へ




　久しぶりだねコン。

　元気？　いきなりこんなメールを貰って、君は驚いているかな？　それとも怒っているのかな？

　あの出来事から三ヶ月。

　君たちのことを思い出さない日はなかった。

　面白い本を読むたびに。

　美しい景色を見るたびに。

　日々のちょっとした出来事に心動かされるたびに。

　私が抱いた感動を君と共有したい。そんな思いが日に日に強くなっていくんだ。

　あの日。あのギルド対抗戦の日。

　他所よそのギルドから私たちにぶつけられた悪意。そして仲間たちが泣いていた姿を思い出すと、今でも胸が締め付けられる。

　一番泣き虫だった君。誰よりも優しい君。そんな君だけが泣いていなかったのが、強く印象に残っている。

　君はあの時、何を思ったんだい？　何故なぜ、あんな思いをしてまでＧＯＯに残ったんだい？

　ごめんね。久しぶりだから、つい熱くなってしまったよ。

　本題に入ろう。

　誰よりも情報通の君はもう知っているだろうけれど。先日、神永エンタープライズから新作ＭＭＯＲＰＧ『テイマーズワールド』がリリースされた。地球と同じくらい広い惑星をモンスターと一緒に冒険できるんだ。

　どうだい、ワクワクするだろう？

　物は試しと登録してみたんだけど……なんとびっくり。決闘宿のみんなと再会したんだ。

　似たもの同士なのかな。みんな考えることは同じだった。

　それでね。ここからが大事だよ。

　私たち八人は、旅団……ＧＯＯで言うところのギルドかな？　それを作ったんだ。

　楽しい。最高に楽しいよ。

　止まっていた時が動き出した気さえしたよ。

　でも、足りないんだ。一番肝心なものが足りない。

　わかるだろう？

　君が居なくちゃ、決闘宿は駄目なんだ。

　やさしい君。

　決闘宿を誰よりも愛していて、みんなが楽しむために裏方を頑張っていた君。

　そんな君のことが、みんな大好きなんだ。

　いやもちろん、私が君を一番愛してるけどね？　それは、誰にも負けるつもりはないよ。

　だからね、『テイマーズワールド』を君も始めないか？

　私たちと一緒に、また未知の世界を旅しないか？

　私たちはコンのことを待ってる。

　決闘宿を……私たちの決闘宿をもう一度取り戻そう。






「私は……」

　玉藻はＶＲの筐きよう体たいをインターネットに接続すると『テイマーズワールド』のインストールを開始した。




　　　　＊＊＊＊＊




　ブレイクマンモスを倒したヨハンとメイは、ボス部屋の先の階段を上り、ようやく第三層へと足を踏み入れた。

　氷に閉ざされた第二層とは違い、目に飛び込んできたのは深い森の景色。季節はどことなく、夏を思わせる。目の前には次なる拠点となる街への一本道が延びている。

「どうしようか。一応拠点の街まで行っちゃう？」

　ヨハンの提案にぱぁと顔を輝かせるメイ。だがすぐに残念そうに目を伏せた。

「凄すごく素敵なお誘いなのですが、そろそろログアウトしなくてはならない時間でして……」

「あら、そういえば……」

　メニューから時計を見てみれば、すでに二十一時を過ぎていた。

「明日あしたは早いので、この時間には切り上げろと母に言われてまして……」

「それなら仕方ないわよ」

「はい……」

　それでも申し訳なさそうにするメイを安心させようと、ヨハンは明るく言葉を掛けた。

「今日はとっても楽しかったわ。また遊びましょう」

「は……はい！　私もとっても楽しかったです。今日のことは一生忘れません」

　メイは深くお辞儀した。

「また誘ってくださいね～」と何度もペコペコしながら、それでも名残惜しそうにメイはログアウトしていった。

「良いい子だったわねぇ」

「もきゅ」

「素直で可愛いし。年上の私を立ててくれるし。それでいて有能だし……あんな後輩が欲しいわね」

　そして、メイを見送ったヨハンはゼッカに連絡を入れる。

　一応第三層の入り口で落ち合うはずだったのだが、姿が見えないから心配になったのだ。

「あら？　ゼッカちゃん出ないわね……どうしたのかしら？」

　首を傾かしげるヨハン。

「もっきゅ！」

「どうしたのヒナドラ？」

　頭上のヒナドラが一本道の先を指し示した。

「この先にゼッカちゃんが居るの？」

「もきゅ」

「わかったわ。じゃあ進んでみましょう」

　ヒナドラの言うとおり、次の拠点都市であるアスカシティへと続く道を進む。

　五分ほど歩いたところで、聞き覚えのある大きな声がした。曲がり角の向こうに誰か居るらしい。

「この声は確か……ギルティアさん……だったかしら」

　ならばおそらくゼッカと話をしているのだろうと、こっそり近づいていく。そして大きな木の陰に身を隠しながら様子を窺うかがった。

（居るのはゼッカちゃんとレンマちゃん。それとギルティアさんね……）

　ゼッカとレンマの二人はヨハンからの連絡を受けて【氷のダンジョン】出口へ向かう途中、ギルティアに遭遇したようだ。

　コンがギルティアのことをストーカーと称していたが、あながち間違いではないのかもしれない。

「で、今日は何の用なの？」

「ギルドを作りなさいゼッカ！」

「は？」

　ギルティアの突然の言葉にゼッカは驚く。

「ギルドを作れって……なんで？」

「昨日も言ったけど、来月の初めにギルド対抗戦があるわ。だからアンタもギルドを作って出るのよ。そこで決着をつけましょう！　アタシとアンタの決着を！」

「……。ギルティアは私が別のギルドを作ってもいいの？」

「……？　別に構わないわ。もう【最果ての剣】はアンタが知ってる【最果ての剣】じゃない。アタシの求めた最強のギルドなんだから！　お飾りのギルドマスターって言ったこと、絶対に許さないから！」

　ビシッと言い切ったギルティアを、ゼッカはどこか寂しそうな目で見ていた。

　ゼッカが【最果ての剣】を抜けた後、「うちのギルドに入らないか？」という大手ギルドからの誘いが少なからずあった。

　だがその全てを断っていた。

　それはギルドマスターという責務をギルティアに全部押しつけてしまったという後ろめたさと、ＧＯＯを辞めていったミュウに対する後ろめたさがあったからだ。

　だからロランドの申し出も断っていた。【最果ての剣】に戻るつもりはない。だが、新しいギルドに所属するつもりもなかったし、作るつもりもなかった。

（私の気も知らないで……ギルティアは本当に自分勝手だ……）

　ゼッカはぐっと拳こぶしを握り、唇を噛かんだ。友人二人に義理立てしていたつもりだったが、それをあっさり踏みにじられたようで、とても悔しかったのだ。

　ゼッカ、ギルティア、ミュウの三人で【最果ての剣】を作った時、三人で一つの誓いを立てた。

『剣士セイバーだけの最強ギルドを作る』という誓い。

　だが剣士セイバーだけというアンバランスなギルドが強くなれる訳もなく。そこでギルティアは、剣士セイバー以外の職業のプレイヤーをどんどんギルドに加入させた。

　強くなるために。勝てるギルドにするために。

　結果、【最果ての剣】は強くなった。【決闘宿】が消えた今、最強のギルドと呼ばれる程に。

　だがギルティアが約束を破ったことに違いはない。

　それがゼッカには許せなかった。

（私はただ、ギルティアに謝ってほしかっただけなのに……約束を破ったことを謝ってくれたら……それでよかったのに。馬鹿みたい。コイツにとって私たちとの約束は……どうでもいいことだったんだ）

　悔しくて、思わず涙が溢あふれそうになるゼッカ。

「ふふふ。叩たたき潰つぶし甲斐がいのあるギルドを頼むわよ？　あの金髪魔王でしょ？　そこのゴリラちゃんでしょ？　むかつく女め狐ぎつね……あははは！　超ウケる！」

　そんなゼッカの思いも知らず、ギルティアは一人楽しそうに喋しやべり続ける。大事な人たちを馬鹿にされ、ゼッカの心に悲しみと怒りの感情が渦巻いていく。

「怖いピエロも居たっけ？　あはは！　これじゃ、まるで本物の魔王軍じゃない！」

「呼んだかしら～☆」

「ぎゃあああああああああああああ!?」

　その時、煙がボワッと巻き上がり、ドナルドが姿を現した。それも、ギルティアの目の前にである。

「ええっ、ドナルドさん!?」

「……一体どこからどうやって!?」

「イッツ・ドナルド・イリュージョンッ！　ワタシはどこにも居ないけど、どこにでも現れられるのよ☆」

「怖すぎますね！」

　おそらく何らかのスキルで現れたのだろうが、そのネタばらしはしないつもりらしい。ドナルドは腰を曲げると目線の高さをギルティアに合わせてウィンクする。

「さぁてギルティアちゃんだったかしら？　ワタシに何か用かしら☆」

「いいいいい……いえ」

　ブンブン手を振るギルティア。

「なぁにぃ☆」

「何でもないですうううううう！」

　ギルティアは恐怖の余りログアウトしてしまった。

「あらあら。ちょっとやり過ぎちゃったかしら～☆」

「ドナルドさん……もしかして、私のために？」

「さぁて、どうかしらね？　でも、ちょっとはスッキリしたかしら☆」

「はい！　ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げるゼッカ。

「ちょっとちょっと～やめて頂ちよう戴だい。一緒にユニーククエストを遊んだ仲じゃない～☆」

　そんなやり取りを物陰から見守って、穏便にことが済んで良かったと思いながら、ヨハンも顔を出す。

「ここに居たのねみんな」

「あらあらヨハンちゃん。遅かったじゃな～い☆」

「……こんばんはお姉ちゃん」

　一通り挨あい拶さつを済ませた後、ゼッカが少し気まずそうに近づいてきた。

「あ、あの～ヨハンさん。もしかしてさっきのやり取り全部聞いちゃってたりします？」

「うん。割と全部聞いちゃったわ」

　ヨハンの言葉にゼッカは「はあああああ」と大きなため息をついて、頭を下げた。

「昨日といい今日といい、嫌な気分にさせてしまって申し訳ありません。あの子の言っていることは気にしなくていいんで……もう本当に！」

「いいのよ別に。ああそうだ、ゼッカちゃん」

「はい。なんですかヨハンさん！」

「突然なんだけど。ここに居る私たちで、ギルドを作らない？」

「は……？　えええええええ!?」

　ヨハンの提案に驚きの声を上げるゼッカ。

「……ボクたちでギルド。うん、いいね！」

「ナイスアイディア！　面白そうじゃない☆」

　ヨハンの提案に乗り気のレンマとドナルド。だがゼッカだけは釈然としない表情だった。

「もしかしてヨハンさん、さっきギルティアが言っていたことを気にして……私のために？」

　ゼッカの言葉に、ヨハンは首を振った。

「ずっと興味があったのよ。ただ、きっかけがなかっただけでね。ゼッカちゃんは、反対？」

「まさか。大賛成です！　このメンバーならきっと凄いギルドになります！」

　ゼッカも強く賛成した。さっきギルティアに言われたことが相当悔しかったのだろう。

「ありがとうみんな。楽しいギルドになるよう頑張るわ」

　ゼッカとギルティアが作った【最果ての剣】のような最強のギルドも。

　コンが求めた【決闘宿】のような自由なギルドも。

　ヨハンには作ることは出来ないだろう。

　だが、ヨハンはそれでいいと思った。ギルドとはきっかけであって、集まってきたプレイヤーによって形も目的も常に変わっていく。

　その時々を。その瞬間を。楽しい時間を共有する友人たちが集まれる。そんな場所があればいいなと思ったのだ。

「【最果ての剣】なんて目じゃない。最強のギルドを目指しましょう。そしてみなさんを馬鹿にしたこと、ギルティアに後悔させて……わわ。なんですかヨハンさん!?」

　滾たぎるゼッカを諫いさめるように、ヨハンは彼女の頭を撫なでた。

「別にいいのよ謝罪なんて。ねぇみんな」

「……うん。奇妙な目で見られるのは慣れているしね」

「ワタシもよ～。全然気にしてないわ☆」

「でも……。皆さんとてもいい人なのに。私はギルティアを許せないですよ」

　それでもギルティアへの怒りが収まらないゼッカに、ヨハンが優しく語りかける。

「多分ね、ギルティアさんは自分の元を出ていったゼッカちゃんが、自分の知らない人たちと楽しそうにしているのを見て悔しかったのよ。だからあんな態度をとってしまったんだと思うの」

「えぇ……そうでしょうか？」

「……ボクもお姉ちゃんの意見に賛成だな。昨日はゼッカに戻ってきてほしそうだったのに、今日は急にギルドを作れとか言っていたし」

「はは～ん。ギルティアちゃんの狙いがわかったわ。ゼッカちゃんにギルドを作らせて、それを自分のギルド【最果ての剣】で叩き潰す。そうすればゼッカちゃんが考えを改めて戻ってきてくれる……。な～んて思ってるのかも☆」

「……一応ギルティアなりに考えがあるんだね。浅はかだけど」

「うぅ……おバカ過ぎるけど、友人として否定できないです」

「ええ、きっとそうよ。だからゼッカちゃん。ギルティアさんのことは許してあげて。ね？」

「むぅ……皆さんがそこまで言うなら……いいんですけど」

　納得しつつ、ゼッカは先ほどまでギルティアに対して抱いていた負の感情がなくなっていることに気づく。

　傷ついた心の痛みがなくなっている。

（不思議だな。さっきまで、ギルティアのことを絶対に許せないと思っていたのに。ヨハンさんたちと話していると……まぁいいのかなって。そんな風にあの子のことを許せてしまう。本当に……凄すごい人たちだな）

　改めて仲間たちの凄さを知るゼッカ。そして、そんな仲間たちと作る新しいギルドに思いを馳はせるのだった。




　そうと決まればさっそくギルド結成の申請をしようと、ヨハンたちはアスカシティに急ぐ。

　ヨハンは「別に明日あしたでもいいのでは？」と思ったのだが、そうは行かないようだ。

　ギルドホーム引換券。その使用期限が明日に迫っているのだ。

「え、これ締め切りがあるの？」

「そりゃそうよ～☆」

　第三層は、主にギルドホームがメインコンテンツとなる。大小様々なギルドホームが存在しているが、ヨハンはその中から好きなものをタダで貰もらうことが出来る。

　しかし、それは一般プレイヤーがギルドホームを購入できるようになるまでの特典だ。明日を過ぎてしまえば、引換券はその効力を失い、他のギルドによるギルドホーム購入合戦が始まる。

　マンションの一室程度の広さですら多くのゴールドを要求されるギルドホーム機能。

　引換券は絶対に使っておきたいということで、ヨハンたちはギルド結成手続きのため、第三層の拠点都市となるアスカシティに向かう。

「ギルドを作ると言っても、三人以上メンバーを集めて申請する。ただそれだけなんです。簡単ですよ」

　道すがら、この中で唯一ギルドを作ったことのあるゼッカが説明してくれた。

「ふぅん。思ってたより簡単なのね☆」

「ドナルドさん。念のため聞いておきますけど、他ほかのギルドに所属していたりはしませんよね？」

　どうやら掛け持ちだけはできないらしい。

　この中では一番出会って日が浅いドナルドに尋ねる。

「さっきも言ったけど、ワタシはフリーよ☆」

「なら、この四人で登録しましょう！」

「……問題ないよ！」

「んんん!!　テンションが上がってきたわー☆」

　そして、ギルドの名前を何にするか相談しながら歩いていると、アスカシティに到着した。

「ハァ……☆」

「……何度見てもこれは」

「グラの使い回し……テンション下がる」

「ど、どうしたのみんな？　さっきまでのテンションはどうしたのよ!?」

　アスカシティに到着するなりテンションがガタ落ちした三人を見て、ヨハンが慌てる。

　どこかがっかりしたような、失望したような表情をしている三人に何が原因なのか聞いてみる。

「よく見てヨハンちゃん。これ、第一層のはじまりの街と全く同じなのよ……☆」

「……せっかく新しい階層に上がってきて新しい街に着いたっていうのに、がっかりだよ」

「え？　いいじゃない覚えやすくて」

「流石さすがヨハンさん！　ゲーム初心者ならではの合理的な考え」

「……バチモン以外に興味が薄いだけじゃない？」

　四人は中身まではじまりの街そっくりのアスカシティの中央へと向かう。そこにはサービスセンターが存在しており、クエストの受注やギルド登録を行う事が出来る。

　だが、そこで問題が起きた。

「申し訳ありませんがギルドの登録にはメンバーが五人必要となります」

「え？」

　受付嬢ＮＰＣの言葉を受けて、ゼッカが絶句した。

「い、いやちょっと待って。前は三人でオッケーだったはず！」

「申し訳ありません。今回の大型アップデートで、仕様が変更となりました」

「なんとー!?」

　どうやらゼッカの知らない間に仕様が変更されたらしい。涙目でゼッカが振り返る。

「ど、どうしましょう？」

「アプデで変わっただけでしょう？　だったらゼッカちゃんが気に病む必要はないわよ☆」

「……そうそう」

「でも、ギルド結成にあと一人集める必要ができました。皆さん、メンバーになってくれそうな方に心当たりはありませんか？」

「もっきゅ！」

　ゼッカの問いに、ヨハンの頭上のヒナドラが答えた。自分を五人目としてカウントしろと言っているようだった。

「あ……ゴメンねヒナドラ。人間じゃないといけないから」

「もきゅー!?」

「レンマちゃんとドナルドさんはどうですか？　お知り合いとか？」

　ゼッカの問いに、レンマとドナルドが首を振った。

「……ボクはソロプレイヤーだったし」

「ワタシもよ。ＧＯＯの外ならゲーム仲間がいるケド。コッチに誘うところからのスタートになるし、始めてくれる確証もないわねぇ☆」

「私は……」

　ヨハンの脳裏に、一瞬コンの姿が浮かぶ。

　これから作るギルドにコンも参加してくれたらとても嬉うれしい。

（でも難しいわよね……もうログインしてこない可能性だってあるわけだし）

　ヨハンはユニーククエストクリア後の、コンの顔を思い出す。清すが々すがしい、憑つき物ものが落ちたような顔をしていた。

（コンさん、もうログインしないつもりなのかしら。せめて、仲間たちの召喚獣だけは返しておきたいのだけれど）

「ヨハンさん？」

　ずっと黙っていたヨハンにゼッカが不思議そうに尋ねてくる。

「もしかして心当たりが？」

「えっと……そうだった。五人目のメンバーの話をしていたのよね」

　あと一人、誰を誘うか。

　そう思った時、ヨハンの頭に先ほどまで一緒に遊んでいたメイの姿が浮かぶ。

（あの子なら素直でいい子だし。みんなとも仲良くなれそう）

　そう思ったヨハンは、メイのことをみんなに話す。

「なんてキュートな子なの～☆」

「……小学生か。悪くないね」

「滅め茶ちや苦く茶ちや有望な子じゃないですか！　他のギルドに取られる前に、我々で押さえておきましょう！」

「それじゃ早速連絡を……って、そうだった。さっきログアウトしていったんだ」

「なら今日は無理ね☆」

　この時間にログアウトした小学生が今日中にまたログインしてくる可能性は低いだろう。勧誘するなら、後日となる。

　ギルドホーム引換券の有効期限は明日中。まだ猶予自体はあるのだが、ギルドホームはゆっくり選びたい。

　メイが明日もログインしてくる確証がない以上、できる限り今日ギルドを結成してしまうのが理想である。

「それじゃ、メイちゃんは後日勧誘するとして。後もうひとり、適当に探してギルド申請しちゃいましょう！」

「……そうだね。人見知りなボクではあるけれど、ここはギルド結成のために勧誘頑張るよ」

「ワタシも本気出しちゃおうかしら☆」

「まずい、逆効果かもしれない」

　張り切るゴリラとピエロを見て、果たしてメンバーが集まるのだろうかと不安になるゼッカ。

「私が頑張らないと……それじゃヨハンさん。メンバーになってくれそうな人を探しに行ってきます！」

「待った!!」

　はしゃぐゼッカに待ったを掛ける人物が居た。聞き覚えのある声だった。

　ヨハンは嬉き々きとして振り返る。

　カツカツと足音を立てながら【氷のダンジョン】を一人で突破したのであろう人物の方を見る。

「五人目はうちや。うちをメンバーに入れておくれやす」

「コンさん！」

　やってきたのはコンだった。

「コンさん!?」

「あらあら。引退するんじゃなかったの☆」

　悪戯いたずらっぽく言ったドナルドに、コンは不敵に微笑ほほえんだ。

「何言うてはるんや。あの魔王はんがギルドを作る。おもろいやない？　うちも是非参加させてもらいます」

「コンさんが参加してくれたら嬉しいけど……いいの？」

　コンが【決闘宿】に未練が残っていることをヨハンは知っている。だが心配するヨハンに、コンは大丈夫と笑った。

「ええよ別に。それに丁度今フリーやし……楽しませてもらうわ。問題あらへんよな？」

「……問題なし！」

「歓迎するわよ☆」

「コンさん程の実力者なら何も問題ありません！」

　全員の同意が得られたところで。

　ヨハンたちは改めて受付へと向かう。今度は五人揃そろっているということで、手続きはスムーズに進んでいく。

　ゼッカはＮＰＣの受付嬢の言う通りに手続きを済ませていく。そこで、ギルドマスターを誰だれにするのか尋ねられた。

「ヨハンさんでいいですよね？」

「……異議なし」

「賛成や」

「もちろんオーケーよ☆」

「ちょ、ちょっと……」

　満場一致でギルドマスターはヨハンに決まったのだが。

「私でいいのかしら……やっぱりベテランのドナルドさんかコンさんの方が……」

「ポッと出のワタシがギルマスなんて無理よ☆」

「うちは表に立つタイプやあらへんし」

「そうそう。ヨハンさんがギルマスで決まりです！」

「……言い出しっぺの法則。頼んだよお姉ちゃん」

「それじゃあ、ギルドマスターは私……っと」

　ここで手続きをゼッカからヨハンへとバトンタッチ。

「最後にギルド名をご記入ください」

　ヨハンは振り返る。

　ゼッカ、レンマ、コン、ドナルドの四人は「ヨハンに任せる」という思いで頷うなずいた。

　ヨハンは頷き返すとヒナドラの召喚石を取り出す。

　実はここまでの道中、ギルド名を考えていたのだ。

「【竜の雛ひな】。ギルド名は【竜の雛】で行きたいと思うんだけど……」

　不安そうに後ろを向くヨハン。

「ええんやない？」

「いいですね！　賛成です」

「ギルマスは雛なんてもんじゃない化け物だけどね☆」

「……お姉ちゃんが決めた名前ならなんでも最高だよ」

「うふふ、ありがとうみんな」

　みんなの言葉がなぜかくすぐったくて、思わず目を細めた。

　そう。この出会いは全て、ヒナドラから始まった。

　だから、もしギルドを作るのならこの名前がいいと考えていたのだ。

　ヨハンはギルド名を【竜の雛】と入力。

「それじゃあこれで……ギルド結成！」

　そして勢いよく、決定ボタンを押した。








エピローグ　竜の雛









　ギルドホーム引換券が使える金曜日の十六時。例によって残業が濃厚となった。

　会社の休憩スペース。壁に寄りかかった哀あい川かわ圭けいはコーヒー片手に、スマートフォンを操作している。ギルドメンバーとリアルでも連絡を取り合える専用アプリを早速活用し、ゼッカと通話をしていた。

『ええ……それじゃあ今日は遅くなるかもしれないんですか!?』

「そうなのよ。二十時には終わると思うんだけど……確実とは言えないから。予定通り、ゼッカちゃんたちで決めちゃっていいわよ」

　後輩がやらかし残業になることを想定していた圭は、あらかじめ引換券をゼッカに渡していた。もし自分が間に合わなければ、みんなで適当なギルドホームを決めてほしいと。

　圭の見込みでは二十時には全てが片付くのだが、後輩が仕事を増やさないとも限らない。最悪日を跨またぐまで帰れないという事態もあり得る。

　社会人は、常に最悪のケースを想定しておく必要があるのだ。

『わかりました……でも、やっぱり会えないと寂しいです』

「そうね……顔くらいは出せるように頑張ってみるわ」

『それで、ギルドホームのデザインですけど、大きいお城を見つけたんです。これがいいと思うんですけど……』

「お城……五人じゃ広すぎないかしら？」

『そんなことはありません。それに、どうやらこの城が一番高価みたいですし、ここがいいです絶対』

「お城かぁ……」

　ヨハンはお城でくつろぐ自分を想像する。

　シンデレラ城のような白亜の城。綺き麗れいな花に囲まれた庭を眺めながら、蝶ちようの舞うテラスでお茶をしたりして……。その横ではヒナドラやイヌコロ、バチモンたちがくつろいでいるのだ。

　ゲームならではの、現実ではありえない贅ぜい沢たくだった。

（幸せ……。ちょっといいかもしれないわね……日々の疲れが癒いやされそうだわ）

「じゃあ、そのお城をお願いするわ」

『了解しました！　それじゃ、私はこれから速攻で帰宅してログインしますので！』

「ああ、まだ学校だったのね。気をつけて帰ってね」

『もちろんです。ヨハンさんも、無理せず頑張ってください！』

「びええええええん哀川ざああああん。どこでずかああああ？　私を救ってくださいいい」

　その時、救いを求めて泣き喚わめき彷徨さまよう後輩の声が聞こえた。

「……」

『な、何事ですか？　凄すごい泣き声が聞こえてくるんですが!?』

　後輩の泣き声は電話の向こうのゼッカにも届いているらしく、酷ひどく狼ろう狽ばいしている。

　無理もない。

　大人のガチ泣きなど、聞く機会はそうそうないだろう。

　圭だって聞きたくなかった。

「あー……。これは動物の鳴き声とでも思っておいて」

『動物!?　明らかに人の泣き声ですよ!?　失礼ですがヨハンさん一体どんな職場でお仕事を!?』

「びえええええええ哀川さああああああんん」

「いけないわ。そろそろ切るわねゼッカちゃん。動物が逃げないように捕まえておかないと」

『捕まえる!?　一体そちらでは何が……』

　電話が切れる。

　ゼッカと話して元気を貰もらった圭は紙コップをゴミ箱に捨てると、自分を捜して彷徨っている後輩の元へと向かった。




「やっと終わったわ。さて、そろそろ帰ろうかしら」

　二十一時。トラブルはあったものの、事前準備のお陰で早めに退社することができる。

「ええ……哀川先輩、私を置いて帰っちゃうんですか!?」

　帰り支度をしていると、横で伝票を打ち込んでいた後輩が不満そうに言ってきた。

「貴方もそれ打ち込んだら終わりでしょう？」

「むぅ……哀川先輩、最近付き合い悪いです。あ、もしかして彼氏ができたとか!?」

「彼氏？　あはは、彼氏じゃないわよ」

「えぇ～本当ですか？　さっきも誰かと電話してましたし。怪しいです！」

「本当に違うわよ。彼氏じゃなくてね。最近、新しい友達ができたの」

「ぷっ……ぷぷぷ。友達って。哀川先輩面白～い。小学生みたいじゃないですかぁ」

　ケタケタと笑う後輩。

「ほら、笑ってるとまた間違えるわよ。それじゃ、また明日あしたね」

「はーい」

　元気よく返事をして、後輩は仕事に戻る。

　カタカタとキーボードを打ちつつ、さっきの圭の言葉を思い出していた。

「待って。よく考えたら新しい彼氏より新しい友達の方がうらやましいかも……」

　社会人は友達がなかなかできない。

　はたして最後に誰かと友達になったのはいつだっただろうか。

　そもそも友達と呼べるほど仲の良い子がいただろうか。思い悩む後輩だった。
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　残業を終えたヨハンは軽く食事を済ませると、ＧＯＯにログインする。ログインすると同時にゼッカからメッセージが届き、無事購入が完了したギルドホームの場所が記されていた。

　大小二百種類以上存在するギルドホームの中でも一番大きな城を購入したのは、たった五人の新米ギルド【竜の雛】である。

　その【竜の雛】のギルドマスターはメンバーたちに遅れて、ようやくギルドホームへとやってきた。

「お城♪　お城♪　可愛かわいいお城～」

「もきゅきゅ♪」

　珍しく歌など口ずさみつつ、軽やかな足取りで目的の場所までたどり着く。

『ピカッー!!　ドゴゴゴゴゴゴゴオオオオオ』

　空は分厚い黒雲に覆われていて、雷鳴が鳴り響いている。無骨な造りの城は確かに立派だが、どこか威圧感がある。そして稲光に時折照らされる城の色は……黒。

　これはゲームに疎いヨハンでもわかる。

「違う。私が思っていたのと違うわ。これ……悪の大魔王とかが住んでる城じゃ!?」

　急いで中に入り、広い玄関でゼッカたちを見つける。

　ヨハン以外のメンバーが揃そろうそこには、急ごしらえの長テーブルに、お菓子やジュースが並べられていた。

「お、来はった来はった。待っとったで」

「……お疲れ様、お姉ちゃん」

「ヨハンさん！　逃げ出した実験生物は捕獲できたんですか？」

「先に始めてるわよヨハンちゃん☆」

　他のメンバーたちはヨハンが来るのを待ちながら、盛り上がっていたようだ。

　ゼッカが自分の職業をひどく誤解している気がしたが、それよりもこの城のことである。

「ちょ……ギルドホームって、ここになるの!?　これ、悪い人が使うデザインよ!?　私は白い普通のお城の方が……」

「え、確かに白い城もありましたけど……ヨハンさんの鎧よろいのデザインと合うのはこっちの魔王城かと」

「魔王はんにはピッタリやん？」

「ワタシもそう思うわ☆」

「そ、そんな……」

　がくりと膝ひざから崩れ落ちるヨハン。想像していた城との違いにショックを受けているヨハンにコンがすり寄る。

「実はね魔王はん。ギルドホームには新機能があるんよ」

「新機能？」

「そうや」

　コンの言う新機能。ギルドホームには、そのギルドホームの雰囲気に合う召喚獣を自由に配置することができるというもの。

　ギルドホーム中央部にある台座に召喚石をセットするだけで、ギルドホーム内を召喚獣が動き回る。戦いに参加できるのはもちろん、ペット扱いにしたり、護衛に見立てたり、給仕をさせたりと、使い方はさまざまだ。

「それでな。本来なら各ギルドホームに配置できる召喚獣はせいぜい二～三種類程度なんやけど。この魔王城……配置できる召喚獣の種類に制限がないんや」

　流石さすが魔王城と言ったところか。

「それだけやあらへん。一度に配置できる召喚獣の数は……五百体」

「ご……ひゃ……く？」

「そうや。白いお城で配置できる召喚獣は種類の制限が付いた上に百体までや。けどな、こっちはフリーで五百体。それでも魔王はんは白いお城がええの？」

「白いお城とかどうでもいいわね」

　ヨハンはもう白い城の事を忘れた。

「ヨハンさん……仕事で疲れて……うう」

「ヨハンちゃん、わかりやすいわね☆」

「……お姉ちゃん」

　コンに案内された城の最奥、玉座の間はまるでＲＰＧのラスボスが居たような場所だった。

　その玉座の後ろに、５００個分の召喚石をセットするためのスロットが設置されている。

　ここに召喚石をセットすることで召喚獣が実体化し、このギルドホームで一緒に暮らせるようになるというわけだ。

「一斉に……喚よび出せる？」

　ゴクリと固かた唾ずをガブ飲みするヨハン。ひとまず震える手で八種類の召喚石を取り出すと、空きスロットにセットしていく。

「ところでコンさん。ちょっとよろしいでしょうか？」

「どうしたんゼッカちゃん？」

　ゼッカはふと気になったことをコンに尋ねる。

「ヨハンさんから聞きました。近々召喚石の需要が大幅に上がる機能が実装される。コンさんはそう言って、ヨハンさんと一緒に『召喚石買い占め作戦』を行ったと」

「まぁ、せやね」

「その機能というのは、ギルドホームのこの機能ということで間違いないでしょうか？」

「まぁ、せやね」

「私が調べたところ、各ギルドホームに配置できる召喚獣は平均で二～三種類。多いところで十種類程度です」

「……。まぁ、せやね」

「これ、本当に召喚石の値段上がりますかね？　私にはとてもそうは思えないし、実際上がってないと思うんですけど。っていうかもう大損ですよね？」

「うわーんゼッカちゃんが苛いじめる～！　助けて魔王はん～！」

「なっ!?」

　突然のコンのウソ泣きに驚くゼッカ。

「だってしょうがないやん？　うちかて予言者ちゃうし、読みが外れることもあるんよ……けど失敗を怖がってたら何もできひんやん？」

「……許してあげようよゼッカ」

「そうそう。この程度のミスで腹を切らせようなんて、ちょっと厳しすぎるわよゼッカちゃん☆」

「腹を切れとまでは言ってないですよね!?」

　そして、「およよ～」とウソ泣きを続けていたコンは自分が許される流れになりつつあることを感じ取ると、真剣な表情で台座にバチモンをセットしているヨハンへ謝罪の言葉を投げかける。

「かんにんえ。でも魔王はんは、うちのこと許してくれるやろ？」

「うん。別にいいんじゃないかしら？」

「やったー！　これでうちは無罪やー！」

「ず、ズルいですよ！　ヨハンさんがバチモンに夢中になっている隙すきを狙ねらうなんて！」

「まぁええやない。それにな。集めた召喚石が完全に無駄になった訳やない。この魔王城なら全部使える訳やし。それに、ゼッカちゃんなら知っとるんやない？　来月のギルド対抗戦、各ギルドのギルドホームを使った戦いになるいう話」

「……!?」

「【最果ての剣】の連中に勝ちたいんやろ？　うちと魔王はんの集めた召喚石は、すべて【竜の雛ひな】の戦力になる。ってことは……わかるやろ？」

「そうか！　それだけの召喚石があれば、人数差を補える。勝てる……【最果ての剣】に勝てるかもしれない。ですよねヨハ──」

「よし、これで全部よ！」

　ようやくセッティングを終えたヨハンの歓喜の声に、ゼッカの言葉は遮られた。玉座の間には八つの魔法陣が広がる。

「出てきて、私のバチモンたち！」

　ヒナドラ。イヌコロ。バスタービートル。メテオバード。サイバーエンジェル。メタルブラックドラゴン。ワーフェンリル。そしてクロノドラゴン。

　今までヨハンを支えてきた八体が一堂に会した。

「おお！　同時に並ぶと圧巻ですね」

「流石にメタルブラックドラゴンちゃんは狭そうねぇ☆」

「……これならお姉ちゃんも満足だね。あれ、お姉ちゃん？」

　急に静かになったヨハンを心配したレンマは驚く。

「ひぐっ……神……感謝……」

「どうやら感動し過ぎて語ご彙い力りよくを失ったようね☆」

「もきゅきゅ？」

「わふぅ……？」

「も？」

「わ？」

「「ぐうううううう」」

　そして、泣いているヨハンを心配して寄ってきてくれたヒナドラとイヌコロだったが、互いの体が触れたところで喧けん嘩かが勃ぼつ発ぱつ。

　唸うなりながら顔を突き合わせる二体。

　そんな二体の首を掴つかんで持ち上げて、引きはがしたのはワーフェンリル。大人の対応だった。

「お前らマスターの前だぞ。喧嘩すん……グアッ!?」

　だが仲裁していたワーフェンリルの背中を尻尾しつぽでぶっ叩たたくメタルブラックドラゴン。

「もぎゅぎゅ……」

「上等だテメェ。オラアアアア！」

　なんとメタルブラックドラゴンとワーフェンリルまで喧嘩を始めてしまった。

「なんやこの子ら大きくなっても変わらんのか」

「この前は一緒に戦ってたのに」

「……お姉ちゃん、止めないと……お姉ちゃん？」

「ひぐっ、この二匹の絡みが目の前で見られるなんて……」

「ダメやまだ泣いてはる」

　ゼッカたちが仲良く喧嘩し始めたバチモンたちを前にどうしたものかと思っていると、ボール型の白い機械がひゅうっと飛んできた。

「お、来た来た」

「それ、ⅤＲゲーム内撮影用のドローン！　もしかしてコンさんの？」

「そうどす。前のギルドでな、これでＶログ撮ってたんよ。【竜の雛】でも記録を撮っておこうと思ってな」

「あら、グッドアイディア☆」

「その内ギルドでチャンネル作って動画もアップできたらええなって」

「……いいね。思い出をいつでも見返せるよ」

「いいなぁ私もそれ欲しいな。でも高くて手が出せないんですよね～」

「ま、そこは社会人プレイヤーと学生プレイヤーの財力の差やね」

「うぅむ。ここはひとつ本気でアルバイトに挑戦してみますか」

「アルバイトなら、いい仕事紹介するわよ☆」

「あ、遠慮しときます」

「せやで。ドナルドはんの紹介する仕事なんておそらくパパ活かそれとも臓器……ブツブツ」

「ちょっとちょっとヒドいわよコンちゃん～ちゃんとクリーンな仕事よ～☆」

「って魔王はん。いつまで泣いてはるの？」

「ちょっと待って。今この尊い光景を目に焼き付けているから」

「目に焼き付けるのもええけど、ちゃんと記録にも残さんと。ほら、ギルドホーム購入記念に撮影や。こっち来てこっち。バチモンたちもやで～」

「撮影!?　素晴らしいわねコンさん。みんな～喧嘩してないでこっち来て！」

「ほら撮るで。はいチーズ」

　こうして慌ただしく撮られた写真のデータは後日、コンから【竜の雛】全員に配られた。この写真は、ヨハンの宝物の一つとなった。

　そこに写っているコンの笑顔を見て、ヨハンは「よかった」と微笑ほほえむ。

　張り付けたような胡う散さん臭くさい笑顔ではなく。薄っぺらい作り笑顔でもない。

　いつかの動画に収められていた心の底から幸せそうな彼女の笑顔を、ヨハンはようやく取り戻してあげることができたのだった。




　　　　＊＊＊＊＊




　五月の下旬。そろそろ夏の気配が近づく季節。

　高校生になったセフィラの元に一通のメールが届いた。この前送ったメールの返事が来たようだ。

　無視される可能性も考えていたセフィラはひとまず安心する。

　そして、緊張しながらメールを開いた。

　あの日。召喚師サモナーの仕様変更後初めてのギルド対抗戦で受けた数々の心無い言葉に、まだ中学生だったセフィラの心は深く傷ついた。

[image: ]

　世界というのはキラキラと輝いていて優しいのだと、何の迷いもなく信じていたセフィラにはあの出来事は辛つら過すぎた。

【決闘宿】メンバーを巻き込んでしまったことに責任を感じたセフィラは、ＧＯＯを引退した。

　そしてそれから三ヶ月ほど。

　中学卒業から高校への進学と、幸い忙しい毎日だった。

　辛い出来事を忘れるにはちょうど良かった。心の傷は時の流れが癒いやしてくれた。

　新しいゲームを始め、運命的にかつての仲間たちとも再会できた。

「あとは、コンが戻ってきてくれたら……いいんだけど」

　メールを読んでみる。その内容は期待していた返事とは違った。

　だがそれでも、セフィラは目に涙を浮かべながら微笑んでいた。

「よかった。コン……君も楽しくやっているんだね」





　Ｆｒｏｍ　コン　　件名　敬愛するあなたへ




　お久しぶり。まずはセフィラと決闘宿のみんなが元気そうで何より。

　ずっとみんなのことが気がかりだったから、報告を貰もらえて本当に良かった。

　さて、今日の本題です。

　せっかくのお誘いですが、断らせていただきます。

　実はあの後もＧＯＯを続けていて、現在新しいギルドに所属しています。

　これがまた大変楽しく、メンバーも全員イカれ……失礼。イカしており、おおよそ退屈という言葉とは無縁の生活。

　勘違いしないでいただきたいのは、あなたのことを嫌いになったのではないということ。それは、絶対にありえません。

　そして決闘宿での思い出は私の宝であり続けるということ。みんなで世界を旅した思い出は、決して色あせることなく私の中に残り続けるでしょう。

　ですからセフィラも私に遠慮することなく、気に入った子がいれば旅団にスカウトするといいと思います。まぁ私以上の逸材は簡単には見つからないでしょうが。

　時間が合えば『テイマーズワールド』にも顔を出したいと思います。その時は、一緒にお話でも致しましょう。




追伸

　来月のギルド対抗戦で憎き最果ての剣をぶっ飛ばすから。そしたら動画送るわ。楽しみに待っとってや～。










あとがき









　本作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。作者の瀧たき岡おかくるじという者です。

　一巻から続いて手に取ってくださった方、皆さまのお陰で無事二巻を書かせていただけることになりました。今一度、心より御礼申し上げます。

　さて、僕は小説家以外に研究所職員という顔もありまして、小説を書いている時以外はずっと顕微鏡を覗のぞいています。この小説の主人公ヨハンよりもちょっとだけお兄さんな年齢の僕がそんな生活をしていると、当然ですが体に余分な肉がついてきます。

「これはいかん！」と運動しようにも、できる限り引きこもっていたい昨今。僕は家に居ながらダイエットができるよう、体感型のフィットネスゲームを購入しました。輪っかのようなコントローラーが有名なあのゲームです。技術の進歩とは凄すごいもので、本当にゲームをしながら体を鍛えることに成功し、僕は軽い感動を覚えました。

　ようやく体重が減ってきて満足した僕は机に向かい、執筆を再開します。

　ヨハンがゲームにログインする場面を汗を拭ふきながら書きつつ、ふと思います。

「あれ、本当に技術って進歩しているのか？」と。

　作中のようなフルダイブ技術にも憧あこがれますが、自分の体を使ったゲームも捨てがたい。

　願わくは両技術が発展していくといいなと思います。




　最後になりましたが、この場をお借りしてお礼を。

　イラストレーターの猫ねこ猫びよう猫ねこさま。ＷＥＢ版でもトップクラスの人気を誇るドナルドをあそこまでカッコよく、恐ろしくデザインしていただき、ありがとうございました。また先生と本を作ることができてとても嬉うれしいです。

　担当編集さま。全編書き下ろしという僕のわがままに付き合ってくださり、ありがとうございます。出版に関わった多くの皆さま。お陰で無事続巻を出すことができました。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆さま。本当にありがとうございました。

　こうして無事、皆さまに新しい物語を届けることができ、とても幸せです。またどこかでお会いできる日を楽しみにしております。
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お前まえのような初しよ心しん者しやがいるか！ ２




不ふ遇ぐう職しよく『召喚師サモナー』なのにラスボスと言いわれているそうです
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